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ときメロっ！




異世界でバンドと勇者はじめました!?








藤並みなと
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角川ビーンズ文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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[image: Opening Act　こうして（悪）夢の扉は開いた]




　高校入学を目前に控ひかえた、春休みのとある一日。

　おれがリビングのソファに寄りかかって漫まん画がに読みふけっていると、

「おはよー。和かず希き」

　と、やけに明るい声とともに二階から八つ上の姉貴が降りてきた。

『おはよー』ってもう正午だけどな。

　すっぴんでパジャマ姿の姉貴は、鼻歌を歌いながら一間続きのダイニングキッチンで冷蔵庫を漁あさっている。

「やけにご機き嫌げんじゃん」

「だって、今日は久しぶりになんの予定もない休日だよ！　もう嬉うれしくって」

　頰ほお緩ゆるみまくりで、よそった御ご飯はんの上に卵を落とす姉貴。仕事だ人付き合いだで忙せわしない日々を送る社会人の姉貴にとって、真の意味での「休日」はよほどありがたいらしい。

「で、姉ちゃんはその貴重な休日を、どう過ごす？」

　何気なく尋たずねたら、

「一日引きこもってゲーム三ざん昧まい！」

　力強く、なんともダメな答えが返ってきて、苦く笑しようするしかなかった。

　本来根っからのインドア派の姉貴には、それが大事な充じゆう電でん時間なんだろうけどさ。

「若い女の休日としては、あまりに不毛だろ」

「いいの。もう腐くさってるから。リア充なんてクソ食くらえ」

　きっぱりと宣言して、卵かけ御飯をかきこむ。

「……そういえば、和希。『伽きや羅ら燃もえたん』はどんな様子？」

　ふと箸はしを止めて聞いてきたのは、うちの県で最近にわかに活動が盛んになってきてる活火山についてだった。

「『たん』付けすんな。伽羅燃岳だけは……今朝も一回噴ふん火かしたみたいだな。外見てみろよ、灰で地面まっしろ」

　おれの答えに、姉貴はなぜか「そっかあ」と笑った。

「なにが嬉しいんだよ？　噴火して灰が降ると洗せん濯たくも干せないし、農家だって大だい迷めい惑わくだろ。火山のすぐ近くじゃ空くう振しんでガラスが割れたりもしてるっつーのに」

「ふふふ、あんたは伽羅燃たんの秘密を知らないからねえ」

「秘密？」

　首を傾かしげるおれに、姉貴は妖あやしい笑えみを浮かべてうなずく。

「伽羅燃岳は実は知る人ぞ知るパワースポットでね。日本全国のオタク達がキャラ萌もえするたびにエネルギーが溜たまっていって、臨界点に達すると噴火するの。でもまだまだ今は序の口。もっともっと萌もえエネルギーが集まって大噴火が起こった時、『萌えー』という轟ごう音おんと共に虹にじ色いろの灰が舞まい躍おどり、夢の二次元への扉とびらが開くという伝説が」

「もういい」

　ダメだこいつマジで終わってる。

「ご馳ち走そう様さま！」と卵かけ御飯だけの朝食を終えたまるでダメな女は、リビングにやってくるとおれの隣となりに腰こしを下ろし、テーブルの上に置かれていた携けい帯たい用ゲーム機に手を伸のばす。

　珊さん瑚ご色のマニキュアに染まった指先で、電源スイッチをオンに弾いた──その時だった。ごごごごご……とどこかから地鳴りのような音が響ひびいてきたのは。

「な、なんだ!?」

「何!?　ま、まさかこれ……」

　伽羅燃たん、と姉貴が呟つぶやいた瞬しゆん間かん。




　とんでもなく大きな爆ばく発はつ音と共に、辺りがビリビリと震しん動どうし、まばゆい光に包まれる。

　何がなんだかわからないまま、とっさに姉貴を庇かばおうと抱だきすくめた。

　存在さえも溶とけ消えてしまいそうなほど強い虹色の光にギュッと目を閉じ、身をすくませるおれの耳に響いたのは、巨きよ大だいな噴火音と「萌えええええええ」という怨おん霊りようのような叫さけび──。







　──そして気づけば、赤、青、黄色、緑、オレンジ……カラフルな光の渦うず巻まく、大おお嵐あらしの中に放りだされていた。

　まるで巨大な洗濯機の中に放り込まれたように、全身があっちこっちに引っ張られて、もみくちゃにされて、わけがわからない。まともに息ができない。音は何もしない。

　がくがく揺ゆさぶられて、ぐるぐる振ふり回されて、ぎゅうぎゅう圧あつ迫ぱくされて、ほんとうにもう、さっぱり状じよう況きようが理解できないまま、それでも、腕うでの中の姉貴は離はなさないように必死で力を込めてたけど……ガン、と激しく何かに打ちつけられたような衝しよう撃げきに、瞬間、拘こう束そくがほどける。

　高速の万まん華げ鏡きようのように移り変わる色しき彩さいがチカチカと明めい滅めつする、歪ゆがんだ視界の中で、こちらに手を伸ばした姉貴の姿が急速に遠ざかる──。
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　ピピピピピピ……。

　けたたましい電子音がする。なんだろう？　目覚まし時計みたいだけど。

　……あ、そっか。全部夢だったんだ。そうだよな、うん。いや～やけにリアルでびびったわ。

　思わず安あん堵どのため息をもらしながら、ゆっくりと瞳ひとみを開く。

　眩まぶしさでかすかに滲にじんだ視界が、徐じよ々じよに焦しよう点てんを結んでいく。

　少しだけ開けられた窓から吹ふき込む風に、揺れるレースのカーテン。

　ピンク系でまとめられたファブリック。

　細々した小物やぬいぐるみの飾かざられたキャビネット。

　……オイオイ、どこだ、ここは。少なくとも自宅のリビングではない。姉貴の部屋も、こんな少女趣しゆ味みではなかったはずだ。

　おれは、ベッドからゆっくりと体を起こし……息をのんだ。

　部屋のドアの隣に、一人の少女の姿が見えた。

　ふわっとした柔やわらかそうなショートボブの髪かみに、きょとんと見開かれた大きな瞳。

　年の頃ころは十五、六といったところか。けして美少女とまではいえないが、そこそこ愛らしい容姿をしている。

　パジャマ姿で、ベッドの上に半身を起こしている彼女は、おれが右手を上げると左手を上げ、おれがその手をひらひらと振ると同じように手を振った。

　……そしておれは、不意にそれがドアの隣に置かれた、目の前の等身大の鏡に映る光景であることに、気付く。

　！！！？？？

　鏡の中の少女は、ムンクのように大きく顔を歪ゆがませた。







「ねーちゃん、目覚まし止めて！　うるさい！」

　ありえない事態に呆ぼう然ぜんとしていたおれは、そんなどなり声でハッと我に返った。

　開け放たれたドアのところに立っているのは小学校三、四年生くらいの少年。

　頰ほおを膨ふくらませてツカツカとベッドの枕まくら元もとに歩み寄ると、ひよこ形の目覚まし時計のアラームをオフにした。
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「何してるの？　もう起こしてくれるかーちゃんもいないんだから、ちゃんと自分で起きてよね。それに、今日は〝あの〟日だよ、早く着き替がえてた方がいいんじゃない？」

　呆あきれたように首を傾げる少年。

「え、と……君は？」

「寝ねぼけてるの？　弟の『ひろ』だろ！　まさかねーちゃん、自分のことも忘れたとか言わないよな」

「えーと……羽は鳥とり和希」

　しどろもどろで答えると、「そう、羽鳥和希、十五歳、十一月二十七日生まれの射手座のＯ型。明日から私立美び楠なん学園高等部の一年生！　ったく、十二時に目覚ましかけても起きれないなんて、ありえないし。春休みだからってだらけ過ぎ！」と一気にまくしたてられ、バタンと閉とざされるドア。少年退場。

　……なんなんだ、今のやけに説明的な台詞せりふ。でも、確かにおれは十一月二十七日生まれの十五歳。美楠学園なんて知らないけど、プロフィールは一いつ致ちしている。

　同じ名前で、姿形は女の子。それが今のおれ。

　……そっか、おれ、まだ夢から覚めてないんだな。ときどきあるよな、そーゆーの。

　去年くらいも一度あった。寝ね坊ぼうした！　って超ちよう焦あせって学校行って、ギリ間に合ったと安心したのに実はまだ夢の中で、現実でも寝坊してて……遅ち刻こくは免まぬかれたけどあの時はすげー損した気分だった。

　さて！　そういうことなら、夢世界を満まん喫きつしますか。

　とりあえず着替え……かな。

　猫ねこ脚あしのついた白いタンスを適当に開けると、男物より遥はるかにカラフルでバリエーション豊かな衣類がずらり。せっかくの女体験だし、スカートいっとくか？　とも思ったけど、やっぱ抵てい抗こうがあったので、ショートパンツと春物のニットをセレクト。

　パジャマのボタンを開けると、ささやかだけれど確かに存在を主張する柔らかな二つの膨らみが目に飛び込んできた。

「～～～～っ」

　見慣れぬそれにカーッと頭に血が上り、あわてて右手で鼻を押さえて目をそらす。

　やべえ、夢のくせになんか妙みようにリアル。にしても自分のおっぱい見て鼻血噴ふくとか変態かおれは！

　なにやら面めん妖ような気分になりかけていたその時、ピンポーンとチャイムが鳴った。

　来客か？

　しばらくして、また、ピンポーン。

　下にいるはずの『ひろ』はどうしたんだろ。おれに出ろってか。

　ダッシュで着替えを済ませると、部屋を飛び出し、一階へと続く階段を駆かけ下りる。

　しかし急ぎ過ぎた。

「でっ!?　うわあああああああ」

　足を滑すべらせたおれは急きゆう勾こう配ばいのその階段を派手に転がり落ち、無残にも床ゆかに正面衝しよう突とつ──したかとおもったが、予想した衝撃はこなかった。




「……大だい丈じよう夫ぶか……？」




　耳元で、やけに涼すずやかな美声が響ひびいた。

　おれは、そこで、誰だれかの力強い腕に抱きとめられて最悪の事態を免れたことに気付く。

　ギュッと閉じていた目をゆるゆると開き、顔を上げると……心配そうにこっちをうかがう、どえらい男前がすぐ間近に！




「ごめん！　そっちこそ大丈……痛つっ」

　床に腰こしをついて抱きとめる男の上に被かぶさるようにしていた体をあわてて離はなそうとしたら、足首に鋭するどい痛みがはしった。

「痛めたのか？　見せてみろ。……ああ、腫はれてるな。ここが痛いのか？　こっちは？」

「平気……うわ、痛い、そこは痛い！」

「……骨に異常はなさそうだし、ま、捻ねん挫ざだろうな」

　男はそう呟つぶやくと、ひょいとおれの体を横抱きにして立ち上がった──って待てい！

「は、放せっやめろっ！　自分で歩ける！」

「下手へたに動かさない方がいいぜ」

　それはそうかもしれんが、何が悲しくておれがお姫ひめ様さま抱っこされねばならんのだ！

　大暴れして下ろせ下ろせと叫さけんだが、男は動じた様子も見せずさっさと歩を進め、結局リビングのソファまで運ばれてしまった。く、屈くつ辱じよく……。

　ジャーと水が流れる音がして、トイレから出てきたらしきひろは、おれ達の様子を見て目をパチパチさせてから、「使って下さい」と救急箱をもってきた。

「ありがとう。気が利きくな」

　淡あわく笑って受け取る男……とりあえず初めて見る顔だけど、こいつが、イケメンフリークの姉貴がこの距きよ離りでみたら発はつ狂きようすんじゃねーかってくらいのいい男だった。

　端たん整せいな顔立ちとかすらっとした長身とか外見的なものだけでなく、なんつーか颯さつ爽そうとしているというか、自信に満ちた潑はつ剌らつとしたオーラがあって、男のおれでも感心してしまうような男前。年はほとんど同じくらいに見えるのに。

　かがみこんで、慣れた手つきでおれの足首に手当てをほどこす男の柔らかそうな髪を、窓から差し込む光が透すかして金色に見せる。おれの視線に気づいたのか、ふと顔を上げ、目が合うとニッと笑った。クッ、かっこいーじゃねーか。

「ほら、治ち療りようおわり。安静にしてれば問題ないと思うけど、あんまり腫れてくるようなら病院行こうな」

「ありがとうゴザイマス。ところで、あんた誰？」

「あ～、悪い、挨あい拶さつ遅おくれたな。金かね城しろ煌あきら。鍵かぎしまってたけど、合鍵もらってたんで勝手に上がらせてもらった」

　合鍵？

　なおのこと怪け訝げんそうな顔をするおれを見て、ん？　というように煌が首を傾かしげた。

「もしかして……きいて、ない？」

「ねーちゃん、まだ寝ぼけてんのかよ。ホラ、うちのとーちゃんとかーちゃん、昨日からしばらく仕事で海外行っちゃったでしょ？　その間、オレ達だけで留守番だと物ぶつ騒そうだからって、とーちゃんの親友の息むす子こさんである金城さんが今日からうちに住んでくれることになったんじゃん」

　再びひろの親切解説が炸さく裂れつする──って。

「はああ!?　意味分かんねえ！　年とし頃ごろの男女を親もいない一つ屋根の下で暮らさせる方がよっぽど物騒だろ！」

「おまえ、そんな身もふたもない……！」

　おれの明け透けな物言いがツボったのか、吹ふき出す煌。

「笑ってる場合じゃねーだろ！　そんなハレンチな展開、おれが許さん！」

「『ハレンチ』って！　死語だろそれ」

「思春期男子の脳内なんてエロエロパラダイスなの、知ってんだからなっ」

「おまっ……頼たのむからちょっとストップ、イメージとのギャップがあり過ぎだろ……！」

　何がそこまでおかしいのか、ククク……としばらく肩かたを震ふるわせていた煌だが、やがて眼めのふちの涙なみだをぬぐいながら、憤いきどおりのあまり真っ赤になったままのおれに、諭さとすように言った。

「安心しろよ、嫌いやがる相手を無む理り強じいしてどーこーする趣しゆ味みはねえから。……ま、おまえの親おや父じさんは別に問題起こってもかまわないとか豪ごう快かいなこといってたけどな」

「はあっ!?」

　またしても大きく顔を歪ゆがませたおれの反応にニヤニヤしつつ、煌は更さらにとんでもねーことを言ったのだった。

「俺たち、生まれた時から決められた許婚いいなずけ同士らしいから」







　なんだよこの夢！　シチュエーション的には昔ながらのラブコメ展開だけど、おれが女でイケメンと同居しても全然嬉うれしくないっつーの。

　やってらんねー、と思わず立ち上がったが、瞬しゆん間かん、信じられないほどの衝しよう撃げきが足首から全身を席せつ巻けんする。

「痛いっ……てええええええええ！」

「馬ば鹿か、挫くじいたばっかなのに何やってんだ」

　煌の慌あわてる声が聞こえたけど、それどころじゃなかった。

　この激痛……これが夢とか、ありえない。そして、夢じゃないとすれば、この状じよう況きようはいったいなんだ？

　脳のう裏りに蘇よみがえったのは、自宅リビングで姉貴が語っていた伽羅燃岳のアホ予言。

〝萌もえエネルギーが集まって大だい噴ふん火かが起こった時、『萌えー』という轟ごう音おんと共に虹にじ色いろの灰が舞まい躍おどり、夢の二次元への扉とびらが開くという伝説が〟

　……まさか。到とう底てい、信じがたいことであるが。

　おれってば、どこぞの二次元世界にトリップしちゃったわけ!?

　いやいやいやいやありえねー。やっぱり夢だ。これは異常にリアルな夢！

「大丈夫か、和希。顔色悪いぞ」

「寝ねる」

　手を貸そうとする煌を断って、よろよろと足をひきずりながら二階の部屋に戻もどり、頭から布ふ団とんをかぶった。

　もう一回寝たら現実に戻るはず！　おやすみなさいいいいいいい。

　──しかし、焦あせれば焦るほど逆に意識は冴さえわたり、ちっとも睡すい魔まは訪おとずれない。

　心臓バクバク。目ん玉ギンギン。冷や汗あせびっちょり。

　そうこうしているうちに煌の荷物は到とう着ちやくし、奴やつはさっさと引っ越こしを終えてしまったようだった。部屋はおれの隣となりの隣っぽい。

　噓うそだ噓だこれは夢だ幻まぼろしだと何度も念じながらベッドの中でしつこく粘ねばっている間に、窓の外はいつしか藍あい色いろに染まり、おれの腹の虫がぐうぐうと大声で抗こう議ぎを始めた。強きよう烈れつな空腹感に、この状況がまやかしなんかではないことをますます思い知らされる。

　ここは二次元世界で、おれは同どう姓せい同名の女の子に転生してしまった、のか？　マジで？

　しかもなんとなく、ヒロインポジション？

　～～嫌すぎるだろ！　どういう罰ばつゲームだよこれ！

　激しい眩暈めまいに襲おそわれたが、胃い袋ぶくろがすっからかんでは考えもまとまらない。

　とりあえず何か食おう、と思いたったタイミングで、ひろが夕食だと呼びにきてくれた。

　ダイニングに降りていくと──食しよく卓たくには、ありえないほど豪ごう華かで繊せん細さいな本格フレンチが並んでいた。目をキラキラさせて、ひろが歓かん声せいをあげる。

「すげー、これ全部、煌兄ちゃんが作ったの？」

「ああ、料理は特技。和希、体調はどうだ？　具合悪くても、ちょっとは何か食べないと元気でないぞ」

「あー……そうだな、さんきゅ。いただきます」

　スープを一口すすって、ぶっ飛んだ。

　うっ……まああああああああ！

　特技、の域いき超こえてるだろこれ。空腹は最大のスパイスとはいうけど、それだけじゃない。見た目の華はなやかさも、味付けも、十分プロでやっていけそうだ。

「今夜は歓かん迎げいパーティーってことで、気合入れてみた」

「って自分で主しゆ催さいしてどーすんだよ」

「まあまあそう言うなって。これから毎日、料理は俺が担当するしさ。どーだ、同居も悪くないだろ？」

　……確かに、毎日こんなんが食べられるなら……って、なにあっさり餌え付づけされてんだよ、おれ！

　とはいえ、途と方ほうに暮れまくり混乱しまくりの状況下で、この料理は唯ゆい一いつにして最高の救いだった。全すべての事象から逃とう避ひしたくて、無心で目の前のご馳ち走そうにむしゃぶりつく。

　そんなおれに、煌は満足げな笑えみを浮かべてから、飄ひよう々ひようと言葉を継ついだ。

「入にゆう籍せき前に同居するってのも、いい予行演習になるしな」

「～～入籍とか言うなおぞましい！　親同士の約束だかなんだか知らんが、今時ありえないだろ『許婚いいなずけ』とか」

「照れるなって」

「照れてねえ！」

「おまえ、口悪いよな～」

「ほっとけ！」

　強い口調で突つき放したのに、煌は特に凹へこんだ様子も見せず、あむ、とオードブルを口に運ぶ。マ、マイペースな奴だな、オイ。

　言われてみれば、今のおれは相当言葉遣いの悪い女だろう。一いち人にん称しよう『おれ』だし。

　わりと引くレベルじゃないかと思うけど、そんな様子を見せない煌はそうとう許容範はん囲いが広いのか、内心を隠かくすのが巧うまいのか。

　ひろが何も言ってこないのも不思議だ。普ふ段だんの姉とは違うとか、感じている様子は皆かい無む。普段からこの少女はこんな言動なんだろうか。

「しっかしビックリしたぜ？　真しん治じさんからかなりドジなとこがあるとは聞いてたけど、まさかいきなり階段から落っこちてくるとはな～」

　クク、と思い出したように肩を震わせる煌。真治さんってのは、ヒロイン（＝おれ。嫌ー！）の父親の名前だろうか。

「悪かったな」

　憮ぶ然ぜんとしつつ答えたら、煌はいや、と首を振ふり、さらりと言った。




「昔からの定番だろ？　天使が空から降ってくるってのは」




「…………」

　ぼちゃん、と思わずスープの中にスプーンを落っことしたおれに、ニヤニヤしながら「なんてな」と付け加える煌。

　こっちの反応で遊んでる感じだが……この全身にたった鳥とり肌はだ、どう責任とってくれる!?

　これ以上黙だまってると、マジでヒロインにされてしまう。

　食しよく欲よくをしっかり満たし、締しめのコーヒーまで飲み終えたところで、おれはコホンと咳せきばらいをした。

　いきなり意識が入れ替かわったとか説明しても信じてもらえない可能性が高いけど、まずは事の顚てん末まつを、正直に打ち明けてみよう。おれは煌の許婚でも、ひろの姉貴でもない──男なんだ！

「あのな、煌、ひろ……」

　意を決して口を開きかけた時だった。

　カタン、と空間に走る小さな震しん動どうと、違い和わ感。

　なんだ？　と思うと同時に、ガタガタ……と小刻みにテーブルが揺ゆれ動き、食器もガチャガチャと鳴り始める。電気のひもが大きく振れる。

　地じ震しんだ。しかも、けっこうでかい！

　ヒヤッとしたが、揺れはすぐに収まった。ただし、食器はいくつか落下して割れてしまったし、本ほん棚だなからは隙すき間まのあった段の本や漫まん画がが落下している。

「最近本当に多いよね、地震」

　ため息とともに、ひろが漏もらした。

「地震だけじゃなく、突とつ然ぜんの豪ごう雨うや竜たつ巻まきの発生、春になったと思ったのに東京にまでドカ雪が降ったり、何日も霧きりの日が続いたり……やっぱりあの予言、当たっちゃうのかなあ」

　予言？　と目を白黒させるおれをよそに、煌も破損したガラスを始末しながら、「んー……」と答えあぐねる様に苦く笑しようを返す。

「確かにこんだけ異常気象が続くとな。政府もとうとう異分子探しに乗り出したんだろ。不ふ審しん者を見かけたら通報しろって広告でたし」

　異分子？　通報？

「えーと、予言……て？」

「あれだよ、スキトキメトスの大予言。『二○ＸＸ年、異界からの侵しん入にゆう者しやが目覚め、世界を破は滅めつに導く』って……そのあまりに巨きよ大だいな力の影えい響きようで、覚かく醒せいの前後から天変地異が連発するとか言われてる」

「そんなことあるわけないじゃんって思ってたけど、だんだん怖こわくなってきたよ……こんな時子どもをほっぽって行っちゃううちのとーちゃん達、ひどくない？」

「あの人たちはどんな時も研究第一みたいだよな……」

　傍かたわらで交かわされる会話を、よくある終末論だと一笑することはできなかった。

　だって……おれじゃね？

　まさかとは思うけど、このタイミングで異界からの侵入者って、おれのことじゃねーの？

　でも世界を破滅に導くとか、ヒロインだと思いきやまさかのラスボス設定!?　ないから！　そんなつもりは毛頭ないから！

　──だけど、例えばおれが次元を飛び越こえた影響でこの世界のシステムが狂くるってしまってるのだとしたら、どうしたらいいんだろう？

　いや、予言が示してるのがおれのことじゃなくても、異界人だとバレたら、おれのせいにされるかもしれない。その場合はどうなるんだろう？

　強制排はい除じよ？　最悪、問答無用で即そく処しよ刑けいとか。穏おん便びんコースでも、研究施し設せつに送られて、貴重なサンプルとして色んな人体実験されちゃったり？

　ぎゃあああ、こわい！　超ちようこわい！

「そういえば和希、何か言いかけてたよな？」

「あ……なんだったっけ。忘れたから、もう、いい……」

　引きつった笑みで答えながら、おれはひっそりと決意を固める。

　もうしばらくは正体を隠して、様子を見ることにしよう、と。




　　　　[image: ]




　翌朝。ひよこ形目覚ましの音で目覚める。

　一夜明けたらやっぱり何もかもが夢だった……なんて展開を全力で期待していただけに、気の重い一日の始まりだった。

　おれは元の世界に帰る方法が見つかるまで、羽鳥和希という『女の子』として、この世界で生きていかなければならないらしい。

　おれが原因であちこちに異常現象を引き起こしてるのなら申し訳ないが、極力早く立ち去る所存なので！　迷めい惑わくをおかけしてる皆みなさん、もしいたとしてもどうか勘かん弁べんして下さい──。

　というわけで、なるたけ自分の裸はだかを見ないように意識しながら（←もろ見るとまた鼻血噴ふくから）今日から通うことになっている私立美楠学園の制服を身にまとう。

　白いシャツに黒のブレザー、赤いリボン。すそに黒レースののぞく膝上丈のチェックのプリーツスカートにワンポイント入りの黒のハイソックス……高そうな生き地じのお嬢じよ様うさまっぽい制服の通り、美楠は全国でも有名ななかなかの名門校らしい。

『和希』は憧あこがれのこの制服が着たい一心で、賢かしこい幼おさな馴な染じみに教えてもらいながら必死で受験勉強して、今春めでたく入学を勝ち取ったのだ……と昨夜の夕食の席で、ひろが話していた。

「おはよう。お、制服、似合うじゃん」

　洗顔や歯は磨みがきを終えて階下に降りていくと、なんとなく軍服っぽいカチッとした黒のブレザーに赤のネクタイ、ブレザーと同色のボトムという男子の制服姿の煌が出迎えた。こいつも今日から美楠に入学するらしい。

　なんでもない口調で言ってのける。

「可愛かわいい」

「朝から気が滅め入いるようなこと言うな、頼たのむから」

　げんなりしつつ、食しよく卓たくについて、用意された朝食に手を伸のばした。

　──やっぱ、美う味まい。ただのスクランブルエッグと野菜スープなのに、卵は絶ぜつ妙みようのふわとろだし、スープも香こう味み豊かでこくがある。

　サクサクのバタートースト。甘いのに深みがあるホットカフェオレ。

　思わず顔をほころばせてがっついていたら、ふと、煌の視線に気づいた。

「な、なんだよ？」

「いや……おまえって、すげー幸せそうに食べるよな。作る甲か斐いがあるというか」

「そうかぁ？　でもこれ、マジで美味いもん」

　朝からイケメンの給きゆう仕じで絶品料理……もしおれが女だったら、気分は極ごく楽らくだったに違ちがいない。姉貴ならきっと「今なら死ねる」とかコメントして──そうだ、姉ちゃん！

　伽羅燃岳の噴ふん火か直後の記き憶おくが間ま違ちがいなければ、きっと姉貴もおれと同様、二次元にとばされたんじゃないだろうか。

　トリップ先がこことはまた違う世界である可能性もあるけれど、もしここに来てるのだとしたら、見つけ出して一いつ緒しよに帰らなきゃならない。

　姉貴なら、ここがいったいなんの作品世界なのかも知ってるかもしれないし、元の世界に帰る方法にも心当たりがあるかもしれない。彼女を捜さがすことが、今のおれの最重要事じ項こうだろう。周りに怪あやしまれないように『和希』の生活を営みつつ……。

「おい、和希。そろそろ行かねーと遅ち刻こくだぞ？　ほら、これ弁当」

　煌の言葉にハッと我に返った。時計を見てもピンとこないが、煌に置いていかれたら道が分からない。

　ひろはもう早々に小学校に行ったらしい。

　おれは渡わたされたお弁当をあわててしまい、入学祝いに買ってもらったばかりだというケータイを手に取って……ふと、首を傾かしげた。

　ケータイにつけられたウサギのマスコットに、見覚えがあるような気がしたのだ。

　えっと、どこで見たんだっけ……と眉まゆ根ねを寄せた時。

　ピンポーン。インターフォンの音。




　ドアを開けると──これまた煌に勝まさるとも劣おとらない超イケメンが。




　煌が目に入った瞬しゆん間かんパッと華はなやぐ太陽なら、こっちのイメージは静せい謐ひつな氷。凜りんとして、すっと背筋が伸びて、いかにもデキる男って感じ。

　理知的な光を宿す瞳ひとみ、通った鼻び梁りよう、滑なめらかな肌はだ……あまりにも整いすぎてて、無機的な印象さえ覚えるくらいだ。煌と同じ制服を着ているってことは、こいつも美楠生ということか。

「和希、準備はできたか……？」

　低めの、ちょっとだけ鼻にかかったようなイケボでそう言った男は、そこで、かすかに目を見張った。視線は、おれの後ろで同じく家を出ようと準備をしていた煌に注がれている。

「あれ、和希、おまえ、彼氏いたんだ？」

　トン、とつま先を床ゆかに叩たたいて靴くつを履はきながら尋たずねた煌に、新登場のクール系男子が淡たん々たんと答えた。

「単なる幼馴染の隣りん人じんだ。真さな田だ悠ゆう斗と。弥生やよいさんに頼まれて、こいつを迎むかえに来た」

　こいつ、のところで、おれを顎あごで指す悠斗。弥生ってのは、『和希』の母親の名前。

「そっちは？」

「俺は、金城煌。しばらくこの家で暮らすことになった。よろしくな」

「この家で暮らす……？　なんでまた」

　悠斗が眉まゆをひそめるや、煌の瞳が悪いた戯ずらっぽい光を宿す。あ、嫌いやな予感。

　瞬間、おれの肩かたをぐっと抱だき寄せ、煌が言い放った。

「結けつ婚こんすることになったから」

「……って誰だれと誰が！　絶対しねーよ、ありえねえ」

「いいや。おまえは絶対、俺に惚ほれる」

「アホかあっ！」

　なにを根こん拠きよにか自信満々に断言する煌と、真っ赤になって抗こう議ぎするおれ。

　一方、悠斗はそんなおれ達の騒さわぎにも全く表情を動かすことなく、「とりあえず」といたって冷静に言葉を継ついだ。

「詳くわしい話は、登校がてら聞かせてもらおう。このままだと、遅刻になる」







　捻ねん挫ざは一日寝ねたらだいぶ回復していた。少しだけ足をひきずって歩を進めながら、親同士の決めた許婚いいなずけなのだと説明すると、悠斗はそうか、とうなずいた。

「って、反応そんだけ!?」

　まさかそんなにあっさり納なつ得とくされるとは思わなかったので、ついついツッコんでしまった。クールすぎ。

「婚こん姻いんは、両性の合意のみに基もとづいて成立する。当人の意思が伴ともなわない婚約なんて、今の時代で拘こう束そく力はない」

「だ、だよな！」

　冷静なコメントに胸をなでおろすと、煌がひょいと肩をすくめる。

「『弥生さんに頼まれた』ってのは、どういうことだ？」

　煌の質問に、悠斗が小さくため息を漏もらした。

「和希は極度の方向音おん痴ちの上、注意力散さん漫まんでそそっかしく、おまけに重じゆう症しようのお人ひと好よしでトラブに巻き込まれやすい性質でな。あまりに危なっかしいから中学の時も登下校はずっと付き添そってきたんだが……高校でもまだ不安だ、せめて朝だけでもいいからどうしてもついてやってほしいと泣きつかれたんだ」

　そ、そんなダメな奴やつなのか、『和希』……（汗）

「ふーん。そりゃあまた、面めん倒どうの見み甲が斐いがあるな」

　楽しげに口笛を吹ふく煌。いや、感心するとこじゃないし。

「どうせ同じ通学路だしな。こいつが世話の焼けるのは昔からだと、諦あきらめた」

「……昔から、ね。でも、次からは俺が一緒にいくから、大だい丈じよう夫ぶだぜ？」

　ピシリ。

　……な、なんだ、今の空気が凍こおるような気配は!?

　ギョッとして二人を交こう互ごに見上げたが（こいつらムカつくくらい背が高いんだ）、なにやら不敵な笑えみを浮かべる煌に対し、悠斗は相変わらず無表情のポーカーフェイス。

　気のせいか？　気のせいだ、と、思いたい……。

「そうもいかない。少なくとも一年の間はついていてやってくれと言われている。面倒ではあるが、約束は約束。勝手に反ほ故ごにするわけにもいかない」

「律りち儀ぎなことで」

　バス停に到とう着ちやく。なんとなく一刻も早くこの場を逃のがれたかったおれは、ちょうど目的のバスがきていたのをこれ幸いにと、早々に乗り込んだ。







　おれは１─Ａで、悠斗と同じクラスだった。煌はＥ組だったので、教室前で別れる。

『羽鳥』というプレートのおかれた窓まど際ぎわの席に腰こしかけると、「ねえねえ」と前の席の、セミロングのパーマヘアの、活発そうな女子が振ふり返った。

「あなた、何者？」

　唐とう突とつな質問に、ギクリと身が強こわ張ばる。おれ、なんか怪しまれるようなことしちゃった!?

「羽鳥和希……だけど。なに、いきなり？」

　少女は「だってさ」と離はなれた席に着いた悠斗に一度ちらりと視線を送ってから、やや声量を落として言葉を継いだ。

「窓から見てたら、いい男二人も侍はべらせて登校してるじゃん。しかも今年入学のあれだけのイケメンとなると、たぶん彼ら、『真田悠斗』と『金城煌』でしょ？」

「あいつらの名前は確かに悠斗と煌だけど……」

　おまえこそ何者だ、と怪け訝げんそうなおれの表情に気づき、「ああ、ごめん」と少女は苦く笑しようして、ワインレッドの眼鏡のフレームをくいと押し上げた。

「自己紹しよう介かいまだだった。私は木き鹿じかかんな。報道部に入りたくて、春休みの間から部室に顔出してたから、彼らの噂うわさは耳にしててね～。ホラ、特に優ゆう秀しゆうな生徒だけ入学金も授業料もその他もろもろ全額免めん除じよっていう、この学校の太っ腹な奨しよう学がく金きん制度。あれに通った二人でしょ？」

　へー、そーなんだ。

「試験が難しすぎてもう二十年も誰も通ってなかったそれを今年は二人も通過して、しかもどっちも芸能人でもそうそういないような美形だってんで、この学園じゃすでに知る人ぞ知る有名人。それを両手に花で登校したあなたはいったい何者か、と、好こう奇き心しんに駆かられたわけ！」

　これまた懇こん切せつ丁てい寧ねいに教えてくれる。便利なキャラだな。

「そう言われてもな～……とりあえず、おれは凡ぼん人じんだよ。悠斗は単なる幼おさな馴な染じみだし、煌は……」

　許婚だ、なんて言ったらもうネタにして下さいとまな板の上に身を投げ出すようなものだよな。けどこいつ、情報早そうだし、すぐバレそうなことだけは、あらかじめ口止めしてる方がいいかも……そう考えて、おれは慎しん重ちように切り出した。

「これは絶対誰にも秘密にしてほしいんだけど、その……実はあいつ、煌、昨日からおれの家に住んでんだよ」

「っ……!?」

　叫さけび声が飛び出そうになった口を、あわてて自分の両手でふさぐかんな。目をパチパチさせて、ビックリ仰ぎよう天てん、て感じだったけど、おもむろに興味津しん々しんの顔つきに変わっていく。

「何それ何それ、どういうこと!?」

「えと、なんか親同士が仲良いみたいで。で、うちの両親、一昨日おとといから海外行っちゃったんだけど、その間おれと弟だけじゃ危険だからって、用心棒としてうちで暮らすように親おや父じが勝手に向こうと約束したらしくてさ……」

「うっわー、とんでもないスクープゲット！　『噂の奨学生、同どう棲せい中!?』」

「待て待て待て！　言っただろ？　内ない緒しよにしてくれって」

　焦あせって制すると、かんなは渋しぶ々しぶといった様子で頷うなずいた。ホッ、悪い奴ではなさそうだ。

「それに、『同棲』とか誤解を招く表現すんなよ……はあ、マジで最低」

「何が最低よ？　イケメンの幼馴染に同居人とか、贅ぜい沢たく者！　私と代われ！」

　かんなは羨うらやましそうな声を上げたけど、おれだってできるなら代わってほしいって！







　入学式が終わると、早さつ速そく授業がスタート。初日から、六時間目までみっちりあるらしい。

　ふと眺ながめた窓の外では、どっかのクラスが体育でサッカーをやっていた。

　やたら足が速くて運動神経のいい奴がいる、と注目してみたら、煌だった。すごいドリブルテクニックですいすいと他の生徒たちを抜ぬいて、鮮あざやかにゴール。

　スポーツまで万ばん能のうとか、チートすぎるだろ……と呆あきれつつも、見事な身体能力についつい目を奪うばわれていたら、いきなり頭に何かが飛んできた。

「いてっ！」

「こら、羽鳥！　どこを見とる！」

　中年の数学教師の怒ど声せいを浴びつつ、机に落ちた飛行物体を確かく認にんして、思わず目をむいた。




　チョークだ！　おれ、チョークを投げつけられた！




　滅め茶ちや苦く茶ちやありがちだけど現実世界ではそうそうないベタな教師の必ひつ殺さつ技わざ、『チョーク投げ』を実体験してしまった……！

　感動に打ち震ふるえるおれにはお構いなしで、教師はいかめしい顔で命じる。

「授業中によそ見とは、ずいぶん余よ裕ゆうじゃないか。なら、この問題を解いてみろ。私の授業など聞かなくても簡単だから、上の空なんだろう？」

　イヤミな教師だな。ああクソ、分かったよ、解いてやればいいんだろ……と黒板をみて、固まった。

　難しすぎるだろ!?

　そーいや名門校つってたっけ……授業内容も高度なわけね。やべー。

　……なーんて焦ったのは、でも一いつ瞬しゆんのこと。だって、先ほど行われた席せき替がえで隣となりになったのは、学年トップの成績を誇ほこる秀しゆう才さい、真田悠斗。そしてここは二次元世界……ときたら、こっそり答えを教えてくれるに決まっている。

　ほれ、早くノートなり答えを書いた紙切れなりをプリーズ！　小さな声で教えてくれるのもアリだぜ!?

　じりじりと右側の悠斗のアクションを待つが、クラスメートたちの視線がおれに集中する中、こいつは一人我関せずといった具合で、教科書のずいぶん先のページをめくって自発的な予習を進めている。

　オイオイ、なにその突つき放した反応！　幼馴染が困ってるんだぞ～？

「どうした、解けないのか？　もういい、座れ。そんなことだろうと思ったんだ。まったく、補欠入学のくせにいい気になるから……」

「先生」

　いたたまれない気持ちで着席し、あからさまな侮ぶ辱じよくに頰ほおが紅潮するのを感じた瞬しゆん間かん、凜りんとした声が教室に響ひびいた。

「その一番左の例題ですが。下から三行目の方程式に誤りがあります」

　事実を事実としてだけ述べるような、静かな悠斗の指し摘てきに、教師は目を白黒させて訂てい正せいにとりかかる。結果として、おれはそれ以上の糾きゆう弾だんを免まぬかれた形になったわけだけど──。







「助けてくれるなら、もっと早く助けてほしかったぜ」

　休み時間。ちょっと恨うらみがましくそういったおれに、悠斗は「甘えるな」と切り捨てた。

「よそ見をしてるおまえが悪い」

「まあ、そりゃ、そうだけど……」

　ちゃんと聞いてても、あんな問題は解けないぞ、たぶん。

　情けない気持ちで肩かたを落としたら、少しだけ顔を曇くもらせて、悠斗が聞いてきた。

「授業についていけないのか？」

「ああ。やばい。全然わかんねえ」

　そういや、必死で勉強して滑すべり込み合格って話だったしな。もともと勉強は苦手だけど、どうせ別人になるなら賢かしこく生まれたかったぜ。トホホ。

「……俺はまた剣けん道どう部に入部するつもりだが。放課後、部活開始までの三十分くらいなら時間がとれる。もしくは週末だな。教えてやるから、あきらめるな」

　そんな言葉にハッと顔を上げると、真しん摯しな瞳ひとみとぶつかった。でも、目が合うや、フイとそっぽを向いてしまう悠斗。

「さんきゅ。助かる」

　おれが両手を合わせて拝むと、悠斗はうなずいて、素っ気なく言った。

「難しくても、ちゃんと授業はきいとけよ、馬ば鹿か」
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　昼休み。天気がいいから、とかんなに誘さそわれて外でお弁当を食べた流れで、そのままふらりと一人学校探検に繰くり出した。

　美楠の校舎は大正時代の洋館風の赤レンガ建築で、趣おもむきあふれる佇たたずまい。なかなかグッとくる。

　広い敷地は花と緑であふれ、窓やステンドグラス、石いし畳だたみ、中庭に設しつらえられた東あずま屋やなど、どれを見ても洒落しやれていて、同時に伝統に培つちかわれた落ち着きを感じる。

　ちょっとハイソで由ゆい緒しよ正しき私立高って印象だ。

　あまり人ひと気けのない校舎裏にも、足を延ばす。

　理科実験室、家庭科実習室、音楽室……特別教室が並ぶ一角に差し掛かかった時、流れるような旋せん律りつが鼓こ膜まくをくすぐった。

　繊せん細さいなピアノで奏かなでられていたのは、とても有名な讃さん美び歌か。これまでにたくさんの歌手がカバーして歌い継ついできた、名曲だ。

　母親が好きで、ガキの頃ころからよく聴きいていた楽曲でもあった。清らかで、切なくて、どこか懐なつかしくて、メロディを聴いただけで胸をギュッと握にぎられたみたいになる。

　いつのまにか、おれはその歌を口ずさんでいた。

　そして、驚おどろく。

　すげ、『和希』……超ちよういい声。

　淀よどみなく響く優やさしい音色のピアノ伴ばん奏そうも、心ここ地ちよい。

　ついつい、一番をまるまる歌いきってしまった。って、口ずさむだけのはずが、これじゃ熱唱じゃん。学校で何やってんだよ。恥はずかしい！

「はあ……」

　ほのかに火ほ照てった頰を押さえ、ため息をついた時。

　パチパチパチ……。拍はく手しゆをしながら、音楽室の窓のところに、すらりと均整のとれた影かげが現れた。その第一印象は──『王子様』。

　ゆっくりと歩み寄り、窓まど枠わくに手を添そえる、ただそれだけの動作も洗練されて気品がある。

　さらりと揺ゆれるミルクティー色の髪かみ。色白の肌はだ、甘いマスクに柔にゆう和わな微笑ほほえみを浮うかべた彼は、まるで少女たちが夢見るおとぎ話の王子様像をそのまま具現化したかのようだった。

　そして王子は、優ゆう雅がな仕草で長めの前髪をかきあげると、こうのたまった。




「見つけた──僕のナイチンゲール」




　頭のほうも王子だ──！

「ナイチンゲール……って、看護婦？　なんで？」

　頰をひきつらせながらも疑問を口にしたおれに、王子（もうこれをあだ名にしよう）はクス、と息を漏もらす。

「そっちじゃなくてね。西洋のウグイス、とも言われる鳴き声の美しい鳥の名前。びっくりしたよ。ピアノで遊んでいたらいきなり──天使が舞まい降りてきたんだから」

　キラキラキラ……。台詞せりふとともに、王子の周囲に謎なぞの光が飛び交かった。

　なんだ!?　目の錯さつ覚かくか!?

「僕は、２─Ｃの北きた王おう子じ碧みどり。別にあやしいものではないよ──羽鳥和希さん」

「ってなんでおれの名前知ってんだよ!?　めちゃめちゃあやしいだろ!?」

「実は、君の幼おさな馴な染じみの真田悠斗くんをスカウトしようと思っていてね。調査してるうちに、彼の親しい人物として自然と情報が入ってきたんだ」

「スカウト……？」

　首をかしげるおれに、そう、とうなずく王子。

「そして今、君のことも欲しくなった。羽鳥さん、バンドに興味はない？」

　──バンド!?　いきなり何を言いだすんだこの男は。

「こういうと見境なく勧かん誘ゆうしているように思われるかもしれないけど、けっしてそんなことはない。真田くんは彼のベース歴七年という事実を踏ふまえてのことだし、今は……才能を直じかに体感したからだ。ぜひ君に、僕らのバンドのボーカルとして歌って欲しい」

　なるほど……確かにこの『和希』の美声は半はん端ぱない。ボーカリストとしては魅み力りよく的てきだろう。

「だが断る」

　──仁に王おう立だちしてそう返そうとしたのだが、口を開いた瞬間に掃そう除じ時間の開始を告げる予よ鈴れいが鳴り響き、完全にタイミングを潰つぶされてしまった。

「すぐには決められないかな。でも、考えておいてね」

　甘く爽さわやかな声こわ音ねでそう言い残し、王子はその場を軽かろやかに立ち去った。







　その日最後の科目は体育で、ソフトボールだった。

　捻ねん挫ざ中だけど、代打でならとバッターボックスに立ったおれは、たまりにたまった鬱うつ憤ぷんを晴らすように思いっきりバットを振り切り、球はクリティカルヒットして場外ホームラン。

　このパターンは、と冷や汗をかいたのもつかの間、案の定、渋しぶい顔をした教師に呼び出しを食くらう。

　おれの飛ばした球は、理事長室の高価な花か瓶びんにもクリティカルヒットしたのだった。あーあ、やっぱりな。

「どうしてくれるんだ！　今は理事長はお留守だが、この花瓶は二十万円の代しろ物ものだという話だぞ」

「……意外と安かった」

「なに!?」

「いえいえなんでも！」

　ウン千万円、とか下手へたしたら億単位かも、なんて思ってたから、ついぽろっと漏らしてしまったが、二十万円だって十分大金だ。てか、妙みようにリアルで嫌いやだ。

　でもさ、そんな貴重品を学校に置いておく方が悪いと思う……。

　窓の外でカラスの鳴き声が聞こえだす頃。

　とりあえずまた後日ご両親と相談をさせてもらう、という方向でようやくその場はおさまり、教室に戻もどるともうとっくにホームルームも終わっていて、中にいたのは悠斗一人。

　夕日の差すオレンジ色の教室で、静かに本に没ぼつ頭とうする美形の姿は、一枚絵のように様さまになっている。

　おれの足音が近づくとパタリと表紙を閉じ、真顔で見つめてきた。表情に乏とぼしい奴やつ。

「花瓶、二十万だって。はあ～どうやって工面しよう」

　自分の机に突つっ伏ぷして大きくため息をついたら、

「二十万円ほしいの？」

　教室の入り口から、落ち着いた甘い美声。

　顔を上げると、例の王子が戸口に手をかけて微笑みを浮かべていた。

　いつのまに。そして情報早すぎだろ、王子……。

「ほしい」

　正直に答えると、さらに笑えみを深くして歩み寄ってくる王子。

　おれの席の前に長い脚あしを組んで腰こしかけると、手に持っていたプリントをひらりとかざして見せた。

　軽音甲こう子し園えん。優勝賞金……二十万円。

「君が歌ってくれれば、いける気がするんだ」

　さりげなく、けれど熱を帯びた声で囁ささやく王子に、おれは観念して、コクリとうなずく。

「やる」

　こうやっておぜん立てされてんだ、おそらく『和希』がバンドを始めることはこのストーリーの必然の流れなんだろう。下手に逆らって、おれの異質性があぶり出されるのはこわかった。

『和希』はおそらくヒロインキャラで、正直嫌いやで仕方ないけど、ラスボスになって排はい除じよされるよりはたぶん遥はるかに安全だ。

　男と恋れん愛あいするような展開はお断りだが、大局には身をゆだねる方針でいこう、うん。

「あとはベースさえいれば、メンバーがそろうんだけど……」

「…………」

　おれと王子、二人からじっと見つめられ、頰ほおをヒク、と引きつらせる悠斗。

「……なぜ、俺を見る」

「だっておまえ、ベース歴七年だろ!?」

「お父さんが元ベーシストで、君自身、相当のスキルがあると聞いてるよ」

「俺は剣けん道どう部が……」

「別に毎日全員で合わせる必要はないよ？」

「ああ、休みの日だけでいいから！　勉強はできるだけ自分でがんばるし、頼たのむ！」

　拝おがみ倒たおして、恐おそる恐る仰あおぎ見ると、腕うで組ぐみして渋じゆう面めんを作っていた悠斗が、重い嘆たん息そくをもらした。不承不承、といった様子で。

「……協力は、できる範はん囲い内でだぞ」







　その日はそのままお開き、ということになって、帰宅。

　なんとか学校生活第一日目は乗り切った。おれの言動とか、絶対女にしては違い和わ感かんありありだと思うんだけど、誰だれもツッコんでこないのはヒロイン補正だろうか。助かるけどな。

　疲つかれた～とソファにダイブしたところ、見えない埃ほこりでも舞ったのだろうか、鼻がむずっとして……

「ハックション！」

　大きなくしゃみが出た。瞬しゆん間かん、ボン、と耳の中で何かが破は裂れつしたような奇き妙みような音が響ひびく。

　なんだ、今の？

　見回してみたが、特になんの変化も発見できず、とりあえず手を洗おうと洗面所に向かった先で──うおおおお!?　と奇き声せいをあげてしまった。

　目の前の鏡には、セーラー服姿のおれが目を見開いて映っていた。




　本来の、男の姿で。




　も……戻った──！　やったぜ！　やっぱ男が一番だ！

　思わずガッツポーズを決めたおれだけど、「ただいまー」と玄げん関かんから煌の声がして、ギクゥッと一気に身が強こわ張ばった。

　戻ったはいいが、セーラー服姿で他人の家に上がり込んだ謎なぞの男というこの状じよう況きようは、傍はたから見たら変質者でしかない。この世界では女の『和希』として過ごそうと決めたばっかなのに！

　どうしようどうしようと焦あせってるうちに、煌がこちらに近づいてきて、ガッとドアの取っ手が回される。

「駄だ目め！　今、着き替がえ中！」

　せいいっぱい高い声で叫さけぶと、「あ、悪い」と返事があり、離はなれていく気配。

　すぐさまカギをかけて、ふうーっと安あん堵どの息をつく。

　いや、まだ危機は去ってない。なんとかここから逃にげ出さなきゃだけど、洗面所の窓は格こう子しがかかってるし、浴室の窓も同様だ。

　煌はまだすぐそこのダイニングで待機してそうだし、袋ふくろのネズミ状態だ。

　そもそも、どうして男に戻れたんだろう？

　考えられるきっかけは、あの「ボン」という音だけど、それはくしゃみの直後に聞こえた。ということは……。

　窓前のスペースに飾かざられた花瓶には、野花と一いつ緒しよに猫ねこじゃらしが生けられていた。そのうちの一本を抜ぬき出し、ちょっと間ま抜ぬけだが、自分の鼻先で揺ゆらす。

「ハクション！」

　ボン、と再びあの音がして、鏡を確かく認にんすると、女の姿に逆戻り。おお、すげー！

「お待たせー。帰り、遅おそかったな。なんか部活でも入ったのか？」

　着替え中と言いつつ制服のままなのをツッコまれたくなくて、話題を振ると、「うんにゃ」と首を振る煌。

「ちょっと寄り道してきただけ。和希は帰宅部？」

「──だったけど、明日から軽音楽部に入ることになった」

「へえ？」

　二十万円の花瓶と北王子碧のことを話すと、煌は苦く笑しようとともに大きなため息を漏もらした。

「そりゃ災難だったな……で、バンドのあと一人のメンバーとは明日の昼休みに初顔合わせ、か。いい奴だといいな」

　思いっきり他人ひと事ごとのようなこの台詞せりふに、ちょっと意表を突かれる。

　こいつもてっきりバンドの一員になるもんだと思ってたけど、違ちがうのか？

「ん？　どうした、不思議そうな顔して」

「いや、おまえはなにか楽器弾ひけたりしないの？」

「楽器？　全っ然」

　きょとんとした顔で全否定される。むむ？







　自室に戻ってから色々試ためしてみた結果、やはりくしゃみで性別が入れ替かわることが確定した。

　また、男になっても、きっちり一時間たつと、くしゃみをしなくても女に戻る仕組みも新たに判明。

　なんでこんな妙みような体質になっているのか知らねーけど、これはちょっとした爆ばく弾だんだよな……くしゃみで性せい転てん換かんとか、あからさまに異分子だろ。

　処しよ刑けい、矯きよう正せい施し設せつ、実験体……脳のう裏りに次々と浮うかぶ物ぶつ騒そうなイメージにずーんと落ち込みかけて、必死で追い払はらう。

　──とにかく、うかつに変身しないよう気を付けねば。

　どーでもいいけど、胡こ椒しようの吸いすぎとくしゃみのしすぎで、鼻と咽喉のどが痛い……。
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　料理担当は煌だが、皿洗いはおれとひろの受け持ち。

　──それにしても、この日の夕食もうまかった。

　ちょっと懐なつかしい風味のケチャップライスを、黄金色に輝かがやくふわふわ卵で包んだオムライスのドミグラスソース添ぞえ。魚ぎよ介かいのうまみが溶とけ込んだクラムチャウダー。食事時ばかりは、この世界も悪くないと思えるんだよな。

　ぶくぶくと泡あわ立だった洗い場でガチャガチャと作業しつつ、自然と唇くちびるから零こぼれだした歌は、昼間に音楽室から流れていたメロディ。

　ヒロインの声、歌いだすとほんと澄すんでて、優やさしくて、自分でも（？）聴きき惚ほれる。

　どうしようもなく辛つらいこと、やるせないことはたくさんあるけれど、新しい日々をここから始めよう。世界には悲しみだけじゃない、美しいものでも溢あふれている──。

　楽曲の世界観にどっぷり浸ひたっていい気分で歌っていたけれど、ふと、扉とびらのところに立ちすくむ影かげに気づいて、目を見張った。

　ニヤニヤしたり、唇を尖とがらせたり……いつも生き生きして表情豊かな煌が、その時は全身の力が抜け落ちたかのように、呆ぼう然ぜんと突つっ立っていたから。

　その瞳ひとみは、おれの姿を映しながらも、同時にどこか違う世界を見つめているようで。

　そして、まるで無防備なその無表情の頰ほおに伝う、一筋の雫しずく。

「…………煌？」

　おれはビックリして、ちょっとためらった後、そっと呼びかける。途と端たんに、ハッと我に返り、手の甲こうで涙なみだをぬぐう煌。

「悪い。……シャワー、使うから」

　目を伏ふせてそれだけ言うと、リビングダイニングから続いた浴室へと姿を消す。着替えを持参していたから、最初からそのつもりだったんだろうけど。

　な、なんだよ、今の。歌に感動して、とか、そんなレベルの反応じゃあなかった。

　……だけど、シャワーから上がってくるともう煌はいつもの煌で。なんとなく蒸むし返すこともできなくて、その日はそのまま更ふけたのだった。
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　翌日の昼休み、王子から悠斗と二人で呼び出しを受けた。校舎の離れに建っている部室棟とうの一番奥が、軽音楽部らしい。

　近づくにつれて、軽快なドラムの音がかすかに耳に滑すべり込んできた。

　ドアを開いた瞬しゆん間かん──溢れ出した音の洪こう水ずいに、全身が飲み込まれる。

　息もつかせぬ怒ど濤とうの打ち込み。

　奔ほん放ぽうに飛び回ったかと思えば心ここ地ちよいリズムに引き込まれ、また弾ける。

　力強い音に体のあちこちが揺すぶられて、まるで目の前でいくつもの大きな花火が炸さく裂れつしてるみたいだった。

　なんだこれなんだこれ。体が熱い。めちゃくちゃ、ワクワクする。

　心臓がバクバクして、頰が火ほ照てる。

　ジャーン、ダダダンッと演奏を終えて、顔を上げたのは──金城煌。

　ド迫はく力りよくの演奏と、目にした光景、両方の衝しよう撃げきからぽかんと口を開けたおれの姿をとらえた途端、してやったりとばかりに、満面の笑えみ。

　悪いた戯ずらを成功させた子どもみたいな煌のその表情を眺ながめてるうちに、だんだんと状況が飲み込めて、さっきとはまったく違う理由で、かーっと体が発熱する。

　あんにゃろ……ハメやがったな！

　なーにが「楽器？　全っ然」だ！　きっとおれがバンドやることになった顚てん末まつも全部知ってた上で、飄ひよう々ひようと初めて聞いた風を装ってたに違いない。

　こんな風に、おれの度ど肝ぎもを抜きたいがために。

「紹しよう介かいするよ。金城煌。僕は以前からの知り合いなんだけど……もしかして君たちも、実はすでに面識があったりするのかな？」

「はい、まあ、ちょっとだけ」

　首をかしげる王子に、拳こぶしをプルプルさせながら頷うなずいたところ、隣となりの影が動いた。

　仏ぶつ頂ちよう面づらの、悠斗。

　朝の登校時間、ベースケースを背負う悠斗にも煌は素知らぬ顔で「バンドやるんだってな。がんばれよ」なんて声かけてたからな。一いつ杯ぱいくわされた気持ちは、おれと同じかもしれない。

　悠斗は持参した青のベースをアンプにつなぐと、煌の方を仰あおぐ。

「テンポ[image: ]で叩たたいてくれ」

　ぼそりと告げられた言葉に、煌は小さく口笛を鳴らして承しよう諾だくを示すと、アップテンポのリズムをシンプルに刻みだす。

　低音が唸うなるように空気を切り裂さいた、と思った瞬間。

　信じられないようなテクニックを駆く使しした悠斗のスラップ演奏が始まった。

　まるで早送りを見ているような、正確無比で無む駄だのない手の動き。

　こんなに速いのに、沸わき起こるグルーブ感に、鳥とり肌はだ立つ。一つ一つの音が、ビンビン来る。

　やべえ……なんだこの音。

　今まであんまりベース音だけで聞いたことなくて、なんとなく地味な印象だったけど、深いところからドクドク煽あおられる感覚というか。

　すげーカッコいい。

　こいつも、めちゃくちゃ巧うまい。

　演奏が終わってからも、まだしばらく体の中に湧わき上がったうねりの余よ韻いんが残っていた。

　思わず深々と息を吐はき出すおれ。いつの間にか、呼吸も忘れて聴き入っていたらしい。

「煌の演奏を聴いた直後にこの反応……見た目はクールだけど、かなりの対たい抗こう意識を燃やしているようだね、真田くん」

　笑みを含ふくんだ声で耳打ちされてそちらを見れば、王子がなんとも楽しげに瞳を煌きらめかせていた。
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「まさか即そつ興きようでこのレベルなんて、うわさ以上の実力だ。こんなにスムーズにバンドのメンバー全員が揃そろうなんて、運命的だと思わないかい？」

　運命、とか、形容が大げさだろう王子。

　でも、気持ちはちょっと、わかった。

　立て続けにすごい演奏を目まの当たりにして。こんなとんでもない状じよう況きようにもかかわらず、実はおれも、こいつらと一いつ緒しよにやるのもけっこう楽しいかも……なんて、思い始めていたから。

　しかしそんなほのかなやる気は、ウインクとともに放たれた王子の一言で砕くだかれた。

「これからよろしくね……和希ちゃん」

「か、和希ちゃん……って！　キモいからやめろ」

「つれないなあ。僕らのお姫ひめ様さまは」

　クス、と笑みを漏もらして人差し指と親指で顎あごをさわるような仕草をする王子。そんな謎なぞの動作も、こいつがやるとなぜか優ゆう雅がに見える。

　……うまく正体を隠かくし通せたとしても、果たしてこの世界を脱だつ出しゆつするまでにおれの精神がもつのか、それが問題だ。
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「あ……んっ、だ、だめ、これ以上は……」

「クスッ。真っ赤な顔して、可愛かわいいね。でも、まさかこれだけでもう、こんなにビチョビチョになっちゃうなんて……」

　からかうような王子に、おれは紅潮していた頰ほおをさらにカッと火ほ照てらせた。押さえつけてくる腕うでの力が、口惜しい。

「違ちがっ、こんなの、おれのカラダじゃ……！」

「恥はずかしがらなくてもいいんだよ。……最初はちょっとキツイだろうけど、我が慢まんしてね」

「やっやあっ痛っ！　……痛い痛い痛い痛い！」

「そのうち、これが気持ちよくなってくるんだよ」

「やだーっ。放せっ。このどＳ野や郎ろう─」

　涙なみだ目めで訴うつたえると、やれやれ、と吐と息いきをつきながら王子は身を離した。

「せっかく付き合ってあげてるのに、その言い草はあんまりなんじゃないかい？」

　そんなふうにぼやきながら、部室の扉とびらまで歩み寄ると、すっとそれを手前に開ける。同時に、猫ねこっ毛のくりくりした瞳ひとみの少年が倒たおれ込んできた。

　ひろ!?　もしや扉にかじりついてたのか？

「大だい丈じよう夫ぶかい？　ゴメンね、お客さんだとは思ったんだけど、まさか寄りかかっていたとは思わなくて……」

　ちょっと焦あせったような王子に手を差し伸のべられたひろは、赤く染まった仏頂面で「ども」とだけ返して立ち上がると、まじまじとおれ達二人を見比べる。

「……何、してたんだよ」

「ボイトレのためのストレッチ。おまえこそ、高校に何しにきたんだよ？」

　ひたいの汗あせが目に入ってきて、顔をしかめながら答えた。

　クソ、ちょっと体動かしただけで汗だくって、どんだけ運動オンチなんだ、この『和希』。体も異常に硬かたいし……。

「ストレッチ……」と復唱しながら、なぜか安心したように深々とため息をついていたひろは、ハッと我に返るとあわあわと両手を振ふる。

「べっべつにっ、最近いつも帰りが遅おそいからって、心配で見にきたとかじゃないんだからねっ」

　なんだ、このわかりやすいツンデレ……。

「可愛い騎士ナイトの登場だね」とクスクス笑いを零こぼしてから、王子は優雅に会え釈しやくをした。

「初めまして。僕は北王子碧。君のお姉さんとは一緒に、軽音楽部を始めたんだ。よかったら見学していってね」

　勧すすめられた椅い子すにはすぐに腰こしかけずに、ひろはグッと唇くちびるをかむと、意を決したようにまっすぐに王子を見上げた。

「あの、碧さんは、ねーちゃんの彼氏なんですか？」

　唐とう突とつなひろの質問に、おれは飲みかけていたポカリを危あやうく噴ふきだしかけた。やめてくれ、おぞましい！

　王子は少しだけ目を丸くしてから、穏おだやかな笑えみとともに答える。

「違ちがうよ。そうだったら、素す敵てきなんだろうけどね」

「おーまーえーは！　誰だれにでもそういう歯の浮うくような台詞せりふいうのやめろ！」

　耐たえ切れずについつい摑つかみかかったおれに、王子は戸と惑まどうように瞬まばたきする。

「君みたいな子と付き合えたら、幸せだろうなって気持ちは噓うそじゃないんだけど……気に障さわったのなら、謝るよ」

　心底すまなそうなその様子に、脱だつ力りよくした。

　どうやらこの王子様、悪気とか女をタラしてやろうとかそういう他意は全くなく、ごく自然にこんな恥ずかしい言葉が口に出るらしい。

　根っからのフェミニストっつーか、天然の口説き魔まっつーか。

「でもね。まだ恋れん愛あい感情かはわからないけど、君に興味があるのは、本当なんだ」

　ふわりと微笑ほほえみながらそんなことを言われ、おれはますますゲッソリしたのだった。




　──北王子碧。容よう姿し端たん麗れい、温おん厚こう博識。

　母親は学園理事長、父親は元財ざい閥ばつの北王子一族の総そう帥すいという、お坊ぼつちゃま。

　恵めぐまれた立場を鼻にかけることなく、気取った言動も不思議と嫌いや味みに感じさせない、この美楠学園でもトップレベルの知名度と女子人気を誇ほこる「学園の王子様」だ。

　まー、おれとしては「学園の奇き術じゆつ師し」と改名してもいいんじゃねーかと思う。どんな空間でも謎のキラキラを自家発電するし、朝の下げ駄た箱ばこを開けたらどーやって入ってたソレ!?　ってなくらいの大量のラブレターの山を取り出してみせるし。

　そして基本、鉄てつ壁ぺき笑顔のポーカーフェイス。根は悪い奴やつじゃなさそうなんだけど、なんとなく底知れない。

　約二週間前に軽音部に入部したおれだったが、放課後の活動は比ひ較かく的てきこいつと二人で過ごすことが多かった。悠斗は剣けん道どう部と掛かけ持ちだし、煌もバイトをやっていて忙いそがしいらしいのだ。




　おれだって正直、のんきにバンドなどやっている場合ではないと焦る気持ちはある。だけど、いろいろ考えた結果、今のおれがとれる最善の策は、練習に打ち込むことなんだ。




　それというのも、まず、現時点で一番気がかりなのは、姉貴のことだ。

　彼女は、異分子が「政府」に狙ねらわれていることを知っているだろうか？

　この世界にはなんと『国防庁』に『黙もく示し録ろく対策課』なる胡う散さん臭くさすぎる部署が存在し、国民には冷静な対応を呼びかけながらも、ガチで予言の異分子を警けい戒かいしているらしいのだ。

　大量のガセネタが集まっていると噂うわさに聞く以外には、その組織の具体的な活動内容や捜そう査さ状じよう況きようは全く公開されていないのがなんとも不気味で、不安も煽あおられた。

　一刻も早く姉貴に接せつ触しよくしたいが、警察に頼ることはできず、とりあえず捜さがし人のポスターを貼はったり、近所の聞き込みなどを続けているけれど、かんばしい効果は得られていない。

　そもそも、姉貴もおれと同じように姿かたちが別人になってしまっているかもしれないわけで、そうだとすれば捜そう索さくはますます困難を極きわめるだろう。

　同時に、元の世界に戻もどる方法を探さねばだが、こちらも現段階では全く見当もつかない。

　思いつくのは、来たときと同じような火山の噴ふん火かが起こる事だが、この世界には『伽羅燃岳』という火山は存在しないらしい。

　はっきり言って、おれはまだこの世界が具体的にどんなものか、さっぱりわかっていない。『和希』が住んでいるのは東京で、地理や文化や常識は、基本的におれのいた世界とほとんど変わらないっぽいから、現代日本のパラレルワールドだろうと予想しているが……テレビでもおれの知ってるものと同じ番組が放送されていたりして、これほどベタな設定や展開に溢あふれていなければ、ここが二次元だというのも忘れてしまいそうなほど「現実」そっくりだ。

　姉貴ならこの世界の元になる作品を知っているかもしれないし、二人で考えれば抜ぬけ出す方法も見つけられるかもしれない。

　とにかく、まずは無事を信じて、姉貴と合流することが目標だ。

　そこでひらめいたのが、このバンドを利用することだった。

　煌も悠斗も王子も、実力は相当なものだし、ルックスだって文句なし。更さらに王子が作ったという楽曲が、これまた聴きいてビックリのハイレベル！　とくれば、ボーカルのおれがヘボでなければきっと有名になれるし、バンドが有名になればおれの名前も自然に広めることができる。

　姉貴は生きつ粋すいのイケメンフリーク。高性能のイケメンセンサーで一いつ般ぱん人じんより早くこいつらの存在を見み出いだして、同時におれに気づく可能性は高い！　たぶん。きっと。そうであってくれ……。

　──ということで、話題の新生バンドとなるべく、日夜練習に励はげむことを決意したのだった。
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　その週の金曜は、球技大会だった。

「金城君のバスケみた？　あの距きよ離りからのダンク！　ドリブル速いしフェイクもすごいし、信じらんない運動神経と反射神経！　ちょーうカッコいいんだけど！」

「真田君もサッカー、かなり上手うまいよね。どんなときも平常心で、三百六十度に目があるんじゃないかってくらい絶ぜつ妙みようのパスの連発。うちのクラスのメンバー貧弱かと思ってたけど、彼のおかげで優勝しちゃったりして」

「なんと言っても王子先せん輩ぱいのテニスでしょ！　あんなに激しく動いてるのに、どんなプレイも優ゆう雅がにみえるし、真しん剣けんなお顔つきでもやっぱりどこか余よ裕ゆうがあって……飛び散る汗も眩まぶしくて、ミントの香かおりが漂ただよってきそうだわ」

　イケメン君たちがそれぞれにご活かつ躍やくなさってるらしきことが、周囲の女子たちのキャピキャピした会話から聞こえてくる。けどミントの香りの汗って、体組織おかしいだろソレ。

「和希、次のサッカー、でるんだよね？」

「ああ、おれ、サッカーはわりと得意だし。男女でクラスＷ優勝狙ってやる」

　がぜん燃えるおれに、かんなが「気を付けて」と声をひそめた。

「相手のクラスの女子、王子先輩の熱ねつ狂きよう的てきファンが何人かいるから。通つう称しよう『王子様親衛隊』。和希が王子先輩とバンドを始めたって聞いて、嫉しつ妬とに狂くるってるらしいから……なんか仕し掛かけてくるかも」

　親衛隊キター。

　そして、かんなの忠告は当たり、おれは試合中、審しん判ぱんの隙すきに乗じては髪かみを引っ張られたり足を踏ふまれたり引っかかれたり、相手チームから何度も執しつ拗ような嫌いやがらせ行こう為いを受ける。

「……痛つぅっ……」

　派手に転てん倒とうし、すりむいたひざ小こ僧ぞうを押さえるおれを、縦ロールのいかにも意地悪そうな目つきをした女子が薄うす笑わらいで見下ろした。

「あ～ら、ずいぶんと鈍どんくさいこと。何もないところで転ぶなんて、ダッサーい」

「おまえが足をひっかけたんだろ!?」

　カッとして喰くいかかったところ、周囲の女子たちが声こわ高だかにさわぎ始める。

「言いがかりは止よしていただける？」

「そうよそうよ、薫かおる子こさんは何もしてなかったわよ」

「薫子さんがお美しいからって、ひがまないでちょうだい」

　うーん、こういう役って可か哀わい想そうだよな……。誰からも愛されない完全なザコキャラ。

　近寄ってきた審判の指示で、おれは試合をぬけて保健室にいくことになった。

「和希、大だい丈じよう夫ぶ？　ゴメン、私、もうバスケの試合行かなきゃいけなくて」

「ああ、こんくらい、一人で平気だって。がんばれよ」

　申し訳なさそうに体育館に走っていくかんなを見送って、ふと隣となりのコートに目をやったら、悠斗がじっとこっちを見ていた。

「バカ！　試合中だろ！　集中しろー」

　大声で叱しかってやると、うなずきを返して、ボールへと駆かけ出す。あいつらしくないやけに好戦的なプレイで強ごう引いんに球を奪うばって、そのままキラーシュートを放った。

「ナイシュー！」

　やった！　決勝点！

　とんでもない状況下とはいえ、こういう勝負事ではつい熱くなってしまうおれ。単純だってよく姉貴にはバカにされるけど、性格だから仕方ない。

「いいぞ悠斗ー！」

　ハイテンションの声せい援えんを送ってから、よたよたと治ち療りようへと向かった。







　こういうシチュだとまた誰だれか手当てにくんのかな～と戦せん々せん恐きよう々きようと構えていたが、保健室にはちゃんと保健の先生がいた。順番待ちで時間を食ったけど、消毒して、でっかいバンソーコーを貼っただけで普ふ通つうに終しゆう了りよう。

　廊ろう下かに出ると──もう試合は終わったのか、さっきのイジワル女子軍団が待ち構えていて、こっちがメインだったのかと悟さとる。

　数にまかせて薄うす暗ぐらい廊下の隅すみへ追い立てられ、バケツで水をぶっかけられた。

「あんたにはそれがお似合いよ、雌めす豚ぶた！」

「こんなちんちくりんが北王子様の目に留まるなんて、ありえないし」

「どんな汚きたない手を使ったのか、吐はきなさい、このアバズレ女！」

　絵にかいたような集団イジメ。てかおまえら、さっきはお嬢じよう様さま言葉使ってたくせに、キャラ固定しろよ！

「ブス！　デブ！　超ちようキモいし！」

「存在自体罪なんだよ。消えろ出来そこない」

　……哀あわれに思ってたけど、こう延々と酷ひどい暴言を浴びせられ続けると、さすがにムカついた。

「ふざけんな！　言っていいことと悪いことがあるだろ！　水ぶっかけるとかやりすぎだし！　人の痛みがわかんない、わかろうとしない、おまえらみたいな奴やつこそゴミだから！　群れないと何もできないくせに、優位に立ったと思った途と端たんつけあがんじゃねーよ、恥はじを知れ恥を！」

　ああ、おれ、なに真ま面じ目めに説教してんだろ。どーせ単純だよ、ちっ。

　しかし、この啖たん呵かは親衛隊たちの怒いかりにさらに油を注いだらしい。複数の手が伸のびてきたと思ったら、おれは無理やり床ゆかに押さえつけられた。

　体操服の上着をまくしあげられ、短パンまで脱ぬがされそうになる。そして、ボスの薫子の手には、カメラ。

「なっ、おまえら、ここまでやると完全に犯罪だから！」

　この脇わき役やくどもがどこまで過激なことをやるのか予想もつかず、おれはさすがに蒼そう白はくになって暴れた。女は陰いん険けんっつーけど、ひど過ぎるだろ!?　クッソ、放せ、冗じよう談だんじゃねえ──！

「学校中に、ばらまいてやる」

　醜みにくいとしかいいようのない笑えみを浮うかべながら、薫子がカメラを向ける。

　ブラのホックが外され、短パンもずり下ろされ、世界が真っ黒になったような錯さつ覚かくに陥おちいった──その瞬しゆん間かん。

「何をしている!?」

　鋭するどい声が、空間を切り裂さいた。

　クモの子を散らしたように逃げていく親衛隊。おれはあわてて、着衣の乱れを直す。

　階段を降りてきて登場したのは、王子だった。

　いつになく顔をこわばらせ、「ひどいな……」と呻うめきながら、手を差し伸べる。

「おまえさ、自分のファンの管理はしっかりしてくれ」

　全身に広がる安あん堵ど感かんに大きく息をはきだしてから、ちょっと恨うらみがましい声で告げると、王子は衝しよう撃げきを受けたように瞳ひとみを見開いてから、唇くちびるをかんだ。

　いつもよりトーンの低い声で「ごめん」とうそぶく。

「まさか彼女たちがここまで暴走するなんて……しかるべき処置は、講じさせてもらう」

　全身にゆらり、と静かな怒りをまとう王子の、その瞳に浮かぶ冷れい酷こくとでも形容できそうな光を見た途端、おれはさっき以上の恐きよう怖ふにゾッと背筋を凍こおらせた。

「いや、一応、未み遂すいで済んだし！　もちろん、ちゃんと指導してやるのは大事だろうけど、あくまで穏おん便びんに……」

　とっさに、かばうようなことを言ってしまう。

　だって、すっげー、恐こわいんだもん、王子。放っておくと、何をどこまでするかわからないカンジ。

「あの、だから、頼たのむ。あんまり酷いことはしないでやってくれ」

　あいつらだって、好きであんなキャラやってんじゃないだろうからな。悪いのは作者だし、うん。

「おまえに嫌きらわれるってだけであいつら相当ダメージ受けるだろうし、さ。衝しよう動どう的てきにいろいろやっちゃうバカな奴らだから、追い詰つめすぎると自害しかねないし」

　散々な目に遭あわされたのに、なぜか必死で弁護するおれを、王子は少し驚おどろいたように見み詰つめていた。やがて、ふっと苦く笑しようする。呆あきれるみたいに。

「こんな目に遭わされたのに、君も相当のお人ひと好よしだね。わかったよ、君がそこまで言うなら、罰ばつは軽減してやることにする。でも……大丈夫？　恐かっただろう？」

「はあ？　別にあんな奴ら、なんでもねー、よ……っ!?」

　ようやく表情を緩ゆるめた王子に心底ほっとして、そう答えたけれど。

　その瞬間、ぽろりといきなり目からでっかい雫しずくが飛び出てきて、おれは口をつぐんだ。

　ちょっと待てちょっと待てちょっと待て。この反応はまずいだろ！　オイ！

「ちが、これはなんかの間ま違ちがい！　たぶん、緊きん張ちようが緩んだせいで、なんかおかしくて……」

　焦あせるおれの意思に反して、次から次へと零こぼれ落ちる涙なみだの粒つぶ。

　その様子を呆ぼう然ぜんとしたように見ていた王子だったが、やがて、堪こらえきれなくなったように両りよう腕うでを伸ばし──おれは、強く抱だきしめられていた。

　ぎゃあああああああああ。嫌いやあああああああああああ。

「本当に、ごめん……」

　切なげにそう耳元で囁ささやく王子。

　一方、おれは完全に硬こう直ちよくし、今にも魂こん魄ぱくが口から抜ぬけ出しそうだ。

　すると、その時。

「和希……？」

　向こうから、新たな人ひと影かげが登場した。

　真田悠斗。

「!?」

　この状じよう況きようを見て息をのんでから、おれの顔が涙でぐしょぐしょなのに気づくや、顔色を変えた。

「何、泣かせて……！」

　グッと拳こぶしを握にぎり、突つっ込んでくる。まずいっ。

「違ちがうんだ、こいつに泣かされたわけじゃなくて！」

　王子の腕を振ふりほどき、両手を広げて立ち塞ふさがった。

　……おれのために戦うとか、本気でやめてほしい。もう、切実に。

　親衛隊にやられたのだと説明すると、悠斗は忌いま々いましそうに顔をしかめたが、多少冷静になったようだった。

「とりあえず危き機き一いつ髪ぱつのとこ、助かったよ、王子。じゃあな、また来週！　行こうぜ、悠斗」

　とにかく王子から逃げ出したい一心で、悠斗を促うながしてその場を後にした。さすがに今日は部活も出る気にならない。

「保健室から戻もどるのが遅おそいようなので捜しにきたんだが……もっと早く、くるべきだったな」

　艶つやのある悠斗の低音には、悔かい悟ごがにじんでいた。

「あー……ま、王子が来てくれたわけだし。心配してくれてサンキュな」

「……おまえは、ここで待ってろ。着き替がえをとってくる」

　悠斗が促したのは、あまり使われていない女子トイレ。

　そっか、このずぶ濡ぬれの姿のまま教室戻っても、むやみに注目浴びるだけだよな……。

　素す直なおに従ってしばらく待つと、おれの制服とスポーツタオルを手にした悠斗が戻ってきた。

「──ありがとう、助かった」

　着替え終わってでていくと、悠斗はふうっと嘆たん息そくをもらし、おれの頭にタオルをかぶせる。

「まだ濡れてる。ちゃんと乾かわかさないと、風邪かぜをひくぞ。おまえは一度寝ね込こんだら、長いんだから」

「わっ!?　自分でやるから、いいよ」

「…………」

　悠斗は無言のまま、わしゃわしゃと拭ふく。タオルの隙すき間まから見えたのは、ブスッとした仏ぶつ頂ちよう面づら。

　……なんとなく、すげー、機き嫌げんが悪い感じ？　何かに対して、怒おこってるみたいな。

　でも、頭を拭く手つきは、丁てい寧ねいで優やさしい。なんだかマッサージを受けてるみたいで気持ちよかったから、ま、いっか、とそのまま身を委ゆだねることにした。

　グッと押さえたり、ぽんぽんと挟はさんだり……はあ～、なんか、ちょっと、和なごむかも……。

　しかし、穏おだやかな時間は、長くは続かなかった。

「よし、だいたい乾いたな」

　悠斗がタオルを外した瞬間、水に濡れて体が冷えたのだろうか、ぶるっと悪お寒かんが走り……




「ハックション！」ボン。




　──そう、一番恐おそれていた事態が訪おとずれてしまったのだ……！

　ぎゃああああああ、やべえ、やっちまった──！

　内心で絶ぜつ叫きようしながら、とっさに抱だき着いて顔を隠かくした。悠斗の体が、ギクッと緊張するのが伝わる。

「和希？」

「……怖かった……」

　できる限りの高い声でそう言って、誤ご魔ま化かす。バレにくいように、消え入りそうな小声で。

　……どうしようどうしようどうしよう。

　絶体絶命のピンチに、ガクガクブルブルと震ふるえるおれ。幸い悠斗には、先ほどの事件のショックがおさまっていないように見えている……ことを祈いのる。

　悠斗はしばらく静止していたけれど、やがて、黙だまったまま、おれの背中を宥なだめるようにゆっくりとさすった。ぐずる子どもを慈いつくしむような、そんな手つきで。

「……もう、大だい丈じよう夫ぶだから」

　よかった、バレてないー！

　とはいえ、平均的高一男子のおれの体格は、女の『和希』とは明らかに違うし、そう長くは誤魔化せないだろう。

　ああ、この先どうしたら……とテンパるおれの首筋に、神の救いか、すーっと冷たい隙間風が吹ふき抜けた。

「ハクション！」ボン。

「……うん、落ち着いた！　いきなりごめんな。色々とさんきゅ！」

　必死の笑えみを浮うかべながら、早口でそれだけ言って立ち去った。

　あああああ危なかったー！
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　翌日の土曜日。

　高校も休みなのでゆっくりと起きて階下に降りていくと、煌が玄げん関かんで靴くつを履はいていた。

「お。おはよ」

　こっちの姿を見るやくしゃっと顔をほころばせて、はいはい、今日もイケメンですね。

「出かけるのか？」

「ああ、バイト」

「よく働くな～。そんなに貯ためて何に使うんだ？」

「ん～、将来のための資金作りかな」

「将来？」

「ホラ、結けつ婚こん式とか？」

　は？　と呆れるおれに、煌はニヤッと笑ってから「朝食は冷蔵庫にあるから」と言い残し、出て行った。……はぐらかされた気がする。

　あいつ、屈くつ託たくなくて開放的な性格っぽいけど、さりげなく秘密主義なんじゃないだろうか。

　そんなことを考えていたら、ケータイが鳴り始めた。

「もしもし？」

『和希ちゃん？　おはよう。北王子です』

　王子!?　なんで番号知ってるんだ……と思ったけど、入部届けに記入したな、そういえば。

『昨日は本当にごめんね。風邪ひいたりしてないかい？』

「ああ、全然。で、どうした、いきなり」

『突とつ然ぜんなんだけど、今日の午後って、空いてるかな？』

「特になにも予定はないけど……」

　答えながら、ハッと気付く。やばい、このパターンはまさか。

『昨日のお詫わびをさせてほしいんだ。今日午後二時、君の家に迎むかえに行くね。それじゃあ』

「ちょ、待て、王子！　おれはまだ……」

　一言も行くとか言ってないぞお～っと続ける前に、通話は切れて、おれはガクリと首を折った。ご、強ごう引いんすぎるだろ、王子……。




　二時ピッタリに、チャイムがなった。

　ドアを開けると、ミルクティー色の髪かみの、甘い微笑を浮かべた美青年が。

　仕立ての良さそうなシャツにネクタイ、コットンジャケット、グレンチェックのボトムというその姿はさながら英国紳しん士し風。それをけして気負った感じはなく、肌はだに馴な染じむように実に自然に着こなしている。

　手には大きな薔ば薇らの花束。……似合いすぎる。

「今朝、うちの庭で摘つんだばかりなんだ。見た瞬しゆん間かんに、君を思い出した……もらってくれるかな？」

　うちの庭って、どんな豪ごう邸てい住んでんだよ王子（汗）

「えっと……荷物になるから、置いてくぞ？」

「もちろん、構わないよ。ところで、君の私服姿は初めて見たけど……」

　ちょっとビッグサイズのＴシャツに、デニムのショーパン。

　着き心ごこ地ち重視で選んだ服だったのだが、次の瞬間、王子の周囲に無数のキラキラが飛び交かった。しかも、いつもより30％増量バージョン！
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「すごく可愛かわいいね。潑はつ剌らつとした君の魅み力りよくが、よく引き立つ」

　……意外にもボーイッシュがお好みでしたか。

　家の前には黒いいかにもな高級車が停とまっていた。

　扉とびらを開き、「どうぞ」と優ゆう雅がに促うながす王子に、深々とため息をつきながら乗り込む。

　内部は思ったよりもずっと広くて、座席もふかふか。いーよなあ、セレブは。

「で、どこに行くんだ？」

「和希ちゃんは、甘いものは好き？」

「好きだけど」

「じゃあ、とびきり美お味いしいケーキを食べに行こう」

　ケーキか……そーいや、しばらく食べてないな。いったい何をすることになるのかと心配していたが、そーゆーことなら悪くないかも……。

　──なんてうっかり油断したおれが、馬ば鹿かでした。

「一度、ここで降りてもらえるかな？」

　停まった場所は、なにやら一いつ般ぱん庶しよ民みんには敷しき居いが高そうなブティックの前。

「ごめんね、その格好、よく似合うし本当に可愛いんだけど、これからいく場所はそれだと入れないから……」

「？？？　おい、王子？　ちょっと待て、どういうことだ!?」

「北王子様、お待ちしておりました」

　中には気品のある柔にゆう和わそうな女性店員がずらりと立ち並び、王子は「頼たのむよ」とだけ告げ、混乱するおれを引き渡わたす。直後、おれは女性店員に群がられ、あっっと言う間に髪かみ型がたから靴まで全身をドレスアップさせられていた。顔にはほんのりとメークまで施ほどこされている。

「うん……いいね」

「素材が宜よろしいので、腕うでのふるい甲が斐いがありましたわ」

　特とく撮さつヒーローもビックリの早着替えにポカーンとしているおれをみて、満足げにうなずく王子。

「こんな素す敵てきなレディをエスコートできるなんて、幸せだな」

「ケーキ食べにいくんじゃなかったのか……？」

「もちろん。さあ、行こう」

　そして着いた場所は、都心にある、おれでも知ってる超ちようド級きゆうのラグジュアリーホテル。海外セレブが来日した時もよく泊とまったりするあそこだ。

　都会の景色が見み渡わたせる四十五階の展望レストラン。

　まるで宝石のような繊せん細さいなスイーツの載のったアフタヌーン・ティーセット。

「お味はいかがかな？」

「ありえないほど美う味まい……」

　感動に打ち震ふるえるおれを、「よかった」と最高の笑顔で眺ながめる王子。

「おまえは紅茶だけなのか？」

「僕は、君の笑え顔がおをご馳ち走そうになってるから」

　──よく出てくるよな、こういう台詞せりふ。

　半ば感心しつつ、フォークを口に運ぶ。うーむ、絶品。

「……でもおれ、絶対小こ遣づかい足りねえ。週明けには返すから、貸してくれるか？」

「デートで女性に出費させるなんて、恥はずかしいことしないよ」

「いや、それはおかしい。お互たがい学生なんだし、男も女も関係ねーだろ？」

　思わず強い口調でそう言ったけれど、続けて「この洋服代まで入れるとどんくらいになるんだ……？」と尋たずねる声はビクビクしたものになってしまった。

　王子はパチパチと瞬まばたきしてから、苦く笑しようする。

「本当に、君がお金のことを心配する必要はないから。それに、電話でも言っただろう？　昨日のお詫びだって。全部、僕からのプレゼントだから、受け取ってよ」

「でも……」

　なおも食い下がろうとしたおれの口に、何かが押し込まれた。ケーキに添そえられていた、苺いちご。

　もぐもぐ、と仕方なくそれを咀そ嚼しやくするおれを見ながら、自分の指についたクリームをペロリと悪いた戯ずらっぽく舐なめて、王子が微笑む。

「それ以上うるさいことをいうお口なら、今度は別の方法で塞ふさがなくちゃいけないかな？」

　……ここで発はつ狂きようせずにこらえたおれの精神力は、大いに褒ほめ称たたえられてしかるべきだと思う。







「貴重な君の一日を、僕にくれてありがとう……」

　おれを送り届けた自宅前でそんな台詞を残し、王子の乗り込んだ車は走り去って行った。最後まで気き障ざな奴やつ……。

　疲つかれた……とふと視線をずらすと、煌が鞄かばんを肩かたにかけて佇たたずんでいた。

　こいつもちょうど帰ってきたところだったらしい。おれのめかしこんだ姿に、ちょっと驚おどろいたように目を丸くしていたが、気を取り直したように話しかけてくる。

「碧と出かけてたのか？」

「ああ。球技大会のお詫びだとか言って……びびったぜ。いきなり全身飾かざり立てられて、連れて行かれたのは高級ホテル。ケーキ食べるとは聞いてたけど、大おお仰ぎようすぎ……」

　凝こった首をひねったり押さえたりしてほぐしながら、家に入る。煌も後に続いてきた。

「へえ……すごいじゃん。美味かっただろ？」

「マジで半はん端ぱなかった！　けど……やっぱあーゆーとこって、肩かた凝るし、苦手だ。ぶっちゃけ、家でおまえの飯食う方がいい」

　ハイヒールを脱ぬぎ捨てながら率そつ直ちよくな感想を述べただけだったのだが、一いつ瞬しゆん訪おとずれた沈ちん黙もくに振ふり返ると、虚きよをつかれたような煌の顔。

　直後、頭をぐしゃぐしゃとかき回された。

「なっ!?　なにすんだよ!?」

「べーつーに。……そんじゃまあ、バイト疲れたけど、がんばって夕食つくってやりましょうかねえ」

　ひらひらと後ろ姿のままで手を振って、ダイニングへと消える長身。なんなんだ。

　ったく髪かみボサボサ……とため息をついた時、不意にポケットに入れてたケータイがブーッと震えた。しかし画面を確かく認にんしても、着信はない。

「そもそもバイブ設定にはしてねーしなあ……気のせいか？」

　ケータイをしばらくいじったり、ぐるりと回して外観を確かめるが、特に異常も見つからない。ぶらさがったウサギのマスコットが、無表情にこちらを見つめ返すのみだ。

　……やっぱり、どっかで見たんだよな、これ。

　ん～、どこでだっけ………………ダメだ、どうしても出てこない。

「ねーちゃん、風ふ呂ろ沸わいてるけど入る～？」

　ひろの声に「入る入る」と答えながら洗面所へ向かう。ま、そのうち思い出すだろ。
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　翌週の月曜日が、初めての音合わせ。

　とりあえず候補の三曲を立て続けに流してみたけど……なんだろう、本当に「流してみた」感じというか。

　ドラムもベースもキーボードもそれぞれレベル高くて、演奏も完かん璧ぺきなのだが、なんていうか、えーと……バラバラ？

「ま、しかたねーよな。和希も碧も悠斗も、バンドは初めてだろ？　ボリュームのバランスとか、タイミングとか、一人で弾ひくのと他人と合わせるのは全然違ちがうから、練習を重ねていけばよくなってくって」

　沈しずんだ空気を打ち破るように、あっけらかんとそう言ったのは煌だった。

「周りの音を聴きけっつったって、そんなすぐにできるようになるもんでもねーしな。これからは俺もなるべく練習来るようにするし、悠斗もできる範はん囲いで頼む」

「ああ……。金城、おまえは、バンドの経験があるのか？」

「中学の時ちょっとだけな。ほんの数ヶ月。──一次選考に送るＣＤの締しめ切りはいつだったっけ？」

「いまからちょうど、三週間後だよ。順調にいって都大会の舞ぶ台たいに立つのは、六月下げ旬じゆん」

　王子の言葉に煌はうなずいて、おれたちを見回す。

「それだけあれば、このメンバーなら大だい丈じよう夫ぶだ。とにかく回数を重ねて、調整しながら、勘かんをつかんでいくこと。……曲は絞しぼった方が良いかもな。どれにするか、意見を出し合おうぜ」







　いくつものスポットライトに照らされ眩まぶしく輝かがやくステージの上で、ボーカルが激しいラップをがなり立てている。

　ジャカジャカと鳴り響ひびく電子音。体を揺ゆらす観客たちを一番後ろの壁かべ際ぎわから眺めながら、おれの唇くちびるからは無意識のため息がこぼれた。

「どうした？」

　この喧けん騒そうの中、小さな吐と息いきが聞こえたはずもないのだが、隣となりにいた悠斗が敏びん感かんに反応する。

「いや……こんなとこにいる暇ひまあるなら、練習した方が良いんじゃねーかと思って」

　その週は他ほかに水、金、土と集まって練習したが、相変わらず、今一つしっくりこないままだった。

　そして日曜日の今日は、王子の提案で、メンバー全員で集まってキャパ三百人ほどのライブハウスに来ているところ。

　人の演奏を聴くのも参考になるんじゃないかということだったのだが……今はそれよりも、少しでも多く音合わせをしたい気分だった。

「たぶん、おれが一番足を引っ張ってるんだよな……声量たりないし、おまえらの音に引きずられて、ふらふらしちゃってる」

「演奏が合わないのは俺たちの力不足だ。和希が落ち込む必要はない……おまえは、よくやってる」

　悠斗はそんなふうに言ってくれたが、不安はおさまらない。

「正直、参考になりそうなステージでもないよな」

　苛いら立だちからついそんな悪態をついてしまったところ、バーカウンターから戻もどってきた王子が「あと少し待ってて」とグラスを渡わたしてくれた。

「この次のバンドは、なかなかおもしろいから。高校生バンドだけど、間ま違ちがいなく今度の大会での優勝候補だ」

「へえ……？」

　オレンジジュースでのどを潤うるおし、からからとストローで氷をかき回したりしていたところ、やけに会場が込み合ってきたことに気付いた。

　客が、どんどん増えている。しかも、女ばっか。

「まだ？」

「この次よ！」

「今のうちに前に行かなきゃ」

　……そんな会話を耳にしている間に、いつのまにか超満まん員いん。

「なんていうグループ？」

「『Derデア Luxustodルクサストート』……ドイツ語で『悦えつ楽らく死』」

　王子の答えに、煌の顔がなぜかこわばったように見えた。なんだ？

　直後、ラップグループの退場後にインターバルで点灯していた照明が、パッと落とされた。同時に巻き起こる、大だい歓かん声せい。うわっ、うるせえ！

　鼓こ膜まくを引き裂さくようなギターの音が鳴り響き、幕が上がると、更さらにボリュームを増した黄色い声せい援えんが沸わき立つ。

「キャアアアアアアアアア」

「旺おう眞ま様ああああああああああ」

　青白いライトに照らし出されたステージの上には、黒を基調にしたゴシック調の衣装をまとった男三人、女一人の姿。

　高校生のくせにヴィジュアル系!?　と度ど肝ぎもを抜ぬかれたのもつかの間、ステージの中央に立つ男の姿から、目がそらせなくなる。

　漆しつ黒こくの、腰こしまで伸のびたサラサラの長ちよう髪はつ。物もの憂うげな切れ長の鋭するどい瞳ひとみに、恐おそろしいまでに整った鼻び梁りよう。陶とう器きのように白く滑なめらかな肌はだ。シャツの大きく開いた襟えり元もとで、チカチカ光るライトに浮うかび上あがる蠱こ惑わく的な鎖さ骨こつのライン。

　しなやかでたくましく、完璧な均きん衡こうを誇ほこるその長身からゆらりと立ち昇のぼる、なんとも言えない妖よう艶えんさ──日本人離ばなれした、なんて言葉では全然足りない。

　人間離れした、まるで魔ま性しようの如ごとき悪あく魔ま的美び貌ぼう。

　そしてイントロが終わり、その男が口を開いた刹せつ那な──その場の全すべてがそいつに吸い込まれたような錯さつ覚かくを受けた。

　やかましく飛び交かっていた嬌きよう声せいもピタリと消え、女たちの表情が一いつ斉せいに陶とう然ぜんとしたものへと変わっていく。

　体の奥底を擽くすぐられるような、ハスキーな低音。

　有う無むを言わせずひきよせられ、飲み込まれ、存在の全てがその甘美な檻おりに囚とらわれる。

　時も、空間も、思考回路も、何もかも支配され、めくるめく退たい廃はいと耽たん美びに翻ほん弄ろうされるのみ。

　全身を驚きよ嘆うたんの戦せん慄りつが駆かけ巡めぐる。

　なんという、圧あつ倒とう的なボーカル。これが──『カリスマ』というやつか。




「──ちゃん、和希ちゃん」

「えっ……あ、王子……？」

　ハッと我に返った時には、もうライブは終わり、ホールもガラガラになっていた。心配そうにこちらを見下ろしていた王子、悠斗、煌が、反応を見せたおれに一様にホッとしたように表情を緩ゆるめる。

「悪い、すごすぎて、ボー然としてたわ。にしても、みんな、撤てつ収しゆう早いな～」

「女の子たちは、出待ちをしにいったみたいだね」

　既すでにいっぱしにファンがついてるのか……ま、あの美貌と実力なら、無理もない。

「おれ、トイレいってくるから、先に外で待っててくれ」

「一人で大丈夫？　迷子にならないようにね」

「子どもじゃねーんだから」

　王子の言葉を鼻で笑ったおれだったが──見事に迷った（ドーン）

　おれが悪いんじゃねえ。この『和希』の方向感覚がおかしいんだ、絶対。

　限界を訴うつたえる膀ぼう胱こうをなだめつつ、しばらくウロウロと歩き回っているうちに、ようやくトイレマークを発見し、飛び込む。

　小用便器の前に立ち、ベルトを外しつつ何気なく横をチラ見して、ビビった。

　で、でけえ！　ナニコレ珍ちん百景。

　思わず顔を確かく認にんして二度ビックリ。さっきのカリスマボーカルじゃねえか……！

　女どもに「旺眞」と呼ばれていたそいつも、なぜか、ひどく驚おどろいたように切れ長の目を大きく見開き、おれを凝ぎよう視ししていた。

　ん？　なんだあ？？

　一いつ拍ぱくの空白の後、ようやくその視線の意味に気づき、血の気がサーッとひいた。

　間違えた──！　おれ、今、女になってんだった！

　しかし、今いま更さら女子トイレを探しに行く余よ裕ゆうはもはやなく、そのまま男性用の個室トイレに飛び込み、用を済ますと高速で飛び出した。

「失礼しましたー」

「待て」

　絶対零れい度どの声に呼び止められ、足がピシリと固まる。

　恐る恐る振ふり返ると、不ふ機き嫌げんを絵にかいたようなしかめっ面つらの旺眞が、両りよう腕うでを組んで睨にらみ付けていた。

　なまじ凄すさまじく顔が整っているせいで、迫はく力りよくがあることこの上ない。




「虫けらが……どこから潜もぐり込んできた!?」




　む、虫けら!?　と内心大いにツッコみつつ、おれは勢いよく頭を下げた。

「ごめん！　トイレを探してたんだけど迷っちゃって、漏もれそうだったからよく確認せずに飛び込んじゃって──」

「見え透すいた噓うそをつくな！」

　ビリビリ、と空気を震ふるわせるような低音の一いつ喝かつ。

　思わず言葉を失っていたら、「魔ま王おうサマ、何事～？」と歌うような調子とともに脇わきの扉とびらが開き、さっきステージで見たメンバーがぞろぞろと出てきた。

　魔王、か。確かにこいつにぴったりのあだ名だ……！

　こっそり感心するおれに、前まえ髪がみを長めに伸ばしたド派手な赤い頭の男──たしかすっげークレイジーなギターをかき鳴らしてた奴やつだ──が、ニヤニヤしながら言う。

「ありゃ、ダメじゃーん、お嬢じようちゃん。楽屋までは追っかけ禁止だぜ？」

「そうだ、ここは貴様のような下等生物が入り込んでよい場所ではない」

　下等生物……！

　いちいち台詞せりふが大おお仰ぎようだぞ、魔王！

「だから、間違えただけなんだって。わざとじゃないし、すぐ出ていくから──」

「身の程ほどをわきまえず楽屋傍までやってきただけでは飽あき足らず、よもやこのような変態行こう為いにまで及およぶとは……覚かく悟ごはできているのだろうな」

　弁明など聞く耳持たず、魔王はいきなりおれの胸むな倉ぐらに摑つかみかかった。

「く、くるし……」

「女だからと言って、容よう赦しやはせぬ──」

　魔王の両手が掲かかげられ、グッとおれの咽喉のどが絞しめつけられる。目が、本気だ。

　呼吸が詰つまり、視界が白くかすんでいく。

　やべえ、殺される──。

　ゾッと全身が恐きよう怖ふに包まれた瞬しゆん間かん。

「和希！」

　新たにその場に現れた影かげが叫さけび、おれはドン、と地面に投げ出された。

「大だい丈じよう夫ぶか!?」

　駆け寄ってきたのは、煌だった。

　ゲホゲホ、と激しく咳せき込むおれの背中を撫なで、怒いかりに燃えた瞳で魔王をねめつける。

「てめえ……！　和希に何しやがる！」

「金城、煌……」

　一方、魔王の方は、意外そうにその名を呼ぶや、みるみるとその表情を凍こおりつかせた。

　その瞳ひとみに浮かぶのは、さっきおれに向けていたもの以上の、激しい憎ぞう悪お。

「貴様こそ、今更なんのつもりで俺の前へ現れる!?」

　……こいつら、知り合いなのか？

　張りつめた空気を破ったのは、赤い髪かみの男だった。

「オレ様はとっくに気づいてたぜ。ライブの時から客席にいたよな～」

「ロン……」
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　煌に『ロン』と呼ばれたそいつは、頭の後ろで両手を組み、ひょろりとした細身を傾かたむける。

「もしかしてえ～またオレ達と組みたくなった？　なーんてありえねーか。ヒャハハハハッ」

　返事も待たずに、一人でゲラゲラ笑い始める。こいつも、やべえ。

「おまえらと組むことは生しよう涯がいねえよ。それに、俺は今は、こいつとやってる」

　挙動不ふ審しんなロンに臆おくすることなく、素っ気なく返す煌。ロンが爬は虫ちゆう類るいめいた瞳を、んあ？　と丸くした。

「煌と同じバンドをやってて、オレ達のファンなわけ？」

「だからおれはファンじゃねえって！　ここには迷い込んだだけ！　今日だって、軽音甲こう子し園えんのための参考になるかもってきただけで──」

「へえ？　あの大会、あんたらも出るんだ～。お嬢ちゃんの担当は？」

「ボーカル」

　おれが答えた途と端たん、ハッ！　と嘲ちよう笑しようが響ひびいた。魔王だ。

「笑しよう止し！　こんなひよっ子がボーカルとは……バンドの力量もたかが知れたものだな」

「聴ききもせずにほざくんじゃねーよ。相変わらず、心底ムカつく野や郎ろうだな」

「貴様こそ目め障ざわりだ。その変態女を連れて、とっとと俺の視界から消え失うせろ」

「言わせておけばこの野郎……」

　恐おそろしいほど険悪な眼まな差ざしでにらみ合う二人。

「和希、先帰ってろ」

　グッと拳こぶしを握にぎって一歩を踏ふみ出そうとした鬼き気き迫せまる煌を、おれは必死で押し止とどめた。

「待て、落ち着け！　暴ぼう力りよく沙ざ汰たはまずい！」

「おまえのことまで侮ぶ辱じよくされて退ひけるかよ……！」




「決着をつけるなら──音楽でだ！」




　とっさに叫んだ一言で、その場の全員が黙だまり込んだ。……あ、やっぱ、臭くさかった？

　照れたのもつかの間、クククククッと肩かたを揺ゆらし始める魔王。

「いいだろう……決着の日までせいぜい足あ搔がくがよい。貴様らの貧弱なプライドはおろか存在基き盤ばんさえ粉々になるほど、完かん膚ぷなきまでに叩たたき潰つぶしてやる……！」

　クックック……ハーッハッハッハッハッハ！　と高笑いを響かせながら、カツカツカツ……と足音も大きく反対方向へと歩いていく。

「キヒヒ、おもしれーことになってきたじゃん！　せいぜいガッカリさせないでくれよ～」

　口笛を吹ふきながら、ロンや、その他ほかのメンバーも後に続いていった。

　──楽屋はすぐそこなはずだけど、どこにいくんだろう、あいつら。

　魔王軍団の姿が完全に消えるまで、呆ぼう然ぜんと見送っていたが、「帰るか」と煌に肩をたたかれ、持ち直した。

　煌の表情はまだ苦々しいが、大分平静を取り戻もどしたようだ。

「あいつらが、前のバンドのメンバー？」

「ああ」

「それはまた……大変だったな」

　しみじみとコメントを寄せると、煌も重々しく首しゆ肯こうした。

　それにしても魔王──あまりにも残念なイケメンだ。
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　ライブが終わった後、ファミレスで夕食がてら、その日の感想を語り合うことになった。

「『Der Luxustod』は確かにすごかったけど……あんなアクの強いバンドの何を参考にすりゃいいんだ？」

　ハンバーグをほおばりながら尋たずねたところ、「クス、ソースがついてるよ」と王子に口元を拭ぬぐわれた。ぎゃん（固）

「メンバー全員がすごく個性的なんだよね、あのバンド。黒くろ川かわくんの存在感は圧あつ倒とう的てきだけど、それだけじゃなく、全パートのレベルが高い。そして、どの楽器も尖とががってるし、すごく自由に演奏してるのに、バラバラにはなってないだろう？」

　王子の言葉に、うなずきつつ、考えをまとめるように目を細める悠斗。

「自己表現と協調性のバランス……というよりは黒川の歌声で有う無むを言わせずまとめあげている、という印象を受けたが。確固たるバンドの世界観や方向性が定まっているというのも大きいだろうな」

「似てるところもあると思うんだ。僕は、せっかく和希ちゃんという稀け有うな才能を秘ひめた歌うた姫ひめがいるんだから、その声を活いかせるような曲作りをしたいと思ってる」

　相変わらず、真ま面じ目めな顔でこそばゆくなるような台詞を言う王子。

「俺も、それでいいと思うぜ。やっぱボーカルが華はなだしな」

「同感だ。今度の大会出場はそもそもこいつの花か瓶びん代のためだし、曲や音について自己主張を始めるときりがないと思っている。だから演奏も極力、和希を立てるようにしたいとは意識しているんだが」

　三人の言葉に、慌あわてたのはおれだ。

「ちょっと待て、でも、おれに気を遣つかって勢いが消えたらもったいないだろ!?　おまえら皆、すっげー上手うまくて、とびきりいい音もってんのに、今のままじゃそれが全然出てない気がする」

　そうか、しっくりこないのはこの辺も原因だったのかも。

「経験一番浅くて、実力がないのは間ま違ちがいなくダントツでおれだ。おれは魔王とは違う。おれのレベルまで落とすことねーよ。おれは、とにかくおまえらに負けねーようにがんばるから！」

　面めん食くらったような男どもを見回しつつ、おれは、必死で言葉を紡つむぐ。

「だから、おれに、ボーカルに合わせるんじゃなくて……ドラム！　そう、煌に合わせようぜ。煌のリズム感は抜ばつ群ぐんだし、悠斗だって、初めての顔合わせであんなかっけーセッション決めてたじゃん？」

「確かに、唯ゆい一いつのバンド経験者の煌をリード役に据すえるのはいいかもしれないね。バンドの土台になるのはリズム隊……ドラムとベースだし。リードは煌で、真田くんはベースでリズムとメロディとの架かけ橋になる、和希ちゃんはその二人のビートを感じて歌う……」

「でもって碧は全体をみて調整しつつ彩いろどりを添そえる……ってスタンスなら、悪くないかもな」

　王子の意見を、煌が引き継つぐ。うん、いい感じいい感じ！

　悠斗も同意を示すようにうなずいた後、鞄かばんから楽がく譜ふの束を取り出した。

「じゃあ次は、曲の解かい釈しやくだな。おまえ達はこの曲では特にどのフレーズを意識して弾ひいてるんだ？　──」





・その後も意見の交こう換かんは続き、閉店時間の二十三時まで居座ってしまう。

・週明けの練習、今までの停てい滞たいが噓うそだったように気持ちよくそろう。

・回数を重ねるごとに完成度ＵＰ！

・締しめ切り前日、録音完かん了りよう。ＣＤを一次選考に応おう募ぼ。

・予選通過を信じ、都大会のステージに向けてひたすら練習すること二週間。

・ついに予選通過通達が届く。←イマココ






「ご機き嫌げんだな～、和希」

「そりゃそーだろ！　祝、予選突とつ破ぱ！　今夜はケーキ焼いてくれ」

「気が早すぎだろ」

　部活後の帰り道、舞まい上がるおれの様子に肩をすくめる煌。呆あきれたように笑いながら、その目に浮うかぶ光は柔やわらかい。

　悠斗は今日は剣けん道どう部だったから、帰りは二人だけだった。

「だって、大半がこの予選で落とされるんだろ？　ま、おまえらの実力なら通るとは思ってたけどさ、やっぱがんばったのが報むくわれると感かん慨がいが……」

「あぶねっ」

　弾はずむような足取りで喋しやべり続けていたおれを、煌がとっさに引き寄せた。

　それまでおれがいたすぐ真横を、車が高速で突つっ切っていく。

「住宅街であんなスピード出しやがって……和希、おまえはそっち歩いてろ」

　大きな手で二の腕うでをつかまれたまま、守るように歩道側に誘ゆう導どうされた。あわてて振ふり払はらう。

「やめろよ、そーゆー変な気を遣うの」

「俺が気になるんだよ。女に車道側歩かせるとか、落ち着かないの」

　そういわれると、反論もできない。畜ちく生しよう、女じゃねーんだけどな……。

「……魔王たちと同じバンドだったってことは、おまえもヴィジュアル系の衣装着てたわけ？」

　ちょっとからかうような口調で尋ねたところ、煌の顔が微び妙みようにひきつった。

「悪かったな。どうせ柄がらじゃねーよ」

「いや、似合うと思うけど」

　どうせイケメン。

　軽くいじけるおれの内心など知る由よしもない、煌の説明は明快だった。

「ドラム叩たたければ、何でもよかったんだ、俺は」

「じゃ、『Der Luxustod』を抜ぬけたのは、中学卒業が原因？」

「いや、価値観の不ふ一いつ致ち」

　キッパリ宣言する煌。確かにあの魔王軍団と渡わたり合っていくのは、並の神経じゃ無理だろうが。

「おまえって、どんな相手でも気き後おくれしないで上手く付き合えるタイプだと思ってたけど、さすがにあの魔王……黒川旺眞、だっけ。あいつは例外だったんだな」

　ニヤニヤとほおを緩ゆるめて感想を述べたところ、返ってきたのは、わずかな沈ちん黙もく。

　お、これは反はん撃げきのチャンス？

　いつも振り回される一方なので、今が好機とばかりに、言葉を継ぐ。

「あっちの剣けん幕まくも相当だったじゃん。よっぽど派手に喧けん嘩か別れしたんじゃねーの？」

「……和希」

　名前を呼んだ煌の声が、なんだか妙みように深刻な色を帯びているものだったので、ちょっと動どう揺ようした。

「なんだよ？」

「実は、さ……」

　ためらうように瞳ひとみを揺ゆらしながら、煌が口を開いた時。

　ポツリ。大きな水すい滴てきが、頭の上に落ちてきた。

「!?」

　二人して見上げた空は、いつのまにかどんよりとした灰色の雲に埋うまっていて。

　そこから、次から次へと大おお粒つぶの雫しずくが零こぼれてきたと思うやいなや、あっという間に土ど砂しや降ぶりになる。

「やべえ……」

「走るぞ！」




　そこから家まではほんの数分、という距きよ離りだったけれど、玄げん関かんをくぐった時にはもうお互たがい全身ずぶ濡ぬれになっていた。

「なんだよ、このバケツをひっくり返したような雨！」

　スカートを絞しぼりながら悪態つくおれを見て、煌がぶっと噴ふき出す。

「和希、おまえ、ひっでー格好！」

「なっ、おまえだって人のこと言えた義理かよ！」

「俺は『水も滴したたるイイ男』だから」

　ふてぶてしく言い放った煌だが、否定できないのが腹立たしい。

　髪かみをかき上げてもなお、端たん整せいな鼻筋や頰ほおに流れ落ちていく雫といい、ほどよく逞たくましい肢し体たいに張り付いた制服のシャツといい、姉貴がみたら盛大に鼻血をぶっ放しそうな色気が漂ただよっている。

「自分で言うなよ、バカ」

　悔くやしかったのでそれだけ返して、びっしょりで気持ちの悪い上着を脱ぬごうと、セーラー服の裾すそに手をかける。

「おい、やめろ、こんなとこで……!?」

　ギクリと焦あせったような煌の声を無視して勢いよくガバッと脱いでみせた。

「！」

「ふはははは！　期待させて悪かったな。タンクトップ着てましたー」

「……にゃろう」

　拳こぶしを握にぎって呻うめいた煌は、心もち赤面しているように見える。

　ざまーみろ。おれだって、やられっぱなしじゃねーんだ！

「タオルとってくる。和希、先にシャワー使えよ」

　ため息をつきながら、家に上がっていく煌。

　……そういえば、さっき道みち端ばたで言いかけてたことってなんだったんだろう？

　気になったけれど、今いま更さらもう一度蒸むし返しても、またはぐらかされてしまうだけだという予感がした。
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　あっという間に日々は経過し、今日は六月下旬の土曜日──軽音甲こう子し園えん都大会当日。

　ＣＤ予選を突破した十組が、ステージ発表に臨のぞむ。会場には六名の審しん査さ員いんの他ほかに、五百名ほどの観客が集まっていた。

　予選通過後も練習を重ね、みんなで意見を出し合って更さらに改良したり、ライブハウスに行って他のバンドのパフォーマンスを参考にしたり……試行錯さく誤ごを繰くり返した結果、かなりいい感じに仕上がった。自分の歌のことはなんともいえないけど、演奏だけなら高校生バンドとしては突とつ出しゆつしたレベルだと思う。

　姉貴の捜そう索さくは細々と続けているけど、元の世界に帰る手がかり同様、相変わらず見つかる気配はない。

　この大会を勝ち進んで、有名になること。それ以外にできることが思いつかないし、練習に打ち込むことで色々な不安も忘れられるので、とにかく全力でバンド活動に励はげんできた。

　その成果が、いよいよ問われるわけだ。目指すは当然──優勝！

　楽屋にスタッフが呼びに来て、いよいよかと緊きん張ちように身をこわばらせるおれの肩かたを、悠斗、王子、煌がすれ違ちがいざま、順に叩いて先に行く。

「ここまできたら、あとは余計なこと考えずに、音にだけ集中しろ」

「あれだけ練習したんだから、大だい丈じよう夫ぶ」

「本番は、思いっきり楽しんでいこうぜ。音楽は『音を楽しむ』ものだからな」

　──よし、やってやるぜ！




「エントリーナンバー７、私立美楠学園『COLORFUL』。曲は『Party Game』」

　アナウンスと共に幕が上がるや、瞳に飛び込んでくるスポットライトの光が強烈過ぎて、視界が真っ白になる。眩まぶしくて観客が見えないのは、緊張せずにすんでちょうど良かった。

　煌のシンバルの四連打がスタートの合図。

　キーボとベースで、曲の中で幾いく度ども繰り返されるキーフレーズを同時に奏かなで、一気にテンションが膨ふくれ上がる。

　最高のリズム感で打ち鳴らされる、心躍おどるようなドラム。

　安定感抜ばつ群ぐんの、深いところにビンビン響ひびいてくるベースライン。

　イントロからグッと惹ひきつける、明るく流りゆう麗れいなキーボのメロディ。

　やべえ、こいつら、無む茶ちや苦く茶ちやいい音出してくる。おれだって、負けないぜ。

　願わくば、聴きいてるみんなも一いつ緒しよに参加してくれよ──レッツパーリー！




　ステージが終わり、幕が完全に下りると、おれはへなへなとその場にへたり込んでしまった。

「大丈夫か？」

　一番傍そばにいた悠斗が、手を差し出してくる。

「ごめん……おれ、まさか、こんなことになるなんて」

　たぶん、おれの顔色は真っ青になっていたと思う。

　最初は良かったんだ。バンド演奏に合わせて無心に歌ってただけなんだけど。

　途と中ちゆうから目がなれて、客席の様子が見えてきて。高校生を中心に集められた観客が、みんな、顔を輝かがやかせて、身体からだを揺すって、おれ達の音に乗ってくれてるのがわかって、テンションが振ふり切れた。

　客席には、腕うでを組んでしかめっ面つらでこっちを睨にらむ魔ま王おうもいたけど、ひろやかんな、学校の知り合いの姿も見つけて、そいつらのとびきりの笑え顔がおがまた嬉うれしかった。

　気分がグングン上じよう昇しようしていって、いつのまにか飛び跳はねて、ステージを走り回って……やっべー、楽しすぎる～っと舞まい上がりまくったせいで──なんと、二番のサビの歌詞が頭から丸っきり抜ぬけてしまったのだ。

　どうしようもなくて、以降、全すべて「ラララ～」で乗り切ったという力ちから業わざ。

　……みんな、本当にいい演奏してたのに、おれのせいでぶち壊こわしだ。

　頭を抱かかえるおれに、悠斗の反応は意外なものだった。

「いや、上出来だろう」

「どこが!?　そんな遠えん慮りよせず、罵ののしってくれたっていいんだぜ」

　食ってかかるおれの肩に、「落ち着けって」と手を置いたのは煌。

「おれも、別に問題なかったと思うぜ」

「和希ちゃんも、パニックを表には出さずに楽しそうに歌っていたからね。お客さんも一緒に歌ってくれてたし、最初からそういう楽曲だと思ってもらえたかもしれないよ」

「……本当に？」

　とても信じられなくて、三人の顔を見回すと、全員が自信たっぷりにはっきりとうなずいた。うう、マジで大丈夫だろうか……怖こええよおお。




　──そして、運命の結果発表。

「優勝は──エントリーナンバー４、私立真ま海かい学園『Der Luxustod』」

　……予選、敗退。目の前が真っ暗になったような気がした。

　ああ、やっぱり、ダメだったんだ……バカバカおれの大バカ者。もう、悔くやんでも悔やみきれない……。

　さも当然といったように、表情を変えずにステージ前方へと出て行く魔王たちの姿をみながら、失意に打ちのめされていたところ、次のアナウンス。

「また、惜おしくも優勝には届きませんでしたが、今後に期待するバンドとして、エントリーナンバー７、私立美楠学園『COLORFUL』には、審査員特別賞が贈おくられます。以上の二校は、関東大会のステージでもがんばってください」

　──ベタだ──！

　クソッ、このベタすぎる展開に気づかなかった自分が悔くやしい！

　勝ち進めたのは嬉しいものの、なんだかどっと疲つかれたおれだった。がくり。
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　帰りの準備をするといっても、ボーカルとドラムは楽ちんだ。

「玄げん関かんで待ってるぜ」

　何かと持ち運ぶ機材の多い二人に声を掛かけて、煌と一足先に楽屋を出た。

「にしても、おまえって、度胸あるよなあ」

　感心したようにそう言われて、おれは危あやうく転びかける。

「なんだよ、イヤミ？　いや、叱しつ責せきは甘んじて受けるけどな」

　恨うらみがましく見上げると、「そんなんじゃなくて」と苦く笑しようする煌。

「本心から。歌詞は飛んだけど、それって、ステージに夢中になりすぎてって感じだっただろ？　初めての大だい舞ぶ台たいで、そこまで楽しめる奴やつもそうそういないって」

「それは……おまえらが、あまりにもいい音出すからさ。勝手に体がガーッと熱もって、抑おさえきれなくなったんだよ」

　あまりにも短たん絡らく的かつ衝しよう動どう的てきなこの行動パターンは、自分で分ぶん析せきしてみても少々情けない。案の定、煌の口からはプッと息が漏もれた。

「おまえって……マジで、単純だな」

「そーだよ、どーせ単たん細さい胞ぼうの熱血バカ。それはもう、よーっく身に染しみたから！」

　ふてくされ気味に言い捨てるおれに、ハハハッと愉ゆ快かいそうに身を揺ゆすってから、煌は言った。

「俺はおまえのそーゆーとこ、好きだぜ」

「ああ、ハイハイ、ありがとな。……けどさ、魔王との勝負を考えると……」

　途と端たんに、煌の表情もさっと曇くもる。

　優勝と、審査員特別賞。どっちが上かと問われれば、敗北を認めざるを得ないだろう。

　暗あん澹たんとした気分で自動扉とびらをくぐって会場の外へでたおれ達は、ギクリと足を止めた。

　──なんというタイミング。入り口付近に、えらくど派手な集団が溜たまっていたのだ。

　そう、今もっとも遭そう遇ぐうしたくなかった相手……真海学園の魔王軍団。

「おーっと、負け組さん達じゃあありませんか」

　こっちの姿を見つけたロンが、嫌いやな笑いを張り付かせながら、近寄ってきた。緊きん迫ぱくして全身を強こわ張ばらせるおれ達。

「『決着をつけるなら音楽で』つってたけど、この結果には、どういうアクションとってくれるのかなあ？　とりあえず、ジャンピング土下座でもいっとく、煌ちゃん？」

　ロンのいたぶる様な台詞せりふに、煌はグッと拳こぶしを握にぎり締しめていたが、やがてふーっと息を漏らした。覚かく悟ごを決めた瞳ひとみ。

「負けは負けだからな」とドサリと鞄かばんを投げ出し、膝ひざを突つくような気配を見せたので、おれは焦あせってその腕をつかんで制止する。

「待て！　煌は完かん璧ぺきだった！　負けたのは、おれのせいだ。土下座でもなんでもおれがするから、それで勘かん弁べんしてくれ！」

「和希、おまえ何言って」

「うるせえ！　煌も悠斗も王子も、プロ顔負けの最高の演奏してたんだ。減点対象になるのは、どう考えたって歌詞忘れたボーカルだろ。足引っ張ったのは、おれだ。おれが責任取る！」

　断固として宣言して、進み出た。

「ほう……おもしろい」

　口元に笑みを浮うかべながら、ゆらり、と前に歩み寄ってくる魔王。

　長身の煌よりも更さらに高い位置にある艶えん麗れいな面おも立だち、その中でもとりわけ印象的な切れ長の瞳が、強い光を宿して、こちらを見下ろした。

　その威い圧あつ感かんに、ゾクリ、と背筋が震ふるえたが、気力だけは負けじと睨み返してやった。

「旺眞！　和希に近づくんじゃねえ……畜ちく生しよう、放せ、てめーら！」

　煌が、ニヤニヤと成り行きに注目するロンともう一人の男メンバーに羽は交がい締じめにされて身動きできなくなってるのが視界の隅すみっこに映ったが、おれは目の前の魔王と対たい峙じするだけでせいいっぱいだ。ちょっと気を抜けば、膝が崩くずれ落ちそうだった。

　それにしてもなんだろう、かすかに妙みような香かおりのようなものが鼻について、くらくらする。不快なものではなく、どっちかというと、いい匂においなんだけど……？

　不意に、魔王の手が、伸のびてくる。──殴なぐられる！

　とっさに目をつむったおれは、次の瞬しゆん間かん、顎あごをクイッとつかまれ──唇くちびるを、塞ふさがれていた。




　────。────。────。

　コノ　クチノナカ　ヲ　ウゴメクモノ　ハ　ナンダ？

　ブブーッ、ハンベツ不能。

　思考回路、カンゼン停止。




　人間離ばなれした美しい顔が、満足そうな微笑を漏らしながらゆっくりと離れていくのを、おれは、ただ呆ぼう然ぜんと見ていた。

「……フン、いかにも稚ち拙せつであるのに、不思議と昂たかぶる。勝利の証あかし、確かに受け取った」

　それだけ言って、悠ゆう然ぜんと立ち去っていく。

　自分の膝の力が抜ぬけて、その場にへたり込んだ、気がした。

「──ざけんな、旺眞ぁっ！」

　激げき怒どした煌が声を半分かすれさせながら吠ほえ、両りよう腕うでに絡からまっていたロンたちを力任せに振ふりほどくのも、そこで到とう着ちやくした悠斗と王子が、魔ま王おうに殴りかかろうとする煌をあわててまた押さえつけるのも、まるで別世界の映像をみるようで。

「放せ！　あいつ、絶対許さねえ！」

「落ち着け、何があったかは知らないが、こんな場所で暴れるな」

「問題を起こして出場停止にでもなったら、一番困るのは誰だれだかわかってる!?」

　いさめられた煌が、悔しそうに大きく顔を歪ゆがめるのまでは覚えていたが。

　そこで、おれの意識は、ぷつりと途と絶だえた──。







　目覚めたのは、会場の医務室だった。すぐ近くで椅い子すに腰こし掛かけていたらしい悠斗と王子が、のぞき込むようにして尋たずねてくる。

「大だい丈じよう夫ぶか？　和希」

「ごめんね、寝ねている女の子の顔を見ているなんてマナー違い反はんかとも思ったんだけど、心配で。気分はどう？」

　気分はむろん、最悪だ。

「悪い、ちょっと貧血。別に体を壊こわしたとかじゃねーから、心配すんな」

　とにかく怠だるかったが、いつまでもここに寝ているわけにもいかないだろう。

　起き上がりながら部屋を見回すと、少し離れたところに座るひろと、入り口付近で壁かべにもたれて立っている煌の姿もあった。

　煌は、おれと目が合うと、痛みをこらえるような複雑な表情になり、そのまま黙だまって部屋を出て行った。

「何があった？　金城に尋ねても、言葉を濁にごすだけだった」

　悠斗に聞かれたが、おれも、とても説明する気にはなれない。

　ギュッと掛かけ布ぶ団とんのカバーを握りしめていたところ、ひろのぶっきらぼうな声が響ひびいた。

「ねーちゃん、真海学園の人にいきなりキスされちゃったんだよ」

　～～～～見てたのかよ！　てか思い出させないでくれ！

　改めて、全身が粟あわ立だった。ぐあああああああ、おぞましい！

「……黒川旺眞……とかいったか」

　低く唸うなり、拳を握って立ち上がった悠斗の全身には、なにやらメラメラと青白い炎ほのおがたぎっていた。

「繰くり返すけど、暴ぼう力りよく沙ざ汰たはまずい」

　その腕うでをグッと引き留めた王子も、凍こおりつきそうな冷気をまとって見えるのは気のせいか。

「──僕だって、はらわた煮にえくり返ってるよ？」

　気のせいじゃなかった。てか目だけ冷たく光らせて薄うす笑わらい浮かべるとか、怖こわすぎなんだけど！

　しかし。

「そうか……倒たおれてしまうくらい、ショックだったんだね」

　おれに視線を向けた王子は、またいつもの穏おだやかな王子に戻もどっていた。気き遣づかわしげな、慈いつくしむような眼まな差ざし。

　こいつらからしたら、ヒロイン、めっちゃ純情少女に見えるんだろうな。おれの受けたはかりしれないダメージなど、想像できるはずもない……。

　ゾーッと全身を突き抜ける悪お寒かんの嵐あらしに身をすくませながら、おれは、意識を改めた。

　忘れちゃダメだ、この世界は異常なのだ。

　バンドが意外と楽しくて、好意を向けられても受け流すことに慣れてきて、どうせ逃のがれられないのならと最近微び妙みようにこの生活を満まん喫きつしていた節があったが、あまりにものんき過ぎた。

　今までの経験から推測するに、ここはきっと、何かの少女マンガの世界。それも、ヒロインが美形の男どもに囲まれてちやほやされまくる「逆ハーレムもの」ってやつだろう。

　いつのまにか男友達とつるむようなノリでやってたけど、そうして油断しまくった結果が、この悲劇。

　一刻も早くここから脱だつ出しゆつしなければ、「おれ」という存在が危あやうい気がする。

　……とはいえ、どうすれば良いか相変わらず見当もつかないのだが……。




　ああ、本当に、どこにいるんだよ……姉ちゃん！







　その日は、行きは電車だったのだが、帰りは悠斗も一いつ緒しよに王子が車で送ってくれた。

　おれが「もう忘れたいからあの話は蒸むし返すな」と伝え、努めて普ふ段だんどおりにふるまったせいか、二人もそれに合わせてくれた。

　煌はすでに荷物ごと会場を去っていて、自宅へ帰ってきたのも、深夜になってからだった。

「おかえり」

　ガチャリと鍵かぎを開けて中に入ってきた煌は、出で迎むかえた（たまたまそろそろ寝ようと戸締まりをしにきただけだけど）おれを見てギクリと全身を硬こう直ちよくさせてから、うつむいたまま靴くつを脱ぬぎ、無言で二階へ上がろうとする。

　──なんか、無む性しようにムカついた。

「無視すんじゃねーよ！　なんでおまえがそんないかにも傷ついたって顔してんだよ！」

　おれの一いつ喝かつに、煌の背中が立ち止まった。それでも、振り向こうとはしない。

「おれはもう、アレは犬に嚙かまれたもんだと思って忘れることにした！　けどおまえがいつまでもそんな態度じゃ、忘れようにも忘れられねーだろ！」

「…………」

　背を向けたまま、ただその両の拳こぶしが握にぎりしめられたのがわかった。

「目の前で何もできなかった、そういう男のプライドみたいなヤツがあるのはわかるけど、当事者はおれなんだよ！　おまえまで被ひ害がい者しやぶってんじゃねえよ、情けねえ！」

　──いつも潑はつ剌らつとして、屈くつ託たくなくて、飄ひよう々ひようとなんでもこなして。

　二次元キャラってわかってても、こういう男になれたらいいよなって憧あこがれみたいな気持ちがあった。だから。

「おまえのそんな女め々めしい面つら、いつまでも見ていたくねーんだよ……」

「…………」

「そもそも責任取るって前に出たのはおれだし、おまえはどーしよーもなかっただろ？　どうしても自分が許せねえっつーなら、明日、おれのために超豪ごう華かな夕食作れ。それで全部チャラにしてやる！」

　有う無むを言わせない命令口調で言い渡わたしても、しばらく煌は無言だった。

　怒らせたか……？

　大声を出したせいか次し第だいに冷静さが戻ってきて、言い過ぎたかも、と内心ビクビクしながらも、早く何か言ってほしくて、また横おう柄へいに付け加えた。

「関東大会進出のお祝いだ！　文句あっか？」

　ふーっと大きなため息を漏もらし、煌が振り返った。




「……ケーキも焼くか？」




　ちょっと疲つかれたような笑え顔がおで、そう尋ねてくる。

　心底ホッとして、おれの顔はきっとめちゃめちゃ緩ゆるんでたと思う。




「当然！」
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　都大会翌日の日曜日。おれは睡すい眠みん不足でボーッとする頭で、繁はん華か街がいへ来ていた。

　家にいるとふさぎ込んでしまうので、久々に買い物をしまくって、最後に本屋に足を運ぶ。期末テスト対策で、かんなにおススメされた参考書があるんだ。

「『猿さるでもわかる数Ⅰ虎とらの巻まき』……これか」

　本ほん棚だなのちょっと高いところにあるそれに背せ伸のびして手を伸ばしたら、ちょうど同じタイミングで同じ本に興味を持ったらしい誰だれかと指が触ふれあった。

　すらっとした細身の長身に、理知的な容よう貌ぼう。眼鏡をかけていたので一瞬戸と惑まどったが、見知った顔だった。

　愛あい想その欠片かけらも無いのになぜか甘く響ひびく低音が、名前を呼ぶ。

「和希……」

「悠斗じゃん。奇き遇ぐうだな～」

　二次元ではすげーベタだけど。

　悠斗はうなずいてから、ひょいと参考書を抜ぬき出し、ホラ、とそれで軽くおれの頭をたたいた。譲ゆずってくれるらしい。

「最後の一冊だけど、いいのか？」

「かまわない。もともと、おまえにどうかと思って手を伸ばした」

「そう、なんだ。サンキュな。……眼鏡って、珍めずらしいな」

「今朝はコンタクトの調子が悪かったんだ」

　へー、コンタクトだったんだ。意外。

　それにしても眼鏡もよく似合う。超ちよう、頭良さそう。実際いいんだけど。

　ついまじまじと眺ながめていたところ、悠斗の眉み間けんに、かすかなしわが寄せられた。

「……おまえ、昨夜ゆうべはちゃんと眠ねむれたのか？　顔色がよくないぞ」

「ああ、ちょっと夜よ更ふかししちゃって……ベッドに入ってからも、嫌いやな夢ばっか見ちゃってほとんど寝ねれなかったんだよ」

　これは魔王のせいだ。奴やつに迫せまられる悪夢を見ては飛び起きての繰くり返しだった。

　悠斗は気き遣づかわしげにちらりと瞳ひとみを揺ゆらしたが、出た台詞せりふは毒どく舌ぜつだった。

「馬ば鹿かか。買い物なんかにきてる場合じゃないだろう。家で寝てろ」

「大だい丈じよう夫ぶだって。んなことより悠斗、これから空いてる？　帰って勉強教えてくれねーか？　煌は今日もバイトで頼たのめないしさ……今度の期末、ヤバそうなんだよ」

　拝おがみ倒たおすおれに、「それは別にかまわないが……」とうなずいた悠斗だったが、ふと、おれの両手に提さがった袋ふくろに気づくと、呆あきれたように吐と息いきを漏らした。

「……すごい荷物だな」

「ああ、ちょうどセールやってたから、つい」

　折しも先日、弥生さん（『和希』の母ちゃん）から今月は生活費多めに振ふり込んどくから、夏物でも買いなさいと手紙がきてたんだよな。とはいえ女物の服とか買ったことないから、店員さんに尋たずねたところ、親切にあれこれおススメされて……気づけばこんなことに。

「どうせまた店員の薦すすめを断りきれなかったんだろう」

　げ、なんで読まれてんだ……とギョッとしたが、悠斗がおれから荷物を全部とって歩き出したので更さらに焦あせった。

「おい、自分で持つからいいって」

「重いものを持ってフラフラされると、危なっかしい」

　……ま、いっか、楽だし。

「悠斗はなんの用事だったんだ？」

「楽器屋に予備の弦げんと楽がく譜ふを買いにきた」

「へえ。この辺にお気に入りの店があるんだ？」

「ああ」

「……楽器屋と言えば、こないだテレビのバラエティでやってたんだけど、『みんなま～るくタ●モトピアノ～』ってＣＭあるじゃん。あれ聴きくと、泣いてた赤ちゃんが泣きやむんだって！」

「ああ、俺もその話は聞いたことがある……ちょうど子どもの興味をひくような音の変化や周波数をもつのかもしれないな」

「実験でもほんとにみんなピタッと泣き止やんでてさ。マジすごかった。不思議だよな～」

「そうだな」

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

　おれが黙だまると、会話はなくなった。無口な奴……。

「悠斗は服とかどこで買う？」

「興味ない。男が服に気を遣つかってどうする」

　あっさり切られた。

　煌はジーンズをはき倒してるけど、ベルトやハットなんかの小物使いはさりげにオシャレだ。

　王子はシャツとネクタイ、もしくはループタイが基本の洗練された英国風トラッドファッション。

　全身黒ずくめに、ブランドものっぽいシンプルなシルバーアクセを身に着けてる魔王も、こだわりありそうな感じだった。

　でも悠斗は母ちゃんにおまかせ派か……ちょっとホッとする。この様子だと、きっとコンタクトにしたのもその方が剣けん道どうで便利だったから、とか機能性を重視した結果なんだろうな。

　ま、結局はイケメンだから何着ても似合うんだけどさ……あ、なんか腹立ってきた。けっ（←やっかみ）

「──おい、和希、何処どこに行くつもりだ！」

　不意に悠斗の鋭するどい声が耳を打ち、おれはギクリと足を止めた。

　たどり着いたのは渋しぶ谷や駅。

　来たときは原はら宿じゆくで降りたけど、ここからでも帰れるはず……だよな？

　悠斗は首を傾かしげるおれの手首をつかみ、「ＪＲはこっちだ」とひっぱる。

「気を付けろ、お前にここの地下ダンジョンはまだ早い。一度迷い込んだら無事では済まないぞ」

「ぶっ、大げさすぎるだろ！」

　確かに『和希』は破は滅めつ的方向音おん痴ちで、渋谷駅の地階の複雑さは名高いけど。

　悠斗が真顔で言うからかなりウケてしまった。

「大げさなものか。俺も去年の夏に初めて挑ちよう戦せんしたが、一週間ほど彷徨さまよって結局攻こう略りやくをあきらめた……十分な食料や装備なしで挑いどむのは自殺行こう為いだ」

「どんだけだよ！」

　堅かた物ぶつかと思ってたけど、意外に冗じよう談だんも言う奴らしい。

　それも大おお真ま面じ目めな口調で語るものだから、尚なお更さらおかしかった。

　悠斗はなおも何か言いかけたが、ふとおれの手首をつかんだままであることに気づき、パッと離はなすと、「行くぞ」と背を向けて歩き出した。
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　週が明けて登校したおれは、ちょっとした学園の有名人になっていた。というのも、かんなが朝イチで校内新聞を掲けい示じ板ばんに貼はり付けて、各クラスにも配って回っていたから。

　記事には、おれ達のステージのでっかい写真つきで、軽音甲こう子し園えん都大会での活かつ躍やくが報告されていた。──仕事早すぎだろ。

「なんだよこの煽あおり文句。『美楠が誇ほこるハイパーイケメンバンド、ここに見参！』『世紀の歌うた姫ひめの降臨を、次は君もじかに体感しよう！』……って、大げさすぎるだろ！　周りの視線が痛いんだけど！」

　昼休み。弁当をつつきつつ、校内新聞の紙面をピシピシと叩たたくように抗こう議ぎしたが、かんなは「こーゆーのはちょっとくらい誇こ張ちようするもんよ？」と反省する様子もない。

「ま、私はあながち誇張とも思ってないけどね……美楠のアイドル〈神スリー〉が集結してるのは事実だし、和希もステージに立つと、すごいキラキラしていつもと別人みたいに見えたもん。オーラがあるというか。歌もうまい、以上に、なんていうか、胸に直球で飛び込んでくる感じで。とにかく、めっちゃカッコよかったよ。興奮した！」

「え、マ、マジ？　さんきゅ……」

　慣れない称しよう賛さんの嵐あらしについデレデレになってしまった。

　まあ、過か剰じような褒ほめ言葉は恥はずかしいけど、宣伝してくれるのはありがたいしな……。

「でも観みにきてたなら、声かけてくれてもよかったのに」

「開場前はバタバタしてそうだから、結果発表の後ケータイにかけたんだけど、全然通じなくてね。仕方ないから、先に帰ったのよ」

　あ、そっか。ステージの前に電源オフにして、その後はあのいざこざで夜までずっとそのままにしてたんだった。

「悪い、ちょっとトラブルがあったんだ」

　おれがそう答えると、ちうーっとパックのカフェオレをストローで吸っていたかんなのメガネがキラリと光った。

「そうそう、あんたさ、黒川旺眞にキスされたらしいじゃん？」

「！」

　思わず箸はしでつまんでいたおかずを落としてしまう。なんでこいつまで、んなこと知ってんだよ!?

「あそこのバンドの追っかけの子達が目もく撃げきしたらしくて、すっごい騒さわいでたよ。ま、あの男の手の早さはファンの間でも有名っぽいから、皆またただの気まぐれだろうとは言ってたけど、悔くやしがってたわ」

「……そう、なんだ」

　追っかけ、か。また女の嫉しつ妬とに巻き込まれるのは心底かんべんしてほしい。王子様親衛隊の方は、あれ以来さっぱり出番も接せつ触しよくもないけど。

「けど和希、気をつけなよ。黒川旺眞は病院とかホテルとか色々やってるあの黒川グループの御おん曹ぞう司しであると同時に、『一晩で二十人の処女を落とした魔王』の異名を持つ、超ちよう危険人物なんだから」

「ぶっ」

　かんなの突とつ拍ぴよう子しもない台詞せりふに、おれは口に入れてたおにぎりを噴ふき出しかけた。

　なんだよ、そのふざけた異名！　どーゆー状じよう況きようなんだそれは!?

「なんでも『魔王フェロモン』が出てて、あいつのそばに寄ると、なぜか女はおかしくなるんだって」

　ま、魔王フェロモンー!?　やだ、なにそれこわい。

「そして手を出すのは早いけど、飽あきるのも早い。さんざん放ほう蕩とうの限りを尽つくしていよいよ収しゆう拾しゆうがつかなくなると……あちこちに圧力かけまくって『金で解決』ですって。とにかく関かかわらない方がいいよ」

　うわーん、おれだって関わりたくないよ！　心から！







　今日からテスト週間で部活は休み。放課後、かんなと寄り道して帰ることにした。

　外にはちらちらと雪が舞まっている……六月なのに。

　にもかかわらず、周囲はもはや「またか」くらいの反応で、いぶかしみながらも普ふ通つうに日常生活を送っていた。図太すぎねーか、二次元住民!?

「そういえば、駅前にすっごく美お味いしいクレープ屋ができたんだって！」

　おお、それは行かねばなるまい、と食べにいったクレープはなかなか美味しかったが、その後かんなが「あ、セールやってる～。ちょっと見ていっていい？」と指差した店を見てギョッとした。女性用下着専門店。無理！

「この辺にＣＤ屋ねえかな？」

「二つ先の通りにあるよ～すぐわかると思う」

「じゃ、そっちで待ってる」

　と、別れたのが運うんの尽き。──迷った（ドドーン）

　やっぱこのヒロイン、絶望的方向音痴……とため息をつき、踵きびすを返したおれの視界に、不自然な影かげが一瞬映うつり込んだ。ん？

　目的地を探してウロウロしつつも、それとなく後ろに注意してみると、サングラスをかけたスーツ姿の男がずっと尾ついてきていた。

　なんだあいつ……キモ！

　咄とつ嗟さに駆かけ出すと、スーツ男も走り出した。やっぱ気のせいじゃねえ。おれを尾び行こうしてんだ！

　変質者か、はたまた、異分子を探しているという「政府」の奴やつ!?　おれの正体がバレて捕つかまえにきたとか!?

　──どっちでも、嫌いやだ。

　ゾッとして、テンパって、入り組んだ路地をがむしゃらに走り回るが、スーツ男もしつこく追いかけてくる。

　こわい、こわい、こわい……！

　冷え切った空気の中、ハアハアと白い息を吐はきつつ、ひたすら全速力で走り続けていたが、何度目かの角を曲がったところで、とうとう苦しくなって足が止まった。

　ドキドキと激しく胸打つ鼓こ動どうをなだめながら、後方の様子を窺うかがう──追ってくる気配はない。

　……撒まけたか……？　心底ホッとして、深々と息を吐き出す。

　しかし周囲を見回して、薄うす暗ぐらい、怪あやしい雰ふん囲い気きの路地に入り込んだことに気づいた。

　早く引き返そう……と一歩を踏み出したところで、角の向こうから、いかにもチンピラ然とした男たちが現れた。おれを見るやニヤリと下げ卑びた笑えみを浮うかべる。

「お嬢じようちゃん、激カワイイね～。オレらと遊ばない？」

　がああああ！　せっかく難を逃のがれたと思いきや、まためんどくさそうな奴やつらが！

「美楠の制服ってことは、けっこうお嬢様じゃない？」

「学校のベンキョー以外のことも、いろいろ教えてあげるよ～」

「全力で断る！」

　きっぱり言ってチンピラ達の囲みを抜けようとしたが、腕うでをつかまれ、拘こう束そくされた。

「エンリョすんなよ」

「一いつ緒しよに愉たのしいことしようぜ？」

　べろり、と唇の周りを嘗なめ回して、いやらしい笑みを浮かべる男ども……ひい～キモいキモいキモい！

　と、チンピラ達の表情が変わった。一点の方向へ、ガンを飛ばしている。その視線の先を辿たどると、逆光に佇たたずむ一つの黒い影。

　おれの中に、ピアノの重低音の和音の連打と「おとうさんおとうさ～ん」と泣き喚わめく子どもの歌詞が印象的な、シューベルトの超ちよう有名曲が響ひびき渡わたる。──魔王。

「ああん？　何見てんだ……ごぶう」

　体をかしげてイチャモンつけようとしたチンピラＡは、仏ぶつ頂ちよう面づらの魔王が繰くり出した拳こぶしにあっさり吹ふっ飛んだ。

「チ、チンピラＡー！　てめえ、何しやが……ぐはあっ」

「ぐふっ」

「ぎゃあ～」

　……まさに瞬しゆん殺さつ。

　魔王はピクリとも表情を動かさず高速の拳や蹴けりで迫せまりくるザコどもをやすやすと屠ほふると、フンと不ふ遜そんに鼻を鳴らした。息一つ乱していない。

「あ、ありがとな。助かった」

「別に貴様を助けようとしたわけではない。腹の虫の居所が悪いところで目め障ざわりな蠅はえどもが煩うるさかったから、駆く除じよしたまでのこと」

　不ふ機き嫌げんそうに言い放つと、ギロリとこちらを一いち瞥べつした。

「気分が優すぐれぬ。憂うさ晴らしに付き合え」

「は？　いや、おれは友達ときてるし……」

「先に帰れと命じればよい」

　問答無用でおれの腕をつかみ、ズンズンと勝手に歩き始める魔王。振ふりほどきたくても、ビクともしない。ぎゃー！　拉ら致ちられるー！

　一難去ってまた一難去って、でも結局ピンチに陥おちいってる気がするんですけどー!?







　魔王が入っていったのは、地下の高級そうなバーだった。ちょ、未成年！

　店内には、アクアリウムっていうんだっけ……たくさんの水すい槽そうが展示され、緻ち密みつに配置された色とりどりの熱帯魚やサンゴ、水草などが、青白い光に照らされて幻げん想そう的な水中世界を演出している。

「貸し切りだ」

　魔王が告げると、オーナーらしき人物は「かしこまりました」とすっと腰こしを折った。

　奥にはちょっとしたステージとマイク。その前の大理石のテーブルに魔王が腰を下ろすと、さっとウェイターがきてボトルを差し出した。

　ピンクのドンペリ……だから未成年だろおまえ！

「和希」

　鼻にかかったような艶えん美びな低音で名前を呼ばれ、顎あごでくいっとステージを指し示された。

「何か歌え」

「はあ!?　いきなり何言って……」

「聴きいてやるから、俺のために歌えと言っている」

　な、なんつー無む茶ちや苦く茶ちやな。しかもこんなオシャンティーな店でなにを歌えと!?

　ちょっと悩なやんだが、運ばれてきたカラオケ機にええい！　と入力したのは、かつて社会現象も巻き起こしたというロボットアニメの有名なオープニングテーマ。中ちゆう途と半はん端ぱなＪ─ｐｏｐなんかよりは魔ま王おうの雰ふん囲い気きにしっくりくる気がしたから。

　生ハムをつまみながらグラスを傾かたむける魔王（すごく慣れてる感じがするのがどうかと思う）の前で、マイクを握にぎる。いくぞ。

　上等のスピーカーなのか、流れ出した伴ばん奏そうは高音質だった。

　ああ、やっぱ、ヒロインの声、いいな。ボイトレのおかげか、声量もでてきたと思う。

　とにかく歌いやすいし、テンションあがる曲なので、またいつのまにかノリノリで気持ちよく歌っていた。

　最後のフレーズを叫さけぶように歌いきり、魔王に視線をやると、肘ひじをついて両手を前で組み、そこに口元を隠かくすように神しん妙みような面おも持もちをしていたので、すっ転びそうになった。

「おま、そのポーズ……！」

「？　どうした」

　怪け訝げんそうに眉をひそめる魔王。

「初めて聴いた曲だったが……悪くない。もっと歌え」

　無自覚のゲンドウ!?　実はこいつ、天然キャラ!?

　内心大いにツッコみつつ、もうカラオケにきたと思って気ままに歌うことにした。

　魔王も、聴いているのかいないのかイマイチよくわからないが、マイペースにグラスを傾けながら、目線はずっとこっちに向けていた。

　そんな感じで何曲か流していたときだった。

　いきなりふらっと魔王の体が傾かしいだと思うと、ソファに埋うまるように倒たおれこんでしまった。

「魔王!?　バカ、飲みすぎじゃねーかと思ってたんだ……」

　駆け寄ってみたが、呼吸が荒あらく、ただの酔よっ払ぱらいではなさそうだった。ひたいに触ふれたら、めちゃめちゃ熱い。

「たわけが。酒に酔ったことなぞ一度もないわ……！」

　憎にく々にくしげに言葉を吐き出す魔王は、無理やり体を起こしたが、ひどくしんどそうだった。

「不覚。俺ともあろうものが、ウイルス如ごときにここまでやられるとは……」

「『ウイルス如き』ってじゃあ、風邪かぜか!?　単なる!?」

　重病もちとかじゃあねーんだな？　はあーっ、びびらせやがって。

「急に寒くなったもんな。体調悪いなら家で寝ねてろよ」

「フン、風邪など酒を飲んでいれば治る」
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「てめーはどこののんべえ親おや父じだ！」

　おれのツッコミに魔王はムッとしたように口を開きかけたが、その気力もわかないらしく、ぐったりとしていた。

「病院行くか？」

「……医者は嫌きらいだ」

「子どもみてーなこと言ってんじゃねえよ！」

　ああ、もう、なんなんだこいつ。

　それでも魔王が頑がんとして拒こばむので、結局家に帰すことになった。

　店の前にタクシーを呼んでもらって、乗り込む。気だるげに囁ささやかれる住所をなんとか聞き取って運転手に伝え、たどり着いたのは都心の高層マンション。

　でかい身体をやっとかっと支えて運び、最上階の一つしかない玄げん関かんのインターフォン（この階全部魔王の家らしい）を押したが、応答はなかった。

「当然だ。一人で住んでるからな……」

　弱りながらも尊大に呟つぶやいた魔王が出した鍵かぎで扉とびらを開き、なんとか寝しん室しつのベッドまで連れて行った。あーっ、重かった！

　横たわった魔王は、ハアハアと荒い息を吐き、頰ほおを紅潮させている。

　玉のような汗あせで生え際ぎわの髪かみがしっとりと濡ぬれ、なんだか艶なまめかしい。

　乱れたシャツの襟えり元もとからのぞく、くっきりと浮かび上がった鎖さ骨こつ。胸むな元もとには、少し不思議な、蝶ちようの形の痣あざ──ってなんかおれ、妙みように心臓ドキドキしてるんですけど!?

　心なしか頭がボーッとなって、体も熱い。

　そういえば、いつのまにかどこかから、前にも嗅かいだようなほのかないい香かおりが……ま、まさかこれがかんなの言ってた『魔王フェロモン』ってやつ!?

　ひい～勘かん弁べんしてくれ！　おれはそーゆー趣しゆ味みないから！

　ビシッと自分の両頰を叩たたいて気合を入れなおすと、氷水を洗面器に張って、探し出してきたタオルを浸ひたして魔王のひたいに載のせてやった。

　苦痛にゆがんでいた口元が、心ここ地ちよさそうに少しだけふっと緩ゆるむ。

「実家の電話番号は？　誰だれか来てもらった方がいいだろ？」

「両親は……ともに、仕事最優先だ。忙ぼう殺さつされて、滅めつ多たに家には戻もどらないし、別々に暮らす前から、俺が倒れたからといって帰ってきたことなぞ……皆かい無むだ」

　途と切ぎれ途切れに語られる内容に、一いつ瞬しゆん言葉を失う。

　設定としちゃ、よくある話だ。けど、魔王本人にとっては『設定』なんかじゃない『現実』で、『よくある』なんて割り切れるもんじゃないだろう。

　寂さびしい、よな……。だからといって、同情の言葉をかけてもこいつが喜ばないことはわかった、から、「そっか」とだけ応こたえて顔をしかめて見せた。

「ったく、風邪ひいてるのに雪の中フラフラしてんじゃねーよ」

「俺も、さっさと帰るつもりで、いた……」

「じゃあなんで……」

　眉まゆをひそめたおれに、魔王は呼吸を乱しつつ「貴様のせいだ」と吐はき捨てるように言う。

「貴様にさえ、会わなければ……」

「はあ!?　人のせいにすんなよ！」

　呆あきれてそう返すと、魔王はチッと不本意そうに舌打ちした。

　こいつ、ほっんと態度悪いな……とため息を漏もらした時だった。不意に、熱い掌てのひらが伸のびてきて、おれの手首をつかむ。

　あ、と思ったときにはベッドに引きずり込まれていた。




　おれの頭の左右に両りよう肘ひじをつきながら両手首を押さえ、上から覆おおいかぶさるような体勢をとった魔王は、苦しげな息を吐きつつも、煽せん情じよう的てきな笑えみを浮うかべている。




　ぎょえええええ。

　エマージェンシー。エマージェンシー。緊きん急きゆう事じ態たい発生……！




「アホか！　おまえ、こんなことしてる場合じゃねーだろ!?」

「汗をかけば、風邪の治りは早いという……」

　艶を含ふくんだ漆しつ黒こくの瞳ひとみでじっと見つめられた途と端たん、また例の匂においがして、全身の力が抜ぬけていった。

　魔王の舌先が、首筋に触れる。背筋に奔はしった震ふるえに、おれはビクリと身を弾き──

「ふっざ、けんな──！」

　渾こん身しんの力をふりしぼり急所を蹴けり上げてやったら、魔王は無言で悶もん絶ぜつした。

　その隙すきに、即そく脱だつ出しゆつ。あああああああ危なかった……！　鳥とり肌はだ！　マジで全身チキン肌！




「心配したおれが馬ば鹿かだった！　そのまま朽くち果てて冥めい界かいへ帰れ！」




　叫んで、部屋を飛び出す。

　ったく、腹立たしい！

　あんにゃろー、恩を仇あだで返すような真ま似ねをしやがって……！

　マンションの廊ろう下かを、ドスドスと突つき進んだ。

　……けど。

　全身の恐きよう怖ふがおさまるに従って、脳のう裏りに浮かび上がったのは、ぐったりとした魔ま王おうの弱りきった様子だった。

　あいつ、本当に、具合悪そうだった。

　ガランとだだっぴろい、魔王の家。家具はどれも凝こってて高級そうで、でもどこか無機質で殺風景なあの場所で、たった一人でゼエゼエと苦しむあいつの姿を想像すると、なんだか胸がモヤモヤした。家族がダメなら友達とか呼ぶならいいけど、そーゆータイプとも思えない。

　……があーっ、クソ！　知ったことか！

　おれはむしゃくしゃする気持ちを持て余したまま、エレベーターの降下ボタンを連打した。







「──氷こおり枕まくら！　買ってきてやったから使え」

　戻ってきたおれを見て、魔王は虚きよをつかれたように小さく口を開いた。いつもむっつりと不ふ機き嫌げんそうなこいつが、こんな無防備な顔をするのもけっこう稀き少しよう価値なんじゃないだろーか。

「レトルトがゆと薬も買ってきてやったから大いに感謝しろよ！　言っておくが、今度妙な真似しやがったら本気で刺さす」

　おれが目を据すわらせて果物ナイフを突き出すと、魔王は二、三度瞬まばたきしてから、掌を広げて自分の顔面を覆った。その肩かたが、ククククク……と震えだす。

「奇き妙みような女だ……なぜ、そこまでする。俺に惚ほれてるのかとも思ったが、そうではないらしい」

「当たり前だ！」

「当たり前ではない。俺を拒む女など、未いまだかつていなかった」

　真顔で言うものだから、シバキ倒たおしたくなった。落ち着けおれ、一応こいつは病人だ……。

「ほら、おかゆ、これ食ってから薬だ」

　さしだしたおかゆを素す直なおに受け取り、咀そ嚼しやくする魔王。

「味はどうだ？」

「不ま味ずい」

　……ま、レトルトだしな。

　その時、おれのケータイが鳴り出した。キユー●ー３分クッキングのテーマ。表示は、煌。

「もしもし」

『和希？』

　煌が、受話器の向こうでホッとため息を漏らしたのが伝わった。そーいや、もう午後九時を回ってる。今まで、こんな時間まで出かけてたことなかったな……。

「悪い、夕食、帰ったら食べるから。ラップして置いといてくれ」

『ああ。気をつけて帰れよ……今どこだ？　迎むかえに行ってやろうか？』

「あ～う～……っと、その、かんなの家、だけど、勉強してるうちに遅おそくなっただけだから。まだ何時になるかわかんねーし、迎えはいいよ」

　煌と魔王の険悪そうな様子を思い出して、とっさに噓うそ、ついてしまった。

『…………』

　沈ちん黙もくがなんだか気まずくて、おれは早口で言葉を継つぐ。

「大だい丈じよう夫ぶ、一人でちゃんと帰れるって。もうそこまで子どもじゃねーんだから、心配すんな」

『……馬鹿。子どもじゃねーから、心配なんだろ』

　少し怒ったようにそう言ってから、あんまり遅くなったらタクシー使えよと言い添そえて、通話は切れた。

　もしや夕食、待っててくれたんだろーか。かんなには連れん絡らくしたんだけど、家にも一言言っておいた方がよかったな……。

　反省しつつ、顔をあげると、魔王が怒いかりの形相でこちらを睨にらんでいた。

「貴様……金城煌の女だったのか」

　通話の声が漏れ聞こえたのか？　音楽やる奴やつは耳がいいっていうけど、さすが魔王、地じ獄ごく耳みみ……ってうまいこと言ってる場合じゃねえ！

「だーれーが！　失礼なことほざくな。おれは誰の女でもねえよ！　おれはおれ自身のもんだ！」

　本気でムカついたので全力で怒ど鳴なりつけてやったら、魔王の両目が意表をつかれたように見張られた。

「あいつとは訳あって、一いつ緒しよに暮らしてるだけだ」

「一緒に暮らしていて、何もないわけがない」

「全人類がてめーみたいに下半身主体で生きてると思うなっ！」

　ふむ……？　といかにも不可解そうに首をひねる魔王。

「ったく……にしても、なんでおまえら、そんな仲悪いわけ？」

「……金城煌のドラムは、俺が見み出いだし、俺自らが誘さそってやったのだ。にもかかわらず、あいつはたった二ヶ月でバンドを抜けた。到とう底てい理解できぬ、勝手な理由でだ」

　不機嫌そのもので言い放つ魔王に、拍ひよう子し抜ぬけした。

　こいつ……もしかして煌のこと、本当はめっちゃ好きだったんじゃないか？　気に入ってたのに一方的な理由で出て行かれて、愛いとしさ余って憎にくさ百倍、みたいな感じに思えてきた。

「勝手な理由ってのは？」

「あいつの母親が俺の父親と不ふ倫りんしているという事実が発覚したためだ。それが明らかになった以上、一緒にやることは出来ない、と──」

　……おいおいおい、急に昼ドラ始まったぞ!?

「いや、ちょっと待てよ。そりゃ、自分の親が仲間の親と不倫してるなんて知って、今まで通り過ごせるわけねーだろ？」

「なぜだ。親は子とは別物だ。親が何をしたからといって、金城煌が気に病やむ必要はなかろう。そもそも、たかが不倫の何が悪い」

　……なるほど、『価値観の不ふ一いつ致ち』か……。

「金城煌の父親はとうに他界している。そして俺の両親は、ともに無数の愛人をもつ。別に誰だれが苦しむわけでもないのに、何をそんなにあいつが悩なやむ必要があるのか、わからぬ」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで話す魔王に、深いため息がもれた。

「なんでも自分の物差しで測れると思うな。おまえはもっと、人の立場にたって想像することを覚えるべきだぜ」

　そう諭さとすと、魔王はムッとしたように口を開きかけたが、結局何も言わなかった。

　どうやらまた体調が悪化してきたっぽいし、そんな体力もないのだろう。

「ほら、食べ終わったなら薬、飲め」

「……口移しでなら飲んでやっても良い」

「いっそ息の根止めてやろうか……？」







　魔王は結局薬を飲まなかった。

「飲酒の後の風邪薬は危険なのだ。馬鹿め」とのこと。最後の一言が余計だっつーの。

　その後しばらくは苦しそうだったが、一時間ほど寝ていたら多少落ち着いてきたようだったので、さすがに帰ることにした。

「待て……アシ代だ」

　魔王が懐ふところから取り出した万札の束に、盛大に吹ふいた。何センチあんだソレ。

「おれは海外在住かよ！　……釣つりは次会えたとき返す」

　一枚だけありがたく頂ちよう戴だいしたら、魔王は不服そうに唇くちびるを尖とがらせたが、何も言わなかった。眠ねむくなってきてるっぽい。

「ちゃんと治るまで夜遊びは控ひかえろよ」

「俺に意見するなど、小こ癪しやくな……」

　偉えらそうな口調も、弱っているせいか、妙みようなおかしみがあった。

　思わず口元が緩ゆるんだまま、「養生しろよ」と声をかけ、部屋を後にした。
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　それから約一週間のテスト期間は部活もないし、ひたすら勉強中心の日々を送った。煌や悠斗に教えてもらいながら必死でテスト勉強したから、なんとか追試は免まぬかれた……と思う。

　最後の科目が終わった火曜日の放課後。ホームルームが終わってから、悠斗と連れだって久々に軽音部の部室に向かう。

　扉とびらを開けると、ドラムの調整をしていた煌が「きたな」と笑え顔がおをみせた。

「碧は委員会があって遅くなるから、先にミーティング始めてくれってさ」

　並べた椅い子すに腰こしかけて、いざミーティングスタート。

「それじゃあ……次の関東大会でやる曲、どうする？」

「……関東大会は、九月のステージ発表のみ。演奏曲を今焦あせって決める必要はないと思う。その前に、もっと色々な曲に挑ちよう戦せんしてみて、バンドとしての実力や幅はばを広げるのはどうだ？」

　悠斗の意見に、「賛成」とパチンと指を鳴らす煌。

「なにより、ステージに立つ経験をもっと積んだ方がいい。関東大会前に、ライブハウスでできるだけライブやろうぜ」

「いいな、それ！」

　舞ぶ台たい慣れしてないのが、都大会のおれの敗因だった。経験を重ねれば、舞まい上がることもなくなるだろう。

「やろうぜ、ライブ！」

「俺がバイトしてるライブハウスなら、わりと規模もでかいし、いい予行演習になると思う」

「へえ、おまえ、ライブハウスでバイトしてたんだ？」

「ああ。オーナーは気さくな人だし、ときどきドラムも叩たたかせてもらえるし、いい所だぜ。設備も充じゆう実じつしてる……」

　そこまで話したところで、煌は言葉を切った。トントン、とノックの音が響ひびいたからだ。

　王子ならそのまま開けるはずで、誰だろうと不思議に思いながら扉を開くと、黒いスーツにサングラスという怪あやしい出いで立ちの男達の姿が目に飛び込んできた。

　そのうち、後ろの方に立っている一人には、なんとなく見覚えがあった。そう、こないだ、おれを尾び行こうしてきた奴だ！

「国防庁の黙もく示し録ろく対策課の者だ」と手帳を見せられた瞬しゆん間かん、血の気が引いた。あのスーツ男が「政府」の役人なら、あれで終わるわけないと思ってたけど、案の定……。

　とうとう、おれが異世界人だとバレたわけ!?

「羽鳥和希君だね？　官庁まで同行願おう」

　事務的な口調でそれだけ言って、おれの両りよう腕うでを左右から一人ずつホールドすると、問答無用で連れ出そうとする。

「待てよ。どういうことだ？」

「こっちにも、説明くらい聞く権利はあるはずだ」

　突とつ然ぜんの事態に固まって抵てい抗こうできないおれの代わりに、煌と悠斗が黒服たちの腕うでをつかみ、引き留めた。

「我々は近年の異常気象の解明を目的に、継けい続ぞく的に日本中を観測してきたが、四月のある日を境にこの地区のエネルギー波動に大きな変化が見られるようになった。その後もデータを蓄ちく積せきし分ぶん析せきした結果、彼女が特異点であるという可能性が高いことが判明した。より詳しよう細さいな調査が必要とみなされたため連行する。拒きよ否ひ権は認めない」

　淡たん々たんとしながらも有う無むを言わせぬ口調でまくし立てると、グイッとおれの腕を捻ひねり、外の廊ろう下かに引きずっていく。

「い、痛っ……放せよっ！」

「おい、乱暴はよせ！」

　煌達が気色ばんでなおも止めようとするが、数でも勝まさる屈くつ強きような黒服達にガードされて、どんどん引き離されていくおれ。先の見えない恐きよう怖ふに、目の前が真っ暗になった時。

「いますぐ彼女から手を離して下さい」

　静かな怒いかりが滲にじむ澄すんだ美声が、空間を切り裂さいた。

　ハッと視線を向けると、いつのまに近くにきていたのだろう、王子が、普ふ段だんの柔にゆう和わなこいつからは想像もできないほどの冷たい眼まな差ざしで、男達を見み据すえていた。

「彼女は僕の──北王子碧の、バンドのボーカリストです。意味はお分かりですね？」

　王子の言葉を聞いた途と端たん、リーダーらしき黒服がギクリとしたように表情を強こわ張ばらせた。

　握にぎりしめられていた手が即そく座ざに離され、「失礼いたしました！」と一いつ斉せいにお辞じ儀ぎされる。

　事態が吞のみ込めずポカーンとしている間に、逃にげるように立ち去る黒服軍団。

　それを見送って、ふうっと一度吐と息いきを漏もらすと、王子はこちらに向き直った。

「びっくりしたよね。大だい丈じよう夫ぶだったかい？」

　心配そうな表情でいたわりの言葉をかけてくる王子は、もうすっかりいつもの優やさしげな王子様だ。

　今のは……「王子の大切な人」ってことで、ひとまず調査の手を引いたって感じなのか？

　だけど、官かん僚りよう達を名前だけで撃げき退たいするとか、どんだけの権力者？　単なる金持ちのボンボンじゃありえねーよな。

「おまえって……何者？」

「『COLORFUL』の作詞作曲、キーボード担当の北王子碧だよ」

　しれっとそれだけ答えて、まるで何事もなかったかのように、「またいくつか新しい曲を作ったから、聴きいてほしいんだ」と洗練された動作でおれを部室へエスコートする。

　煌と悠斗は何やら複雑な表情を浮かべていたが、やがて気を取り直したように、同じく部室へと踵きびすを返す。

「……心配しなくても、おまえが異分子だなんて誰も信じてない」

　おれの不安そうな様子に気づいたのか、そう言って悠斗がおれの頭を軽く小こ突づいた。

「ああ、なんでこんなありえねーミスが起こったんだろうな。気にすんなよ、和希」

「ひどい濡ぬれ衣ぎぬだよね」

　煌や王子も、大きくうなずく。

　……おれだってこの世界に来たくて来たわけじゃねーし、責任を追つい及きゆうされても困る。だけど、おれが「異界からの侵しん入にゆう者しや」というのは確かに事実なわけで……。

　今いま更さらながら、自分の保身を優先してみんなを騙だましてるんだ、という罪悪感がじわじわと湧わき起こってきた。

　同時に、これまでは想像上の漠ばく然ぜんとした脅きよう威いでしかなかった「政府」が実体として現れたことで、血の凍こおるような戦せん慄りつと焦しよう燥そうが、全身を駆かけ巡めぐる。

　自分が「排はい除じよされるべき存在」であることが、事実として突つき付けられたショックは、大きかった。

　今日のところは引き下がったけど、いつまたあの黒服達がやってくるかわからない。

　湧わき上がる恐怖に、膨ふくれ上がる衝しよ動うどう──泣き喚わめきたい、いますぐどこでもいいから逃げ出したい……！

　そんな欲よつ求きゆうを必死に抑おさえ込みながら、「今日はちょっと疲つかれたから、帰らせて」と、なんとかそれだけ伝えて、部室を後にした。




　　　　[image: ]




　おれの懸け念ねんをよそに、それから約三週間は何事もなく過ぎていき、学校は夏休みに突入した。

　あの事件から数日は、いつまたしょっぴかれるかと戦せん々せん恐きよう々きよう、生きた心ここ地ちもしなかったが、次し第だいに冷静になるにつれ、新たに浮うかんだ考えがあった。

　そもそも、政府が捕とらえようとやってきたのは、「おれ」が異分子だからなのだろうか？

　もしかしたら、ヒロインを捕らえるというシナリオがそもそも存在した可能性があるのではないだろうか？　そして、これが本来のシナリオ通りの展開なのだとしたら、仮に捕つかまっても何らかの打開策は用意されていると思われる。ヒロインだし。

　とはいえ、「おれ」は間違いなくイレギュラーなわけだから、その辺のギャップがどう影えい響きようしていくかは想像がつかないわけだけど……。

　結論。逃げようにも行き場はどこにもないんだし、元の世界に帰れる気配が微み塵じんもない以上、腹をくくるしかない。なるようになるさ！　……はい、そーです、ただの開き直りです。

　おれは不安から逃とう避ひするように、ますますバンド活動に打ち込むようになっていた。







「ただいまー」

「おかえり！　ここで会ったが百年目！　待ちわびたぞこんにゃろー！」

　スーパーハイテンションで玄げん関かん先さきに飛び出してきたおれに、夕方、バイトから帰宅した煌は目を丸くした。

「何事だ？」

「今日、新しん譜ぷが配られたんだ。王子が作った超ちよう名曲！　関東大会はこれで行こう！」

「へえ……どれどれ」

　靴くつを脱ぬぎながら、おれが渡わたした楽がく譜ふの束に目を通していた煌の口元に、徐じよ々じよに、大きな弧こが描えがかれていく。すべてをめくり終えると、はあーっと深い吐息を漏らした。

「──これは、すげーな。難しい。けど、全パート文句なしで、マジでカッコいい」

「だろ!?　もうおれ興奮しちゃって……あいつ天才だよ！　これをステージで演奏するとか、想像しただけでドキドキする！」

　しゃべりまくっていたおれだったけど、ふと、煌の腕に三さん叉さに走る生々しい傷きず痕あとがあるのに気付き、息を吞のんだ。

　浅手ではあるが、まるで大型の肉にく食しよく獣じゆうにでも引っかかれたような擦すり傷。

「おい煌、なんだ、それ……」

「あ～、ちょっとバイト先でミスってさ。ま、すぐ治るだろ」

「金具にでもひっかけたのか？」

「そんなとこ」

　サラッと答えた煌だけど、こいつ、夏休みに入ってから、早朝からの一日がかりのバイトとか、二泊三日の小旅行とかで家を空けることがすごく増えた。それはいいんだけど、時々、こんな謎なぞの生傷をこさえて帰ってくるのがなんとも奇き妙みようだった。

　謎の傷と言えば、昨日の悠斗も、だ。そしてこっちはもっと意味不明。

　左手に包帯を巻いてたから何事かと尋たずねたら、「ああ、もう治ったはずだな」なんて言いながら目の前で包帯をほどいたのだ。

　露ろ出しゆつした肌はだには傷痕なんて微塵もなくて、結局何だったんだあれは……流行はやりの中二病？　そんなキャラじゃなかったはずだけど。

　首を傾かしげるおれをよそに、煌は楽譜を見ながら「やばい、イメトレだけでも今すぐしてえ……」と呟つぶやいていたが、ハッと何かを思い出したように顔を上げる。

「っと、そうだ、和希、これから空いてるか？」

「ん？　まあ、予定は特にないけど……」

「うちの地元の神社で夏祭りが絶賛開かい催さい中ちゆうらしい。行こうぜ」

「って今日!?　今から!?」

　急展開にビビるおれに、煌は手を口元に添そえると身をかがめ、「わたあめ。イカ焼き。かき氷……」と歌うように耳のそばで囁ささやき始めた。

「おまえ、おれがそんな簡単に食べ物でつられると……」

「焼きモロコシ。カルメ焼き。チョコバナナ。たこ焼き。焼きそば。ラムネ。リンゴ飴あめ……」

　催さい眠みん術じゆつをかけるかのようにうそぶかれる美声とともに、脳内を巡る、甘い誘ゆう惑わく。

　なんだか、こうばしい香かおりが漂ただよってくるような錯さつ覚かくまで覚え……いつのまにかのどにいっぱいたまっていた唾つばをゴクリと飲み込むと同時に、おれは自らの敗北を認めた。

「～～行くよ、行きますよ、連れて行ってください！」







　煌の地元は、電車を一回乗り換かえて三十分くらいの場所にあった。

　駅の近くの神社で催もよおされていた夏祭りは、なかなかに規模がでかく、ものすごい人の数だ。

「さ、どこから回る？」

　そんな言葉とともにさりげなく手をとられて、あわてて引っ込めた。

「な、なにすんだよ！」

「だって、この人ごみだぜ？　ちゃんと繫つないでないと、はぐれる」

「だからって手なんか握にぎれるかよ！」

「じゃあどうするんだ？」

　おれは少し黙もつ考こうしてから、煌のＴシャツの裾すそをギュッとつかむ。

「これでいこう」

「…………」

　煌はぽかんとしたように少し口を開いてから、顔を背そむけ、深々とため息をついた。

「これで素すだからな……」

「なにが。おっと、イカ焼き発見！　突とつ撃げきー！」




　笛や太たい鼓この祭まつり囃子ばやし。屋台の呼び込み。喧けん騒そうとざわめき。

　蒸むし蒸しする夏の夜だが、いくつもの提ちよう灯ちんの光に照らし出される人々の表情は、興奮がにじみ、どこか浮うかれている。この独特のお祭りの空気、どうしようもなく大好きだ。

「お祭りで食べるかき氷って、なんでこんなに美う味まいんだろうな～」

　人の波から少し離れたところでほくほくと甘味を堪たん能のうしていたら、煌が「……うん」とうなずき、かすかな笑みとともにしみじみとしたように言った。

「やっぱおまえは、笑ってるのが一番いいよな」

「～～んなこと聞いてねえし！」

　クソッ、あまりの不意打ちでうっかり赤面しちゃったじゃねーか。

「ほら、あの政府の奴やつらが来て以来ずっと、どっか空元気っつーか、無理してる感じだったからさ」

　さらっと言われて、胸を突かれた。

　もしかしてこの祭りにも、おれを励はげまそうと連れ出してくれたのかな。

「無理してるとか……ねーよ」

「そうか？　ならいいけど……おまえって、基本単純でわかりやすいのに、楽しそうにしてたと思ったらふとした瞬しゆん間かんに不安そうな顔見せたりするじゃん。そーゆーの、すごく気になる」

　てらいのない言葉とともにまっすぐに瞳ひとみをのぞき込まれ、返答に詰つまった。

　元の世界のおれは、今、どんなことになってるんだろう。家族や友達はどうしているだろう。

　姉貴は、無事なんだろうか。この先、いったいどうなってしまうんだろう……。

　途と方ほうもない不安と寂さびしさが不意に湧わき起こり、押しつぶされそうになることがときどきあった。一度考え出すとどこまでも沈しずんでしまうから、普ふ段だんは努めて意識の下に押し込めるようにしていることなのに……。

「ま、誰にでも、話したくないことの一つや二つあるよな。悪い。でも……無理はするなよ」

　ポンとおれの背中を叩たたき、煌はあっさりと話を打ち切った。

　……こいつも、おふくろさんのこととか、複雑な背景あるんだよな。

　おれはコクリと一回うなずくと、半分溶けたかき氷を一気に飲み干して──首の後ろがキーンとなってしばらく悶もん絶ぜつするはめになった。

　……コラ煌、てめえ、笑いすぎ……！




　気ままに縁えん日にちをのぞきつつ、金魚すくいや食べ歩きを楽しんでいたら。

「あーっ！　煌じゃん！」

「うそっ金城君!?」

「うわー、会いたかったー！」

　にぎやかな声とともに、見慣れない男女グループが近付いてきた。

　あっという間に取り囲まれた煌は「おお、久しぶりー」と破顔しながら、「中学の友達」と説明してくれた。そっか、地元だもんな。

「その子、誰だれ？　煌、とうとう彼女つくったの？」

　一人の男子の質問に、無む邪じや気きそのものの笑えみを浮かべていた女子グループが一いつ斉せいに値ね踏ぶみするような視線を送ってきた。マジこええ。

「ああ、こいつは──」

「友達！……煌、おれあっちの境けい内だいの方で待ってるわ。久しぶりだろうし、ゆっくりしていいから」

　それだけ告げて、そそくさとその場から離はなれた。







　屋台の列から外れた境内の方には、祭りの喧騒を逃のがれ、親密そうに話し合ったり、身を寄せ合うカップルの姿が目立った。

　賽さい銭せん箱のそばの石段に座り、ちらほらと目の前を行き交う人々を眺めていたら、やけにきゃんきゃんとテンションの高い女子グループの声が神社の階段の下から近づいてきた。

「ねえ、何から回る？」

「まゆか、リンゴ飴食べたぁ～い」

「旺眞様は、リンゴ飴好き？」

　……ん？　旺眞？

　耳に入った名前に思わず目をやると、果たして階段を上ってきたのは派手めのナイスバディ美女を何人もはべらせた魔ま王おうだった。

「……和希」

　いつもの不ふ機き嫌げんそうな仏ぶつ頂ちよう面づらだった魔王は、おれに気づくと目をかすかに見開き、フッと唇の端はしを吊つり上げた。

「ねえねえ、旺眞様ぁ～」

「うるさい」

　絡からみ付いていた女達を振ふりほどくと、ズンズンとこっちに近づいてくる。

「ちょっと、旺眞様、何……」

「貴様らは即そつ刻こく立ち去れ。邪じや魔まだ」

　振り返り、冷れい徹てつに言い放った魔王に、女達はぽかんと呆あつ気けにとられたように、魔王とおれを見比べる。

「聞こえなかったか。俺を怒おこらせたくなかったら、帰れ」

　ビシリと響ひびき渡わたった宣告に、大きく顔を歪ゆがめながら、女達は上ってきたばかりの階段をまた降りていく。全員が去り際ぎわ、おれを憎ぞう悪おのこもった瞳ひとみで睨にらみ付けてから。

　──なんでここで恨うらむのが魔王じゃなく、おれなんだよ……不条理だろ。

「久しぶりだな」

「久しぶり……だけど、おまえ、今の扱あつかいはあんまりだろ？」

　立ち上がってパンパンと砂をはたきながら、非難の言葉を投げたおれを、魔王はフン、と鼻であしらう。

「いつのまにやら勝手についてきた有う象ぞう無む象ぞうどもよ。俺の行動の決定権は俺のみにある。俺は、今宵こよいはおまえと過ごす」

　勝手にそう宣言すると、おれの肩かたを抱だきさっさと歩き出す魔王。

「行くぞ」

「ば、馬ば鹿か言うな！　放せ、おれだって連れがいんだよ」

「関係ない」

「ないわけあるか！　おまえワガママすぎ。いつもなんでもかんでも自分の思い通りになると思うなよ」

　手を振り払はらいきっぱり言ってやると、魔王の顔がみるみる険しくなった。

「なぜ……おまえは……！」

　苛いら立だたしげに呻うめいてから、鋭するどい目で見み据すえてくる。

「──何が欲しい？　欲しいものは、なんでも与あたえてやる」

「!?」

「金か？　ダイヤか？　ブランド品か？」

「んなもん……興味ねーよ」

　いいながら、ゆらり、と迫せまってくる魔王の迫はく力りよくに圧おされて、徐じよ々じよに後ずさる。

「目が眩くらむような宝ほう飾しよく品ひんも、頰ほおが溶とけるような美酒佳か肴こうも、甘美な忘我と恍こう惚こつも……俺の元にくればいくらでもくれてやる」

「なに言って……」

　ドン、と背中が大きな木にぶつかり、行き止まる。

　おれの左右に両手をついて見下ろしながら、艶えん美びな低音で魔王は囁ささやいた。

「あんな女ども、千人集まろうと、おまえには及およばない」

「……！」

　すぐ間近で切なげに揺れる、漆しつ黒こくの瞳。

　蠱こ惑わく的な香りが鼻び腔こうをくすぐり、脳が痺しびれ、力が抜ける。

「俺の女になれ……和希」

　耳元で吐と息いき混じりに懇こん願がんされ、ゾクリ、と自分でもよく分からない感覚に肌はだが粟あわ立だった刹せつ那な──

「和希から離れろ。旺眞」

　鋭い刃は物もののような声が空間を切り裂さき、魔王はピタリと動きを止めた。

「また俺の邪魔をするのか、金城煌」

「邪魔なのはおまえだ。和希はもともと俺と来た。いますぐ離れないと──」

　絶対零れい度どの怒いかりを目に宿しながら、両手を強く握にぎりしめる煌。

　魔王は凍こおりついたような無表情でゆるゆると身を起こすと、フン、と嘲あざけるように鼻を鳴らした。

「もともと？　だからどうした。これは俺のものだ。貴様などに譲ゆずる気はない」

「──譲るとか譲らないとか、人のこと物みたいに言うんじゃねえ！」

　響き渡ったおれの一いつ喝かつに、二人がかすかに身じろぎした。

「魔王、煌の方が筋が通ってる。悪いけど……」

　そう言いながら離れようとしたおれに、魔王の眉まゆが跳はね上がった。

「……なるほど」

　愕がく然ぜんとしたような表情から一転、美しい冷れい笑しようを口元に浮かべながら、その次に魔王が吐はき出した言葉は。

「泥どろ棒ぼう猫ねこの息むす子こも、泥棒か」

「──！」

　パン、と乾かわいた音が響いた。

　切れ長の目をいっぱいに見開く魔王。煌も、飛び出しかけた拳こぶしもそのままに、固まっている。

「いい加減にしろ。……行こうぜ、煌」

　赤みを帯びていく魔王の片頰を一いち瞥べつしてから、おれはくるりと背を向けて、早足で歩きだす。本気で叩たたいた右の掌てのひらが、じんじん痛かった。

　黙だまったまま歩き続けて、ずいぶん遠くまで来たときに一度だけちらりと振り返ってみると、黒いシルエットがさっきと同じ場所でまだそこに佇たたずんでいた。







　祭りを冷やかす気分でもなくなってしまって、結局その後すぐに家に帰ることにした。

　電車でもお互たがい言葉少なだったが、駅からの歩きの夜道で、目線は前に向けたまま、煌がぽつりと語りだした。

「俺の母親、旺眞の父親の愛人なんだ。俺が中二になったばっかの時から……今も」

「……」

　おれの歩ほ幅はばに合わせた、ややゆっくりの速度で歩きながら。端たん整せいな横顔のまま淡たん々たんと続ける。

「これがまたどーしよーもない恋れん愛あい体質で、うちは父親いないんだけど、物心ついた時からいつも家には男の出入りが絶えなくてさ。およそ母親らしくない母親だったけど……それでも、女手一つで俺を育ててくれた彼女のことは、内心では尊敬してた」

　彼女。一歩引いたような言い方に、胸がギリッと痛んだ。

「俺は、彼女の新しい恋こい人びとが旺眞の父親だなんて知らないで、中二になってすぐ、同じクラスだった旺眞とバンドを組んで……夏前に、その事実を知って、脱だつ退たいした。校内でも噂うわさが広がって、表立っていじめられたりってことはなかったけど、いたたまれなくて、学校もさぼりがちになって……もう何も信じられなくなって、すげー苦しかった。だけど……」

　青白い蛍けい光こう灯とうの下、煌はそれまでの感情を押し殺すようだった表情を少し和やわらげて、俺の方を見た。

「その時に俺を救ってくれたのが、和希……おまえだったんだ」

「……おれ？」

　うん、と静かな声で頷うなずいてから、ガードレールに腰こしを掛かけるようにして、言葉を続ける。

「二年前のちょうど今いま頃ごろ……あの頃ころは今よりもっと視野が狭せまかったから、本当に思いつめてて、もうすごく疲つかれて、何もかも嫌になって……ふっと、死のうと思った。場所を探してフラフラしてるうちに知らない公園にたどり着いて、そこで、たまたまおまえに会ったんだ。

　すごく綺き麗れいな夕暮れの中で、俺が近くにいることも気付かずに、無心に歌ってた。

　薄うす紫むらさきの幻げん想そう的な景色の中に響く、どこまでも澄すんだ、優やさしい歌声に、いつのまにか、涙なみだが溢あふれて止まらなかった。うまく説明できないんだけど……理り屈くつじゃなくて、ずっと心を苛さいなんでいた重くて痛い塊かたまりが、その時、消えていったんだ。そして、こんな綺麗なものがあるなら、それだけで、まだ生きていけると思った」

　脳のう裏りに、四月頃ごろ、おれの歌を聴きいて涙を流していた煌の姿が蘇よみがえった。

　そうか……その頃の記き憶おくがフラッシュバックしての涙だったんだ。

「でも、立ち直りはしたけど、母親の顔は見たくなくてさ。あの人が愛人やるなんてきっと理由はあるんだろうけど……どんな理由があっても、そーゆーのは嫌いやだったから。ずっと避さけてたら、美楠に合格した時、父親の親友だった真治さんの家にこの春から住むようにって言われて……居い心ごこ地ち悪いのはお互い様だったんだよな。──まさか、その真治さんの娘むすめが、あの時公園で歌ってた天使だとは思わなかったけど！」

「いや、天使とか寒いから」

　いったいどんな言葉をかけるべきか、全然わからなかったけれど、最後は煌がおどけるように言ったので、無む理りやり苦笑して、ツッコんだ。

「しかも同じ学校で、許婚いいなずけとかいう話だしさ～」

「許婚……そーいやそーだったっけ。本気で忘れてた」

「あっひでえ。俺達は生まれたときから決められた許婚です。大事なことだから二回言います。俺達は……」

「おれは認めてねえもん」

　いつのまにか軽口の応おう酬しゆうに変わっていた。

　ちぇーっと拗すねたふりをして先に歩き出していた背中に、小走りで追いついて横から見上げると、もう、いつものように飄ひよう然ぜんとした表情。

　……こいつがバイトいっぱいやってるのって、早く自立したいから、なのかな……。

「……かっこつけてんじゃねーよ」

　思わず零こぼれたおれの声は、ほとんど消え入りそうな囁ささやきに近かったが、煌は意表を突つかれたように足を止めた。

「煌は大たい抵ていのことは器用にできる奴やつだけど。だからって、大変じゃないわけねーし、しんどい時もあるだろ。……別にところかまわず弱音を吐けっていうわけじゃねーけど……本当に辛つらいときは、無理して隠かくすなよ」

「……」

　今だって、そうだ。魔ま王おうに対するこいつの感情的な態度を見ても、当たり前だけど、本当はまだこんなに平静に話せる心境じゃないはずなんだ。

　おれに無理すんなとか言ってたけど、人のこと言えた義理じゃねーだろ……！

「がんばりすぎんなよ。これからは、一人でなんでも背負い込もうとすんな。迷めい惑わくとか考えないでいいし。おれは何にもできないけど……できるだけ、力になりたいと思うし。おまえ一人で全部をなんとかできるわけないし、そんな必要はないんだから」

　……こんな仮の姿で、自分のことだってどうなるかわからない状じよう況きようで、無責任な台詞せりふかもしれないけど。どうしても、黙っていられなかったし、心の底からの気持ちだった。

　煌は闇やみの中でしばらく沈ちん黙もくしていたけれど、やがて、ふーっと大きく息を吐き出した。

　かと思うと不意に、いつかのように、ぐしゃぐしゃとおれの頭をかき回してくる。

「わっ～～おまえはまた！　なんなんだよ！」

「いや、おまえってなんか犬っぽいからさあ……」

　しれっと失礼なことをいってから、「ありがとな」と付け加える。

　それが軽い調子だったけど、聞いたことないくらい優しい声だったから。

　おれは急に照れくさくなって、しかめっ面つらのままそっぽを向いた。
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「海だああああー！」

　視界に飛び込んできたキラキラと輝かがやく青の広がりに、おれは歓かん声せいをあげた。

　朝早く集合して、電車に揺ゆられること約一時間半。

　海辺にある王子の別べつ荘そうで、今日から二泊三日の夏合宿だ。

　午前中はみっちり練習して、管理人さんの作ってくれた冷やし中華を食べた後、いよいよお楽しみのフリータイム！

　すでに別荘で中に水着を着てきていたおれは、浜はま辺べに到とう着ちやくするや速そつ攻こうで服を脱ぬぎ捨て、真っ先に駆かけ出して行った。

　輝くような白い砂すな浜はま。青く高い空。エメラルドグリーンとコバルトブルーのグラデーションが美しい海。ってか、綺麗すぎる！　どこの南の島だよってくらいの、綺麗な海。

　そして、全然混こんでない。ここ、二次元なんだなぁとこんなところでまた実感する。

　何気なく視線を巡めぐらせた先に、二つの立派な洋館が見えた。

　一つは、おれ達が滞たい在ざい中の王子の別荘。そこからそう離はなれていない場所に、もう一つ……。

　……そこはかとなく、そのうち知り合いに出会いそうな予感がした。

「和希、ちゃんと準備運動をしてから……」

　後ろから近付いてきた悠斗は、振ふり返ったおれを見て、変なタイミングで言葉を止めた。

　かと思うと秀しゆう麗れいなその面が無表情のままみるみる赤く染まっていったので、ビビる。

「ど、どうした？」

「……準備運動は、しっかりやれよ」

　それだけ言って、自分はそのままざぶざぶと海に入っていってしまった。

「可愛かわいい水着だね。よく似合ってる」

　そう声をかけてきた王子も、頰ほおがやや紅潮して、テンション高め。あ、そか、水着か……。

　胸むな元もとでリボンを結んだマリンボーダーのホルタービキニ。ビキニは嫌だ、と言ったのに、一いつ緒しよに買いに行ったかんなの強きよう烈れつなプッシュに負けて購こう入にゆうした一品だ。

　ちなみに、胸にはちゃっかり補正パッド入り。まるで本物のようにぷるぷる揺れ、更さらには寄せて上げる機能でヒロインの小ぶりのバストでも見事な谷間ができている。女は詐さ欺ぎ師しだという悲しみの真実に触ふれたおれだ。

　王子が手をかざし、眩まぶしそうに目を眇すがめた。

「……まいったな。あまりにも君が綺麗すぎて、直視できない」

「…………」

「和希ちゃん、あまり沖おきのほうへ行っては駄だ目めだよ……海の神様が一ひと目め惚ぼれして、君をさらってしまうかもしれない」

　頼たのむから真顔で言わないでくれ……。

　一方、煌はなんだか複雑そうな表情だった。

「ちょっと、露ろ出しゆつしすぎじゃねえか？」

「あ、やっぱり？　背せ伸のびしすぎかと思ってたんだよ」

「いや、最高なんだけど……他ほかの奴には、見せたくないっつーか」

「キモイから！　おまえは彼氏かよ！」
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「未来の旦だん那なだろ」

　…………あーっもう、泳ぐぞ！　今日は泳ぎまくるぞこん畜ちく生しよう!!（←やけ）







　──やべ、今何時だ!?

　夕食後、ちょっとだけのつもりでベッドに横になったのだが、いつのまにか深く眠ねむり込んでいたらしい。次に目覚めたとき、時計の針は午後十時を回っていた。

『お風ふ呂ろは一つしかないから、七時から八時が女湯で八時から九時を男湯にしよう』

　そう王子に提案されたのだが、一度昼に泳いだ後軽くシャワーを浴びたとはいえ、寝ね汗あせもかいていたし、風呂にはちゃんと入りたかった。さっと浴びさせてもらっていいよな……。

　王子の別荘はホテル並みの内装だったが、風呂もすごかった。

　巧こう緻ちなモザイクタイル、大理石の大きな浴よく槽そう、噴ふん水すいや天使像まで設しつらえられて、お湯は天然の温泉らしい。

「ふう～極ごく楽らく極楽」

　とろりとした乳白色にバラの花ビラの浮うかんだ湯はロマンティックだったが、これに男どもも浸つかったと想像すると、絵的にちょっと笑えた。

　最初の頃ころは自分の体見て鼻血噴ふいたりしてたけど、さすがにもう慣れてきた。

　よくアニメやドラマで見るみたいに片足をピッと湯面に上げて、どうだ、この脚きやく線せん美び……って馬ば鹿かかおれ。

　ま、胸はもうちょっとあってもいいと思うけど……それでも当初よりは育ってきたよな、と視線をやりかけて、やっぱり逸そらす。くっ、まだこの部分はおいそれと直視できねー！

　解放感から心なしかはしゃぎつつ、のんびり浸かって、さあ、そろそろあがるか……と立ち上がった時。

　ガラリ、と突とつ然ぜん扉が開いた。

　現れたのは、しなやかな筋肉に覆おおわれた、均整のとれた長身。

　意表をつかれて呆ほうけるおれを前に、同じく呆あつ気けに取られたように目を瞠みはる、煌。

　──しまった油断した──！

　いつか起こるんじゃないかと家では常に細心の注意を払はらっていたお約束の『お風呂でバッタリ事件』、まさかこの合宿でもってくるとは……！　バカバカおれのバカ～～！

　脳内では自分をポカポカ殴なぐってごろごろと転げまわりたい気分だったが、現実ではショックでただひたすら固まるだけのおれ。

　一方「悪い！」と体を反転させた煌は、神しん妙みような声で論点のズレまくったフォロー（？）を入れた。

「……俺は貧乳派だから」

「最低すぎるわ！」

　おれが全力で投げた風呂桶おけを、後ろ向きのまま憎にく々にくしい反射神経でひょいと避よける煌。

　にゃろう、そこは甘んじてくらっとけ！

　それでも流石さすがにあいつも動どう揺ようはしていたらしい。閉とざされた扉の向こうから、ゴミ箱にでも小指をうちつけたのかガターンと何かが倒たおれる派手な音と、直後に「痛つう～～」という呻うめき声。

　しかし、単純にざまーみろと胸のすく思いに浸ひたることは、その時のおれにはできなかった。

　記き憶おくの箱を探さぐりながら、眉まゆ根ねを寄せる。

　さっき見た煌の後ろ姿。

　海ではラッシュガードに覆われていたあいつの背中には、どこかで見たような、蝶ちようの形の痣あざがあったんだ……。
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　翌日も朝からみっちり練習三ざん昧まい。しかし難しい楽曲で、なかなか思うように歌いこなせない。

　どうにも行き詰づまってしまったので、「ちょっと気分転てん換かんに散歩してくる」と別荘を後にした。




　潮の匂においがまざった風にそよがれながら緑の小道を歩いていたら、向こうの方に、のどかな周囲の風景から浮きまくりのサイケな衣装を身にまとった、ひょろりと細身のシルエットが現れた。ロンだ。

　それにしても、こいつの格好はいつ見ても独創的である……孔く雀じやくをモチーフにしたらしき極ごく彩さい色しきのプリントタンク。ボトムもカラフルでボリュームあるサムエルシルエット。スパンコール付きのサンダル。アクセサリーをジャラジャラ。前まえ髪がみを長めに伸のばした頭は真っ赤っ赤……とにかくこれでもかというくらい派手＋派手＋派手で、常人には到とう底てい理解できないセンスだ。

　その奇き抜ばつなファッションをまじまじと見つめているうちに、気だるげに周りの風景を眺ながめていたあいつもこっちに気づいたらしい。

　爬は虫ちゆう類るいっぽいその瞳ひとみをみるみる大きく見開くと「ああーっ」と叫さけび声をあげ、おれを指差してきた。なんだこの、幽ゆう霊れいにでも会ったような大げさな反応。

「よう、こんなとこでおまえに会うとはな」

　ある程度予想はしてたけど、と胸の内で呟つぶやきながら挨あい拶さつのつもりで上げた手を、いきなりガシッと摑つかまれた。

「マジかよ、なんつーミラクル！　オレの目の錯さつ覚かくとか幻まぼろしじゃねーよな!?」

「なんだよ、何事だ!?」

　目を瞬またたくおれに、ロンは、今までのこいつからはとても想像できないくらい真しん剣けんな表情で、言った。

「頼む、オレと一いつ緒しよに来て、あの人に……旺眞に、会ってやってくれ」

「魔ま王おうに？　なんでまた」

　そのあまりの必死っぷりに軽く動転しつつ質問すると、ロンは、とんでもないことを語り始めた。

「あの人、実はガキの頃から不治の病で──もうすぐ寿じゆ命みようなんだ。二は十た歳ちまで生きられないって医者に宣告されてる。だから親も周りもみんな甘やかして、あんなふうに育ったんだ。本人も自分が長くないことを知ってるから、自じ暴ぼう自じ棄きでやりたい放題でここまできたけど……最近、急に体調が悪化して倒れて、この数日でベッドから起き上がることもできなくなった」

　真っ白になったおれの脳のう裏りにゆっくりと蘇よみがえったのは、前に、バーのソファで倒れた魔王のゼエゼエと荒あらい息を吐はく姿。

　あいつ、風邪かぜとか言ってやがったけど、本当は……！

「何もかもどうでもいいって、好き勝手やりながらほんとは全すべてに無関心だったあの人が、初めて興味を持った人間がアンタだったんだ。今この近くで静養中だから、最さい期ごに一目、アンタに会わせてやりてえんだよ。頼む。一緒に来てくれ……！」




　ロンに連れて行かれたのは、案の定、海辺から見えたあのもう一つの別べつ荘そうだった。

　うながされてドアを開けると、広い洋室の奥の窓まど際ぎわ、天てん蓋がい付きの大きなベッドの上で、横たわった魔王が瞳を閉じていた。

　透すき通るような白はく皙せき。鴉からすの濡ぬれ羽のような漆しつ黒こくの髪かみ。完かん璧ぺきな造形を誇ほこる、あまりに美しすぎるその面は、まるで魂たましいの宿らない精せい巧こうな彫ちよう像ぞうのようだった。

「魔王……？」

　ぴくりとも動かない、少し瘦やせた端たん整せいなその姿に、ゾッとした。

　最後にこいつに会った時、おれは何をした？

　まさか、あれで全部が終わったとか、そんなこと、ないよな!?

「おい、冗じよう談だんはよせよ！　目を開けろ！」

　おれは思わずベッドに駆かけ寄り、その肩かたを乱暴に揺ゆさぶった。

「こんなの、こんなの嫌いやだ！　お願いだから、死ぬなよ、旺眞──！」

　祈いのるような気持ちで叫んだ時、深い漆黒の瞳が、ぱちりと開かれた。

「和希……」

　心底驚おどろいたように、まじまじと見つめてくる魔王の手を、おれは涙なみだぐみながらグッと握にぎる。

「馬ば鹿か野や郎ろう……なんで、こんなギリギリで呼びつけやがる。本当に、勝手な奴やつ！　病気なら病気だって、もっと早く──」

「病気？　なんのことだ？」

　魔王がいぶかしげに片眉まゆをあげ、おれの中に一いつ瞬しゆんの空白が生まれたその刹せつ那な。

　ブブーッと盛大に吹ふきだすような音が、背後から聞こえた。

「!?」

　振ふり返ると、ロンが身をよじって爆ばく笑しようしている。

「信じらんねー。今時、こんな話を一ミリも疑わず真に受けるバカがいるなんてよぉ！　一昔前に流行はやった純愛モノじゃあるまいし、不治の病ネタなんてそうそう転がっててたまるかっつーの！」

　……二次元キャラのおまえが言うなあ──！

　っとブチ切れそうになったが、なんとか抑おさえ込んだ。

　おれだって、この世界じゃなかったらここまであっさり信じなかったっつーの。バーロー！

「お嬢じようちゃん、素す直なおすぎ！　いや～マジおもしれえ。魔王サマのお気に入りじゃなかったら、オレ様の玩具おもちやにしてやるのに」

　なにやら不ふ穏おんな事をほざきながら、笑い過ぎて滲にじんだ涙を拭ふき、ロンはふらりと踵きびすを返す。

「んじゃま、ごゆっくり」

　ニヤニヤ笑いとともにそんな一言を残し、パタリと閉ざされる扉。

「……俺が死ぬと、本気で思ったのか？」

　静かな声で問われて視線を向けると、上体を起こしながら、かすかに笑えみを含ふくんだような魔王の眼まな差ざし。羞しゆう恥ちに、かーっと血が上った。

「悪かったな！　てめーの紛まぎらわしい言動のせいだよ！　なんで真っ昼間から寝ねてやがる」

「俺の趣しゆ味みは酒と女と昼寝だ」

「って自じ堕だ落らく極きわまりない趣味を偉えらそうに語るなー！」

　不意に魔王の手が伸びてきて、おれの目元の涙をぬぐう。瞬しゆん間かん、からだに謎なぞの震ふるえが奔はしった。

「泣くほど、心配したか」

「知るかよ」

　おもしろそうに口元を緩ゆるめる魔王の腕うでを振り払はらい、顔を背そむけた。……相変わらず、わけわからん魔ま力りよくを放ちやがるぜ、この野郎。危険すぎる。

「……あれがおまえとの最後なんて、後味が悪すぎると思ったんだよ」

　ちらっと視線を向けると、魔王の目がすっと細まった。

「おまえ、『親と子は別物』って言ってただろ。なのにどうして煌にあんなこと……やっぱり、家庭を壊こわされたから……？」

　ためらいながらも尋たずねると、魔王はフン、と鼻を鳴らした。

「家庭……黒川にそんなもの、もとより存在せぬわ。親に育てられた覚えなどないし、そもそも俺は今の母と血の繫つながりもない。本当の母は、父が孕はらませた顔も知らないどこぞの女だ」

　淡たん々たんと語る魔王に、とっさに反応が返せなかった。

「母は俺を堕だ胎たいするつもりだったが、父に提示された大金と引き換かえに出産したという。父が俺を欲ほつしたのは、単に黒川の跡あと取とりがいなかったためだ。親子だからなんだ。絆きずななど幻げん想そう。むろん結けつ婚こんなども契けい約やくでしかなく、永遠の愛などというものは現実を見ない愚おろか者の世よ迷まいいごとよ」

　きっぱり言い切る魔王に強がるそぶりはみられなかったけれど……だからこそなおのこと、その冷え切った瞳に、やりきれない思いがした。

「……それなら祭りの時の台詞せりふはなんだったんだ？　おまえは別にあいつの母ちゃんを『泥どろ棒ぼう』なんて思ってねーんだろ？」

　おれの指し摘てきに、それまで堂々としていた魔王が初めて、ぐ、と言いよどんだ。

「あれは…………」

　苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔で黙だまりこむが、その瞳に滲むのは……おそらく、後こう悔かいの念。

「ついカッとして、思ってもないことを言っちまったってのか？」

「…………」

　ブスッとしたまま目を伏ふせたのを、おれは肯こう定ていと受け取った。

「反省してるんなら、煌に謝れよ。『ありがとう』と『ごめんなさい』は人間社会の基本中の基本だぞ」

「この俺が、謝るだと……!?」

「当たり前だ。おまえにも事情があるのはわかったけど、筋は通すべきだ。それから前も言ったけど、なんでも自分の物差しで測れると思うな。相手の立場を想像することを覚えねーなら、おれはもうおまえとは会わない」

「貴様、何様のつもりだ……！」

　魔王がサッと顔色を変えて眼光を鋭するどくするや、その体から黒い奔ほん流りゆうが舞まい躍おどり、激しい風圧に吹き飛ばされそうになった。キャビネットの小物が倒たおれ、窓ガラスがビリビリと震える。うわ、なんだこれ！

　内心仰ぎよう天てんしたが、ここで退ひいては男が廃すたる。負けじと両足をこらえて、ひるまずに睨にらみ返し続けると、にわかに魔王がフッと表情を和やわらげた。

　同時に、圧あつ迫ぱく感かんが立ち消え、黒い嵐あらしも霧む散さんする。

「……おもしろい。これでも、意志は萎なえぬか」

『これでも』ってなんだよソレ具体的に説明プリーズ!?　とよほどツッコんでやろうかと思ったが、その前に魔王が言葉を継ついだ。

「そうだな……おまえの行動しだいでは、考えてやらぬこともない」

　思いっきり不条理な気がしたが、無む駄だにプライドエベレスト級なこいつには、おれが何かする代わりに「やってやる」という大義名分が必要なのかもしれない、とふと思った。

「……どうしろと？」

「今から俺とセッ──」

「却きやつ下か」

「なぜだ。間ま違ちがいなく、俺とおまえの相あい性しようは最高だ」

「てめーはいい加減に自重しろ！！」

　こんのエロエロ大魔王が……！　と青筋を立てる俺に、「ならば」と魔王は前まえ髪がみをかき上げながら、つまらなそうに言った。

「ひとりでもよい。なにか歌え」

「……ひとりでも？」

「セッションは駄だ目めなのだろう？」

　セッション？　……あ、セッションだったんですか。

「……何を赤くなっている？　まさかおまえ、セック……」

「わ～わ～わ～！　んなわけねーだろ、馬ば鹿か！」

　大声を出して遮さえぎると、クッ……クククククッ、と魔王の肩かたが震えた。大きな手で覆おおわれているので表情はみえねーけど、確実に爆笑されている。くそっ……不覚！

「でもいきなり歌えとか……なんだよ、おまえ、もしかしておれのファンになったわけ？」

　前こいつと出かけたときも、同じように言われたもんな。

「五月蠅うるさい。なんでもよいからさっさと歌うがよい」

「なんでもって言われても、そんな急には思いつかねーし、おれもそろそろ戻もどらなきゃ……次！　次会ったときは絶対聞かせてやるからさ。約束。だから、おまえもちゃんと謝れよ！」

　一気にまくしたてて、「じゃあな！」と帰ろうとしたら、手首をつかまれた。

「行くな。俺とともにいろ」

「残念ながら、おれは遊びにきてるんじゃねーんだよ。バンドの練習があるんだ」

「そんなもの……」

　いいかけて、魔王は口をつぐんだ。チッと心底つまらなそうに舌打ちし、拘こう束そくをとく。

　お、改善傾けい向こう？

「……以前、倒れた時の礼がまだだったな」

　唐とう突とつな言葉にきょとんとするおれに、魔王はフッと不敵な笑みを浮うかべた。

「今宵こよい、おまえに最高の花束を贈おくってやる」

「花ぁ？　別にそんな……」

「四の五の言わずに受け取れ。『ありがとう』と『ごめんなさい』は基本中の基本なのだろう」

　こ、こんな偉そうな『ありがとう』初めてだけどな……。

　呆あきれつつ、「わかったよ」とうなずくと、魔王はフン、と鼻を鳴らした。

「それでよいのだ。──とっとと帰るがよい」

　……なんかこいつ、どーしよーもない奴やつだけど、妙みように憎にくめないんだよな……。







　夕ゆう闇やみに沈しずみ、ちらちらと星の輝かがやきだした海辺。

　潮の音をＢＧＭに、熱く焼けた鉄板からもうもうと上がる白い煙けむり。ジュージューッと食しよく欲よくを刺し激げきする音と肉の焼けるこうばしい匂においに、おれはゴクリと生なま唾つばを飲み込んだ。

「ん、そろそろいい感じだな。ホラ、和希」

　煌がよそってくれた肉に、「いただきまーす」とかぶりついたおれは、瞬間、口から七色の竜りゆうが飛び出すような衝しよう撃げきをおぼえた。

　うー・まー・いー・ぞぉぉぉぉっ！

　昼間にいきなり、煌宛あてに届いたクール宅急便。中には「悪かった」の走り書きとともに高級黒毛和牛がどっさりと詰つめ込まれていた。差出人は、魔王。

　……唐突かつ素っ気無さ過ぎて「？？？」状態だった煌におれが説明を補足してやると、大いに苦く笑しようしながら「ありがとな」と礼を言われた。いや、おれに言われても。

　というわけで、合宿二日目の夕食は急きゆう遽きよ海辺でバーベキューすることに相成ったのだが……なんだよこの肉の革命的美う味まさ！　ラ・マルセイエーズ！

　視覚的にも圧巻の霜しも降ふりロース。驚きよう異い的に分厚いタン。トロットロのカルビにハラミ。

　味、食感、肉にく汁じゆう、全すべてが神がかっており、煌様特製の焼肉のタレ効果も相まって、今なら太平洋をクロールで横断することも宇宙へ飛んでいくことも巨きよ大だい化して大おお阪さか城じようを破は壊かいすることもできそうだった。

　わいわいしゃべりながら肉を焼いていたら、不意に、ドン、と全身を揺ゆさぶるような破は裂れつ音とともに、夜空に光が炸さく裂れつした。

　振ふり仰あおいだおれ達の瞳ひとみに映ったのは、鮮あざやかに咲さき誇ほこる大輪の花。

　ヒューッドン、ドーン。大だい迫はく力りよくの響ひびきとともに、いくつもの花火が闇やみ夜よを彩いろどる。

　すぐ向こうの浜はま辺べから、打ち上げられているようだった。




『今宵、おまえに最高の花束を贈ってやる』




　脳のう裏りに蘇よみがえったのは、昼間の魔王の言葉。

「すげー……あいつ、やってくれんじゃん！」

　ドン、ドン、ドーンと骨にまで染しみ入るような轟ごう音おんと、見事な百ひや花つか繚りよう乱らんに見入っているうちに……ちょっとだけ、また感傷的な気分になってしまった。

「……和希？」

　いぶかしむように名前を呼ばれて我に返り、あわてて瞬まばたきして滲にじんでいたものを誤ご魔ま化かす。

「関東大会、おれ達も、最高の花火をぶっ放してやろうぜ……！」

　みんなを振り返って、活を入れるつもりで宣言したところ……一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくののち、プッと一いつ斉せいに噴ふき出された。がーん。

「なんでおまえはそう……江え戸どっ子？」

「でも、和希ちゃんはそういうところがまた可愛かわいいよね」

「打ち上げるのは良いが、派手に散るのは嫌いやだぞ」

　みんなして呆れたような笑えみを浮かべながらからかってくる。

　な、なんだよ。おれ一人盛り上がって恥はずかしいじゃん！

「～～もういいっ」

　いたたまれず背をむけたら、また笑われた気配がした。クソ、無駄に熱血で悪かったな！

「拗すねるなよ。……でっかい花火、咲かそうな」

　投げかけられた言葉に、もう、揶や揄ゆするような響きは消えていたけれど。すぐには振り向くこともできず、おれはだまって夜空に次々と咲き誇る華はなやかな彩花を見上げていた。




　──この時のおれは、まだ、この世界は「バンドで青春する少女マンガの世界」だと思い込んでいたのだけれど。

　この合宿から帰宅して、わずか三日後に、事態は急変するのだった。







[image: 4th Stage　──勇者・和希の冒険!?──]




　ぐおおおおおお、という咆ほう哮こうと共に突とつ進しんしてくる巨きよ体たい。

　それを眼前でひらりと躱かわした煌は、瞬しゆん間かん、金色に輝く拳こぶしを閃ひらめかせ、ごわごわとした体毛に覆われた横っ腹に一いち撃げきをぶちこんだ。

　醜しゆう悪あくな人面大イノシシは五メートルほど吹ふっ飛んだのち、泡あわを吹いて昏こん倒とうする。

　緑の光をまとった分厚い書物に目を走らせながら耳慣れない言語を紡つむいでいた王子が、掌てのひらを中空に向ける。迸ほとばしる稲いな妻ずま。

　黒い炭と化してボトボトと地に落下したのは、宙から鋭するどい嘴くちばしで攻こう撃げきを繰くり返していた人ひと喰くい蝙こう蝠もりたちだ。

　それらをポカーンと眺ながめていたおれだったが、不意に間近で獰どう猛もうな唸うなり声。

　ハッと振り向いた視界に入ったのは、三十センチはありそうな黄ばんだ牙きばをむいて襲おそい掛かかってくる、灰色ジャガー──。

[image: ]

　全身の血が凍こおり、立ちすくむおれの前で、青の剣けん閃せんが奔はしった。

　ザシュッという斬ざん撃げき音の直後、飛び散る紫むらさきの液体。

　魔ま物ものが絶命したのを一いち瞥べつで確かく認にんした悠斗は、長剣を一ひと振ふりして血払いすると、無む駄だのない動作で鞘さやに納めた。

「大だい丈じよう夫ぶか、和希？」

　まだ全身ガチガチだけど、蒼そう白はくのまま、なんとか頷うなずく。

　胸中には色々な思いがぐるぐると渦うず巻まいていたけれど、今の気持ちを端たん的てきにまとめるなら──「どうしてこうなった」。




　　　　[image: ]




　合宿から帰宅した三日後の朝。

　おれは、どーん、という凄すさまじい地じ響ひびきで飛び起きた。

　一瞬また伽羅燃岳が噴ふん火かしたのか、と思ったが、この世界にあの火山は存在しないはず。

　時計を見ると、午前七時十分前。……にしては、やけに外が暗い。

　首をひねっていると、ノック音と、「起きてるか、和希？」という煌の呼びかけが聞こえた。

「ああ……おはよ」

　ドアを開けると、いつになく硬かたい表情の煌と、そのシャツの裾すそを握にぎる青ざめたひろの姿。

「窓の外見てみろ」という煌の声に、カーテンを開けて、絶句した。

　空が真っ赤だった。

　それも、朝焼けなんかとは明らかに異なる、濁にごった灰色との禍まが々まがしいマーブル模様。

　街路樹は枯かれ果て、花か壇だんの花も全て萎しおれて干ひからびている。

　びゅうびゅうと、獣けものの唸りにも似た激しい風が吹きすさんで、窓をガタガタと揺らした。

　まるでこの世の終わりのような光景に固まっていたら、ケータイが鳴った。王子だ。

『おはよう、和希ちゃん。外の様子は見た？』

「ああ……いったいどうなってんだ、これ」

『その件で、大事な話があるんだ。迎むかえを寄よ越こすから、煌達と一いつ緒しよに来てくれないかい？　世間では今朝から外出禁止の戒かい厳げん令れいが敷しかれてるけど、特例の許可はとってある』

　この空も、おれのせいなんだろうか。そして、おれが別の次元から来たことが、とうとうバレちゃったのか!?

　あわわわわ……と内心パニックに陥おちいりながらも、ええいままよと二十分後にやってきたセレブカーに乗り込んだ。

　到とう着ちやくした王子の自宅を見て、再び絶句。

　──なんだこのシンデレラ城もどきは!?

　どうして東京にこんなバリバリ中世ヨーロッパ風のお城が建ってるわけ!?

　そして通されたのは、赤絨じゆう毯たんの敷かれた「謁えつ見けんの間」としか言いようのない部屋。

　奥には、立派な椅い子すに腰こしかける、白ひげの老人とドレスをまとった優美な老婦人。

　そして、少し下がったところに、王子の姿……。

「和希ちゃん、いきなりごめんよ。驚おどろいたよね……」

　おれ達が入ってくるや、駆かけ寄ってきた王子に、とりあえずうなずくおれ。てか驚くことが多すぎて、王子がいったい何を指して謝ってるのかもよくわからない。

「こんな朝から呼びつけてしまった無礼を、許してほしい」

　ってそこ!?

「碧よ、その少女が、羽鳥和希なのか？」

　高いところに設しつらえられた椅子からこちらを見下ろしていた老人が、おれを見み据すえながら口を開いた。

「そうです、おじい様」

　孫の声に軽くうなずいた王子の祖父さんは、続けて、とんでもない台詞をのたまったのだ。

「よくぞまいられた──勇者殿どの」







　ちょっと待てよ！　いくらここがベタが起こりやすい二次元で、これ以上ないベタなシチュエーションとはいえ、現代パラレルじゃなかったのか!?　いきなり世界観変わり過ぎだろ……！　とツッコみ倒たおしたい気持ちをこらえながら、その後聞いた話をまとめるとこうだ。

　混乱を防ぐために多くの一いつ般ぱん人じんには伏ふせられているが、最近の異常気象は全すべて魔ま界かいからの侵しん略りやく者である「竜りゆう神じん」の復活が原因であり、スキトキメトスの予言もこの竜神を指したものであった。竜神を再び封ふう印いんできるのは導かれし勇者とその仲間たちだけであることを知った王子は、ずっと勇者を探していたが、この春、ようやくおれに巡めぐり合い、バンドを結成した──

「──ってオイ！　最後がおかしい！　おかしいと言えば全部おかしいけど、最後はあきらかに文脈が不自然！」

「『ダンジョン』では音楽レベルが戦せん闘とう能力に変へん換かんされるだろう？　つまり勇者とは最高のボーカリストと同義語であり、その才能を育てるためのバンド活動……と言ったら納なつ得とくしてもらえるかな？」

「全然わかんねえっつーの！」

　半泣きで否定しながら、でも、と考える。

　異分子ってのは、おれのことじゃなかったわけか……？

「竜神は千年前に一度、勇者と仲間たちによって封印されたんだけど、その封印は何者かに破られてしまったようだ。僕達はその伝説の戦士の末まつ裔えい。最初は僕以外はみんな、自覚は無かったようだけど……。和希ちゃんは特に、僕たちとバンドをやることで能力が急速に開花していったから、その大きな変化を察知した政府は、君に竜神が宿っているんじゃないかと早はや合が点てんしたようだね。僕とバンドをやってるという時点で、真実に気づいたようだけど」

「そして今朝、とうとう竜神は完全に覚かく醒せいした……こんなギリギリの状じよう況きようになるまでおまえが勇者だと教えなかったのは、純じゆん粋すいに音楽に打ち込む方がレベルが上がりやすいからだ」

「俺と悠斗は、政府の奴やつらを碧が追い払った時点で、碧を問い詰つめて全てを明かされたけどな」

　悠斗や煌も解説に加わる。……てかなんでこいつら、こんな異常な状況をあっさり受け入れてるわけ!?　順応力高すぎだろ!?

「竜神は新宿駅ダンジョン内に潜せん伏ぷくしていることが分かった。世界の平和はそなたにかかっておる。頼たのんだぞ勇者殿……！」







　状況理解が追いつけないまま、王子の車で新宿駅まで運ばれて、南口をくぐると──内部は、比ひ喩ゆではなく、正しよう真しん正しよう銘めいのダンジョンになっていた。魔物が徘はい徊かいする、コンクリートの巨きよ大だい迷めい宮きゆう。こうして、冒ぼう頭とう部に繫つながるわけだ。

　もう一度言わせてくれ、どうしてこうなった！（泣）

「お、この大イノシシ、『光の指輪』を持ってたぜ」

　なんでイノシシが指輪落とすんだよ！

「『光の指輪』は守備力があがるから、和希ちゃんが使うといい」

「武器や防具は持ってるだけじゃ効果がないからな、ちゃんと装備しておけよ」

　完全にＲＰＧのノリだ。おかしい、少女マンガの世界じゃなかったのか。

「怪け我がしたら言ってね。ダンジョン内で受けたダメージに限ってなら、回復呪じゆ文もんも有効だから」

「……もしや前に悠斗が『渋谷駅の地下ダンジョンはまだ早い』とかいってたのも、やっぱりこんな感じの本物のダンジョンのことだった？」

　おれの言葉に、悠斗は何を今いま更さら、という顔をした。

「当然だ。渋谷駅も新宿駅に次いで、複雑怪かい奇きな迷宮構造にして強力な魔ま物もの達の巣そう窟くつだ。実力試だめしにはもってこいだが、ろくに準備なしで潜もぐる場所じゃない」

　そーでしたか、と首こうべを垂れるおれに、「今回は念のために薬草もたくさん買ってきた」と淡たん々たんと荷物から何種類もの薬草を取り出して見せる悠斗。……前にこいつが包帯巻いてたのも、この『薬草』を使ってたのかな……。

　そして煌の生傷は……

「なあ煌、おまえが最近よく傷作って帰ってきてたのも、ダンジョンに潜ってたからとか？」

「ああ、夏の間だけ、ライブハウス以外に傭よう兵へいのバイトもしてたんだ。戦闘に慣れとこうと思って。レベル上げはバンドやってる方が効率良いけどな～」

　そーいやこの世界では、音楽をやると戦闘力もアップするっつってたっけ。なんだよその斬ざん新しんすぎる設定……。

　ちなみにダンジョンに入った途と端たん、煌の持っていたドラムのスティックはナックルに、悠斗のベースはロングソードに、王子の楽がく譜ふの束は魔ま道どう書しよに変身した。

　そして「和希ちゃんはこれ」と渡わたされていたおれのマイクは、すらりと美しい一ひと振ふりのショートソードに。これであの化け物たちと戦えってか？　無理！

「和希だってそうとうレベル上がってんだから、腹を決めたら大たい概がいは余よ裕ゆうのはずだぜ？」

「まあ、最初は仕方ないだろう……まずは雑魚ざこモンスターで慣れていけばいい」

「不安なときは無理しないで、僕らの後ろに隠かくれてて。何があっても君のことは、守ってみせるから」

　もう、勘かん弁べんして下さい……と頭を抱かかえるおれだったけど。

　考えてみれば、勇者として召しよう喚かんされた主人公が世界を救い、成長して元の世界に帰き還かんするというのは、古今東西の異世界トリップものの王道セオリー。つーことは、おれも「竜神」とやらを倒せば、元の世界に帰れるかも……!?

　えーい、こうなったらやってやらあ、と覚かく悟ごを決めたその後のおれは偉えらかった。

　ザクッシュバッと襲おそいくるモンスターたちを次々と斬きり捨て、獅し子し奮ふん迅じんの大だい健けん闘とう。『和希』は運動音おん痴ちのはずだったが、このダンジョンでは、身体能力が桁けた外はずれにアップするらしい。

「オラオラオラオラー勇者様のお通りだあああああ」

　ひっきりなしの魔物の襲しゆう撃げきに時にヒヤリとする場面もあったが、チートな仲間たちの援えん護ごもあり、広大な迷宮を突つき進んでいった。







「おかしい、西口に戻もどれなくなったぞ？」

「出口だけで三十あるからな……念のために確かく認にんしておくが、西口と中央西口は別ものだ」

「ここって来る度たびに構造変わるから厄やつ介かいだぜ……」

「思い切って大おお江え戸ど線方面に潜ってみる？」

　複雑極きわまりない構造に散々迷い、時折休きゆう憩けいもはさみながら、ひたすら彷徨さまようこと数時間。

　やがておれ達は、床ゆかが一風変わったモザイク模様に彩いろどられた通路に出た。

　奇き妙みようなのは、その途と中ちゆうに設けられた、わずか四段上がって、またすぐに四段降りていく謎なぞの銀色階段の存在。

　王子が「見つけた！」と顔を輝かがやかせた。

「伝説によると、この階段の上に悪あしき力によって封ふう鎖さされている隠し扉とびらがあるんだ。そして、勇者の歌にだけは、その魔ま力りよくを打ち破る力が秘ひめられているという……さあ、歌って、和希ちゃん！」

「いや、歌ってと言われても、何を歌えばいいんだ？」

「君なら知っているはずだ。不思議な力を秘めた歌……思い浮うかんだメロディを、唇くちびるに乗せてくれたらそれでいい」

　そう言われたものの……不思議な力を秘めた歌？……思い浮かんだのは一曲だけだけど、いいのかコレで。

「みんなま～るくタ●モトピアノ～～♪」

　ほとんどやけくそで歌ったとたん、ピカーンと眩まばゆい光とともに、階段の上に立派な青銅製の扉が出現した。いいのかソレで！

　まあ、とりあえず、この扉の先にラスボス──竜りゆう神じんとやらがいると思ってよさそうだ。

　おしっ、サクッと倒たおして、元の世界に帰ってやる！

「みんな……ガンガンいこうぜ！」

「「「おお！」」」

　グッと剣けんの柄つかを握にぎりしめ、気合を入れ直してから、重い扉を押し開けた。

　ポッ……ポッ……ポッ……。

　真っ暗な空間の中、壁かべに設置された燭しよく台だいに手前から順に青白い炎ほのおが点火されていく。

　薄はく明めいほどの光度の中に浮かび上がった天てん井じようは、突き抜ぬけるように高い。

　扉の向こうは、びっくりするほど広いドーム状の大広間に繫がっていた。

　おれ達が中へと歩を進めていくと、ギイッという軋きしみ音とともに、扉はひとりでに閉とざされた。

　幾き何か学がく的に敷しき詰められた黒タイルの上、中央部に円状の紫し紺こんの絨じゆう毯たん……その中心に据すえられた玉座には、息をのむほど艶えん麗れいな黒こく衣えの男が悠ゆう然ぜんと腰こしかけていた。

　鴉からすの濡ぬれ羽のような、長く艶つややかな黒くろ髪かみ。稀き代たいの芸術家が精せい魂こん込めて作り上げた美術品のように完かん璧ぺきを誇ほこるその顔に浮かぶのは、傲ごう岸がん不ふ遜そんな笑えみ。

「やはり、おまえが勇者だったのだな──待っていたぞ、和希」

　おもしろそうな口調で低音美声を響ひびかせたその男は、黒川旺眞……あの、魔ま王おうだった。




　お　ま　え　か　よ　！




　うかつだった。冷静に思い返せば合宿の別べつ荘そうじゃ妙みような力を使っていたし、王子が城に住んでいた時点で十分予測できたはずだ。でも、おれは怒ど濤とうの展開についてくのにせいいっぱいで……まさか魔王が、リアル魔王だったとは……。

「旺眞……おまえが、竜神なのか」

　呆ぼう然ぜんとしたような煌の声に、「そのようだ」とシニカルな笑みを漏もらす魔王。

「最近とみに不調を感じていたが……新しい力との融ゆう合ごうで知らず知らずのうちに消しよう耗もうしていたらしい。しかし、今は──頗すこぶる、気分が良い。凄すさまじいエネルギーが全身を漲みなぎるのがわかる」

「おまえが本当に竜神なら、俺達は、おまえを始末しなきゃならない」

「ほう……俺にたてつくか？　おもしろい」

　魔王の背後の闇やみから、三つの影かげが現れる。斧槍ハルバードを肩かたに担かつぐようにしてニヤニヤ笑いを浮かべるロン、無表情で巨大な棍こん棒ぼうを手にした華きや奢しやな少女、両手に鞭むちを握ったウェービーヘアの厚あつ化げ粧しよう男……『Der Luxustod』のバンドメンバー達だ。

「ちょうど暇ひまを持て余あましていたところだ……遊んでやる。卑ひ小しようで脆ぜい弱じやくなるウジ虫どもよ、圧あつ倒とう的な闇の力の前にひれ伏ふし、恐きよう怖ふと絶望に泣き喚わめくがよい……！」







　ドン！　ドン！　ドガーン！

　魔王の手から次々と放たれる黒い球体が柱を穿うがち、粉ふん塵じんを飛び散らす。

　キンキン、とあちこちで金属同士が弾はじけ合い、炎が爆はぜ、壁や床がブチ壊こわれる音が轟とどろく。

　戦せん況きようはこちらが押され気味だ。

「ハーッハッハッハッ……ぬるい！　ぬるいわ！　貴様らの力はそんなものか？」

　魔王が高笑いとともに人差し指を向け、そこから今度は猛もう吹雪ふぶき。凄まじい風圧にみんなが吹ふき飛ばされて、壁や柱に叩たたきつけられる。広間に満ちる、苦しそうな呻うめき声。

「……つまらぬな。貴様らなど指一本でも事足りる」

　傲ごう然ぜんと鼻を鳴らすと、どこからか取り出したワイングラスをゆらゆらさせてから、一気にクイッと中身をあおった。

　なんというかこの魔王、実にノリノリである……って傍ぼう観かんしてる場合じゃねえ！

　おれは、ハッと我に返ると、大声で叫さけんだ。

「やめろ魔王！　おまえ、本気で世界を破は滅めつさせようとか思ってんのかよ!?」

「さあな……まあ、それも無ぶ聊りようの慰なぐさめにはなろう」

「アホ！　退たい屈くつしのぎにやることじゃねーだろ！」

「どのみち俺が存在するだけで生態系は崩くずれ、世界は滅めつ亡ぼうの一いつ途とを辿たどる──どうせ結末が同じならば、より愉ゆ快かいな道を選ぶだけのこと」

　冷ややかに笑う魔王に思わず息をのんだが、瞬しゆん間かん、右手側から迫せまる殺気に咄とつ嗟さに剣を構えた。ギイン……という鈍にぶい音と両手が痺しびれる感覚。

　刀身で止まった斧おのをぐいぐいと押し付けながら、ロンが嘲あざけるように笑う。

「ボヤボヤしてると死んじゃうぜ、お嬢じようちゃん♪」

「……おまえはどーゆーつもりなんだよ、ロン！」

「オレは楽しけりゃなんでもいーの。世界征せい服ふくとかマジ馬ば鹿か馬鹿しくておもしれーじゃん！」

　狂きよう気きに顔を彩られながら、斧槍を振ふり回すロン。ありえねーだろこいつ！

「ヒャハハッいい反射神経してるけど、防戦一方で乗り切れると思ってんの？」

　ビュンビュンと繰くり出される突きを必死で避さけていたけど、石に躓つまずいてよろめき倒れる。

「チェックメイト！」

　ロンが振り下ろしてきた斧を、ゴロンと転がって辛からくもよけたが、刹せつ那な、襲い掛かかる凄まじい熱風。

「和希ー！」

「和希ちゃん……！」

　仲間たちの絶ぜつ叫きようとともに、おれの全身は瞬またたく間に魔王の繰くり出した黒炎に吞のみこまれた──。
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　頰ほおに、冷たい石の感かん触しよく。……あれ、ついさっきまで、あんなに熱かったのに……。

　はっ、もしやこれは教会で復活して「死んでしまうとは情けない」とか神父さんに嘆なげかれるパターン!?　……でも、さすがに蘇そ生せい魔ま法ほうはないって言ってたよな……。

　果たして、起き上がってぐるりと見回したそこは、コの字型のコンクリ壁へきに一面だけ鉄てつ格ごう子しのはめられた、牢ろう屋やのような場所の中だった。

　鉄格子の向こうから、「おお、きたきた」と馬の頭に人の体をした魔物がのぞき込んでくる。

「ほへー、こんなちんまいおなごが竜神様のお気に入りだべか」

　二メートルはありそうな筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした巨きよ軀くに馬うま頭あたまという異形だが、なんとなくのどかな雰ふん囲い気きだ。

「おい、ここはどこだ？」

「新宿ダンジョン内の牢ろう獄ごくだべ」

　牢獄……。

　自分の体を見回したが、火傷やけどの痕あとなど微み塵じんもない。

　さっき魔王が放った炎は、ここへの転移魔法だったのか？

　あいつはあらかじめ、おれをこの牢屋に入れるつもりだった？

　鉄格子をつかんで、叫ぶ。

「出せ！」

「んなこと言われて素す直なおに出してやる牢ろう番ばんがどこさいる？」

　馬ば鹿かにしたようにヒヒンと鼻を鳴らされた。クソッごもっともだよ！

　ショートソードは向こうに落としてきてしまったようだ。

　ガン、ガン、と扉とびらを蹴けったり体当たりを喰らわせたが、ビクともしない。

「無む駄だだぁ。あきらめろ」

　少し離はなれたところに置かれた椅い子すに腰かけて、ふあ～っとあくびをしながら、馬頭が言う。

「うるせえ！　こんなとこでのんびりしてる場合じゃねーんだよ！　……痛つぅ～」

　全身全ぜん霊れいを込めたタックルをかましたところ、強く鉄格子に打ちつけて、痛みのあまりへたり込んでしまった。

　……魔王は、つい最近まで自分が竜りゆう神じんだって知らなかったみたいだった。

　力が一気に覚かく醒せいして初めて、自覚した感じ。

『どのみち俺が存在するだけで生態系は崩れ、世界は滅亡の一途を辿る』

　自分の意思じゃないのに、世界の異分子になってしまう。これは、ちょっと前までおれが抱いだいていた恐怖と全く同種のものだった。

　あの台詞せりふを言っていた時の魔王は、いつものように皮肉っぽい笑えみを浮うかべていたけれど、その目は氷のように冷めきっていた。

　あれと同じ目を、つい最近みた。『絆きずななど幻げん想そう』……そう断言していた時の目だ。

　父親にも母親にも必要とされなかったという魔王。

　そんなあいつが、今度は自分が全人類から敵視される存在だと知った時、いったい何を感じたんだろう……想像しようとするほど、あまりにやるせなく、苦しかった。

　あいつがラスボスだとしても、倒たおすことなんてできない。かといって、もちろん世界征服なんてさせてたまるか。

　煌達もまだ戸と惑まどって、攻こう撃げきの手が鈍かった。だけど、本当にどうしようもないと判断すれば、本気で戦うはずだ。おれが死んだと勘かん違ちがいして、すでに死し闘とうは始まっているかもしれない。

　──どっちが勝つのも嫌いやだ。とにかく、まずはここから脱だつ出しゆつしないと……！

「と思っても、どーすりゃいいんだよ、畜ちく生しよう！」

　おれは罵ののしり声をあげながら最後に鉄格子を一蹴りすると、奥にあったベッドにバフッとふて寝ねした。瞬間、埃ほこりが舞まい上がり──

「ハクション！」ボン。

　久々に男に変身。……ハッ、もしやこれはチャンス!?

　馬頭は、コックリコックリと舟をこいでいる。

　──力でダメなら……。

「おい！」

　馬頭に呼びかけたが、返事がない。ただのしかばねのようだ──じゃなくて！

　再び、「おい、起きろ！」と大声で叫ぶと、ビクッと馬頭が目を覚ました。

「寝てる場合かよ、間ま抜ぬけな奴やつだな！」

「はあ～？　いきなりなんだべ。挑ちよう発はつしても出したりしねーぞ？」

「バッカ、よく見ろよ。女は逃げた。入れ替かわったんだ」

　おれの言葉に、馬頭は寝ぼけ眼まなこをパチパチさせていたが、やがて、その顔が大きく驚きよう愕がくに彩いろどられる。

「何い～!?　いや、騙だましてもダメだぞ。どっかに隠かくれてるんだべ？」

「じゃあ調べてみろよ」

　ガチャリと扉を開けて中に入ってきた馬頭は、ベッドの周りを丹たん念ねんにチェックし、内部をぐるりと見回してから、ひいいい、と呻うめいた。

「こうしちゃいらんねえ、バレる前に早く捕つかまえんと！」

　慌あわてふためいてダッシュで去っていく馬頭──扉は開けたまま。焦あせったあまり鍵かぎ束たばまで落としていっている。

　おっしゃ！　脱出成功！

　牢屋から出ると、「ねえ……」とビブラートのかかったアルトが鼓こ膜まくをくすぐった。

　振り返ったおれは、瞬間、ぽかーんと大きく口を開けた。

　おれが入っていた隣となりにももう一つ牢屋があったらしく、さっきの声はその中に囚とらわれていた女性が発したものだと思われるが──この女性がもう、凄すさまじく強きよう烈れつに色っぽいのである。

　ゆるやかに波打った長い黒くろ髪かみ、抜ぬけるように白い肌はだに、少し厚ぼったい赤い唇くちびる、その右下に蠱こ惑わく的なホクロ。

　胸むな元もとの大きく開いたドレスに包まれた姿態は、ボンキュッボンのスーパーダイナマイトバディ。

　少し首を傾かしげて、長い睫まつ毛げに縁ふちどられた流し目で覗のぞき込むようにおれを見て、吐と息いき混じりで「ボクに、お願いがあるの……」と懇こん願がんする。

「あなたのもっているその大切な鍵を、わたしの鍵かぎ穴あなに入・れ・て」

「開けます開けます！　だからそんな甘えるような声出さなくていいですから！」

　おれがあわてて鍵を突つっこむと、「ああん」と妙みような嬌きよう声せいがあがった。

「そんな、乱暴に入れられると、壊こわれちゃう……ふふ、焦らなくても大だい丈じよう夫ぶよ。ゆっくり、回して……そう、いい子ね……上手よ」

　……鍵を開けるだけなのに、なんなんだこの無駄に面めん妖ような空気は。

　フェロモンむんむんの謎なぞの美女は、はらりと落ちてきた長い髪を耳に掛かけながら、「ありがとう」と微笑ほほえんだ。てかそこ！　頼たのむから腕を組んでさらに谷間を強調しないでくれ！

　くらくらと眩暈めまいに襲おそわれながら「えーと、貴女あなたは？」と尋たずねたおれだったが、美女の答えを聞いてぶったまげた。

「わたしは、金城蜜みつ花か」

「金城……って、まさか、煌の姉ちゃんとか!?」

「あら、ボク、煌の友達なの？　煌はわたしの息むす子こよ」

　若すぎる！……のは二次元ではよくあることだけど、母ちゃんだって!?

　例の、魔ま王おうの親おや父じさんと不ふ倫りん中っていう……確かに、愛人、という言葉が失礼ながら非常に良く似合う、退たい廃はい的な色いろ香かに満ちた人ではあるが。

　予想外にぶっとんだ母ちゃんだった。

「あの子ってば高校では彼女作ったのかしら？　せっかく色々調教してやったのにフリーとかもったいないと思わない？　恋れん愛あいこそが人生の華はなであり愉たのしみなのに……」

　調教って何!?　とか色々ツッコみたいとこだったけど、今聞かなきゃいけないのは。

「なんで煌の母ちゃんがこんなとこに囚われてんですか？」

「あの変態男……黒川龍りゆう吾ごに捕まったのよ」

「龍吾？　旺眞じゃなくて？」

「旺眞とも知り合いなのね!?　ねえ、教えて、旺眞は今、どうしてる？　竜神が覚醒してしまったんでしょ!?」

　さっと表情を緊きん張ちようさせて、おれの両りよう肩かたをつかむや、蜜花さんの顔がすぐ間近まで迫せまる。

　うわああ、こんな色っぽい人にこんな接近されたら脳みそ溶とけちまう～とパニックになりかけるが、必死で気を持ち直した。

「そう、こんなとこでのんびりしてる暇ひまはねーんだ！　今、旺眞は煌と戦ってるんです！」

　おれの言葉に、蜜花さんは息をのみ、ダメよ、と大きく首を振ふった。

「あの二人を戦わせないで。あの二人は──」

　そこまで言った途と端たん、苦しそうに顔をゆがめ、胸を押さえる蜜花さん。

「ど、どうしたんですか!?」

「……とりあえず、早く争いを止めなくちゃ！　モザイク通路への道は分かるわ。こっちよ……！」
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　先を走っていた蜜花さんの足が、不意に、ピタリと止まった。悔くやしそうに、唇を嚙かむ。

「駄だ目めだわ……やっぱり、ここから先へは、進めないみたい。わたしには、旺眞に近づけないように、魔ま力りよくが施ほどこされているの」

　魔力の封ふう印いん……おれの歌には、それを打ち破る力があったはずだ。

「ピアノ売ってちょ～だい♪　もっとも～っとタ●モット♪」

　パアン、と何かが弾はじける音と同時に、蜜花さんが「あんっ」とその身を弾いた。

　興奮で顔を染めて、叫さけぶ。

「行ける……イケるわ！」

　そこは片かた仮か名なにしないでください。

　そうしてとうとう、再びあの隠し扉とびらにたどり着いた。蜜花さんの方向感覚マジすげー。

　扉を開けると、中では熾し烈れつな戦せん闘とうが繰くり広げられていた。

　みんなそれぞれに怪け我がを負い、衣服も血や煤すすに汚よごれて痛々しいが、致ち命めい傷しようは負っていない。

「やめろー！」

　響ひびき渡わたったおれの叫びに、味方も敵も、全員がピタリと攻こう撃げきを止めた。

　一いつ斉せいに視線が集まる。

「「「……誰だれ？」」」

　一同の怪け訝げんそうな反応に、やっべ！　と焦った。まだ男のままだった！

「おれは和希の知り合いだ！　とりあえず、あいつの無事は保証するから、みんな一度、戦いをやめるんだ」

　おれの言葉に、険しかった仲間たちの表情がかすかにほぐれた。

「和希は生きてるのか？」

「ああ。あいつももうすぐここに来るはずだ」

「おまえはいったい……って、え、蜜花!?」

　いぶかしげに近づいてきた煌は、おれの後ろから現れた女性を見て、目を見開いた。どーでもいいが、おふくろさんを呼び捨てってどうよ。

　蜜花さんは煌に一度うなずいてから、奥にいる魔王に歩み寄る。

「旺眞……会いたかったわ。ずっと、ずっと」

「なんだ貴様は？」

「わたしは貴方あなたの母親よ」

　蜜花さんの告白に、魔王と煌、双そう方ほうが啞あ然ぜんとしたように固まった。って、えええええええ!?　な、なんだってー!?

「十六年前、わたしは世界一いい男と恋こいに落ちたわ。優やさしくておもしろくてセクシーで、あんな素す敵てきな人はいなかったけれど、彼は不治の病で早世してしまった……わたしのおなかに、新たな二つの命を残して。そうして生まれた双ふた子ごが煌と、旺眞……貴方達よ」

「…………！」

　……煌と魔王が、双子……!?

　コ●ン君もビックリのたった一つの真実に、広間はシーンと静まり返った。

　たっぷり十秒ほどの沈ちん黙もくの後、

「馬ば鹿かな！　ありえぬ！」

「ウソだ！　似てねえ！」

　二つの大声が完全に被かぶり、互たがいにムッとしたように視線を交かわす、魔王と煌。

「よりによって顔を見ただけで無む性しように腹が立つ、世界一気にくわぬこの男と俺が双子、だと……？　ハッ！　言葉にしただけで身の毛もよだつわ！」

「てめーにだけは言われたくねえよ、このタラシ野や郎ろう！　こんなはた迷めい惑わくで救いようのない自己中のナルシストと俺のどこに共通項こうがあるんだよ!?」

「……少なくともこの反応をみるとそっくりだがな」

「一見正反対だけど、だからこそ対ついをなす双子なんじゃないかという気はするよ？」

「マイペースで自信家でかっこつけで……なんだよ、意外と似てんじゃね？　ギャハハハ、マジウケる！」

　悠斗と王子、そしてロン（※爆笑中）のコメントに、心の底から嫌いやそうに顔をしかめる魔王と煌。

「信じられないかもしれないけど、その証しよう拠こに、旺眞には胸むな元もとに、煌には背中に、生まれつき揃そろいの蝶ちようの形の痣あざがあるわ」

　あ、あった。確かにあった！

　そうか、煌の背中にあるのと同じ痣、前に倒たおれた魔王を運んだ時に見たんだ。スッキリ！

「だけど、それが本当だとしたら、どうして旺眞は『黒川』になって、しかも今までそのことは伏ふせられてたんですか？」

　おれの質問に、蜜花さんは「黒川龍吾の陰いん謀ぼうよ」と眉まゆを吊つり上げた。

「黒川グループの頭首、黒川龍吾の正体は、その栄えい華がと引き換かえに悪あく魔まと契けい約やくを交わして人の魂たましいを売った『魔族』なの。そして、わたしが二人を出産したのは黒川病院……龍吾の経営する病院の産婦人科だった。当時、龍吾は、彼が復活させたばかりの『竜りゆう神じん』の憑より代しろとして、生まれたての赤ん坊ぼうを必要としていたの。院長の権限を利用した龍吾は、生まれたばかりの旺眞を、わたしには死産と偽いつわって、自分のものにしたのよ」

　一同、呆ぼう然ぜんとする中、よどみない口調で蜜花さんは続ける。

「わたしは煌が中学二年生の時、成長した旺眞に会い、衝しよう撃げきを受けたわ。旺眞は亡なくなったあの人にそっくりで、苗みよう字じは『黒川』……。疑ぎ惑わくを持ったわたしは龍吾に詰つめ寄ったのだけれど……龍吾の魔力によって、このことを口外することはおろか、旺眞に近づくことも、禁じられてしまった。今日──この子が呪のろいを解いてくれるまでは」

　はらはらと涙なみだを流しながら、蜜花さんは魔王の頰ほおに手を添そえ、囁ささやいた。

「ずっと会いたかった。こうして触ふれたかった。そして、伝えたかった。貴方のことを、愛してるわ……旺眞」

「…………」

　魔ま王おうは、表情を失ったまま沈黙していた。

　そりゃそうだよな。いきなりこんな話を聞かされても、反応に困るだろう。

　……だけど。

　確かに突とつ拍ぴよう子しもない話だけど、おれには蜜花さんが噓うそを言っているようには思えなかった。

　魔王、おまえの母ちゃんはお前を捨ててなんていなかった。おまえが聞かされていたのは全部、黒川龍吾の作り話。おまえは、ちゃんと愛されてた。愛されているんだ……！

「……俺は」と、ようやく魔王が何かを言いかけた時。

　ビイイイイイイイイイン！

　脳をつんざくような、不気味な金属音とともに、空気が大きく震しん動どうする。な、なんだこれ!?

　思わず耳をふさぐが、不快な音おん響きように鳥とり肌はだ立ち、身がすくむ。

「……まさかこの場面で蜜花が現れるとはねえ……」

　どこかゾワゾワするような不安定な響きを宿す低音とともに、玉座の奥にあった大きな柱の陰かげから新たに出現したのは、酷こく薄はくそうな笑えみを浮かべた長身の美中年。

「龍吾……」と蜜花さんが唸うなるのが聞こえた。

　こいつが黒幕の、黒川龍吾？

「当時、まだ封印から解放されたばかりで弱り切っていた竜神には、まっさらな魂を持つ憑代が必要だった。しかし、そんじょそこいらのガキでは竜神の器うつわには耐たえきれぬ……蜜花のガキ共は、桁けた違ちがいに高い資質を有しており、これ以上の適材はなかったわけだ。一人は残してやったのだから、私も情け深いと思わないか？」

「馬鹿言ってんじゃねーよ！」

　おれの怒ど声せいなど完全に無視して、龍吾は「ククククク……」と陶とう然ぜんとしたように笑みを漏もらす。

「この十六年間、この日をずっと待ちわびていた……機が熟すこの刻を！　さあ、目覚めよ、竜神！　甘美なる殺さつ戮りくの宴うたげの開幕だ……！」

　龍吾が手に持っていた音おん叉さのような道具を連打するや、先ほどの金属音が鳴り響き、わんわんと広間いっぱいに反はん響きようした。同時に、

「う……あ……うう……」

　魔王が苦しげに呻うめき出し、ドクン、という胎たい動どうのような何かが周囲の空気を大きく揺ゆらす。

　ドクン、ドクン、ドクン……

　ビイイイイイイイイインという耳みみ障ざわりな音に混じって、一定間かん隔かくで聞こえる律動。

「旺眞、どうしたの、しっかりして……っ」

　呼びかける蜜花さんを、不意に魔王が突つき飛ばす。

「きゃっ」

　吹ふっ飛ばされた蜜花さんを煌が抱だきとめた直後、魔王の姿が一度大きくぶれた。

　かと思うと、みるみると巨きよ大だいな黒こく竜りゆうへと変化していったのだ……！




　でかい。

　全長十五メートルはあるだろうか。全身が鋼のように輝かがやく漆しつ黒こくの鱗うろこで覆おおわれており、頭部からは二本の太く鋭するどい角が斜ななめに伸のびている。

　びっしりと牙きばの並んだ口、毒々しい紫むらさきの舌、赤くけぶる炯けい眼がん……。

　巨きよ軀くを支える太く、筋肉質な四本の足にはそれぞれに四つずつ鋭えい利りな鉤かぎ爪づめがあり、背中から生えた蝙こう蝠もりのような羽──骨格のラインには無数の棘とげ──その先にもまた、研とぎ澄すまされた大きな爪つめがギラリと物ぶつ騒そうな輝きを放っていた。

　なにより、凄すさまじい存在感と圧あつ迫ぱく感。

　こうして見上げているだけで、湧わき起こる畏い怖ふで身がすくみ、押しつぶされそうだ。

『竜神』は「シギャアアアアアア」と雄お叫たけびをあげると、丸太を十本くらい束ねたようなごつい尻尾しつぽを鞭むちのようにしならせて、地面に打ち付けた。

　ドーン、と凄まじい地じ響ひびきと巻き起こった風圧に、おれ達全員が吹っ飛ばされた。

「痛つぅ……魔王、正気に戻もどれ！」

　痛みをこらえて立ち上がり、声を張り上げながらなんとか駆かけ寄ろうとしたが、瞬しゆん間かん、黒竜の赤目が妖あやしく光り、その口から紅ぐ蓮れんの灼しやく熱ねつが放出される。

「……あああああっ」

　避よけきれずに左ひだり肩かたから下を焼かれた。

　熱い熱い熱い痛い痛い痛い痛い。

　やべえ、なんだこの痛み……シャレになんねーぞ……！

「大だい丈じよう夫ぶかい!?」

　王子がおれの火傷やけどの上に掌てのひらをかざして言こと霊だまを呟つぶやくと、痛みがすうっと消えていった。

　うわあああ回復魔ま法ほう超便利。

　しかし、傷は癒いえても、初めて受けた大ダメージの恐きよう怖ふに、体の芯しんから凍こおりつき、麻ま痺ひしてしまったように全身が動かない。

「誰だれだか知らないけど、君、残念だけど、もう彼は魔王くんじゃない」

　魔王くんってなんだよその呼び方！　悪あく魔まくんじゃねーっつの！　って心の中でもまだツッコむ余よ裕ゆうがあるなら大丈夫だな、おれ。

「ふはははは……その通り！　もはやこやつは旺眞ではない。古いにしえの眠ねむりより蘇よみがえりし究極の破は滅めつ神、竜神よ！」

　はるか後方から高みの見物を決め込んでいる龍吾の哄こう笑しように、かあっと全身が怒いかりで燃え上がり、震ふるえる己おのれを叱しつ咤たして立ち上がった。

「うるせえ！　あいつはバカみてーにプライドの高い奴やつだ。みすみす乗っ取られて好き放題に利用されるタマかよ！」

「──危ない！」

　ぶん、と大きな影が降り立ったと思った瞬間、悠斗に押し倒たおされる。

　繰くり出された爪が、さっきまでおれのいた空間を薙なぎ払はらっていった。

「クソッ、魔王！　目を覚ませよ！」

「……不思議だな。君からは、和希ちゃんと同じ気配を感じる」

　ぽつりと王子が言った言葉に、おれはギクリと身を強こわ張ばらせた。

「勇者のオーラだ。君はきっと、和希ちゃんの親しん戚せきなんだね？　同じ勇者の血を継つぎし者……」

　うまいこと誤解してくれたので、内心ホッとしながら、「そう、従兄いとこ！」と答えておく。

　王子は得心したようにうなずいてから、真しん剣けんな表情でおれの瞳ひとみをのぞき込んだ。

「竜神は勇者でないと致ち命めい傷しようを与あたえられない。僕らがなんとか隙すきを作るから、喉のど元もとにある逆げき鱗りんを、この剣で貫つらぬくんだ」

　差し出されたのは、おれの使っていたショートソード。

「剣で刺さしたら、魔王は元の姿に戻れるのか？」

「戻る……かもしれないけど……」

　グッと唇くちびるをかむ王子。姿が戻りはしても、死ぬってことかよ!?

「……諦あきらめろ」

　悠斗が、珍めずらしく苦さを隠かくしきれない面おも持もちでそう一言、言い残すと、裂れつ帛ぱくの気合と共に切りかかっていく。

　王子もそれ以上は語ろうとせず、戦せん闘とうに突とつ入にゆうしていった。

「やめて！　旺眞と戦わないで、煌！」

　カンと両手のナックルをうちつけて気合を入れる煌の前に立ち、行く手を阻はばんでいた蜜花さんに、煌は「ごめん」と低く呟いてから、みぞおちに肘ひじで突きを入れた。

　ぐたりと力を失った体を、そっと端はしに横たえる。

「待てよ！　双ふた子ごの兄弟なんだろ!?」

「知るかよ」

「煌……！」

　思わず声を荒あらげたおれに、煌は「双子とか、関係ないけど」と、掠かすれた声で続けた。

「今だけははっきり旺眞の気持ちがわかるから、行くんだ」







　迷いを消した煌達は阿あ修しゆ羅らの如ごとき勇ゆう猛もうさで竜神に挑いどみかかるが、攻こう撃げきを加えるほど竜神はより凶きよう暴ぼうさを増して暴れまわる。

　巻き添ぞえを食わないように、ロン達も龍吾と同様に見物モードだ。

　みるみる血と汚よごれにまみれ、苦く悶もんの声を漏らしながらもまた立ち向かっていく仲間達を前に、おれは蒼そう白はくで立ち尽つくしていた。

　おれが動かなければ、やがて全ぜん滅めつするのは目に見えていた。

　だけど、魔ま王おうを殺すなんて、嫌いやだ！

　あいつはすげーわがままで短気で自分勝手でエロエロの困った奴だけど、悪い奴じゃない。どーしよーもなく不器用でも、自分の失敗を反省して、謝ることができる奴なんだ。

　母ちゃんとの間にあった誤解も解けて、何かがこれから変わるかもしれない……そんな時だったのに！

「魔王！　本当に聞こえてねーのか!?　自分の体を利用されて、ムカついてんだろ!?」

「グオオオオオオオオ」

　おれが叫さけんだ直後、雪崩なだれのような猛たけ々だけしい咆ほう哮こうとともに、巨大な羽が巻き起こした風で払われた。

　壁かべに激しく叩たたきつけられ、ぐしゃりと地べたに落下する。

　一瞬呼吸が止まり、ゲホゲホと咳せき込むと口内に鉄の味が広がった。

　畜ちく生しよう……畜生！

　その時だ。

『──まったく、はらわたが煮にえくり返るわ……！』

　怒りに震える、独特の低音美声が微かすかに聞こえてきたのは。

「魔王……!?」

　額から垂れる邪じや魔まな血をぬぐい、かすむ視界を瞬まばたきで修正しながら、頭を起こす。

　竜神は相変わらず暴れ回り、煌達が必死に応戦しているのが見えた。

『おい貴様、俺を殺せ』

　まただ。直接頭の中に響ひびいているっぽい。……でも、殺せだって？

「馬ば鹿か言うな。そんなこと──」

『このような屈くつ辱じよくは許し難がたい。これは命令だ。俺を殺せ……！』

　顔色を変えたおれの言葉を遮さえぎるように、魔王の独白がビシリと響き渡わたった。

　その声に滲にじむのは、聞いてるおれの血さえも煮えたぎるような、凄せい絶ぜつな憤ふん怒ぬ。

　──そうだ。気位の高いこいつのこと。意思に反して体を弄もてあそばれるこんな状じよう況きようは、死んだ方がマシな凌りよう辱じよく行こう為いを受け続けるのに等しいはずだ。

『この〈俺〉が本当に消える前に、俺ともども竜神を殺し、後ろのあの屑くずを消し去るのだ……！』

「…………」

『愚ぐ図ず愚図するな！』

「……ったく。こんな時まで命令口調とか、本当にどこまでも偉えらそうな奴……！」

　ガタガタの体に活を入れて、よろめきながらも立ち上がり、両手で剣を握にぎりしめた。

　ゆっくりと息を吐はき出してから、キッと正面を見み据すえる。

「悪い！　待たせた！」

　おれの声に、全員が戦闘を続けながらも、ちらりと視線を投げて、うなずきを返した。

　敵の攻撃を躱かわしざま高く飛び上がった悠斗がこれまでにないほどの大きなモーションで刃やいばを振ふりかぶると、落下の勢いをつけて一気に尻尾の根元に斬きりかかった。

　渾こん身しんの一いち撃げきに、黒竜が大声とともにわななく。

　動どう揺ようした瞬間を逃のがさず、光をまとった両の拳こぶしで、樹じゆ齢れい何百年のご神木かというような前足に疾しつ風ぷう迅じん雷らい、凄すさまじい数の連打を繰り出す煌。

　ぐらり、と漆しつ黒こくの巨きよ軀くが傾かしぎ、轟ごう音おんとともに、バランスを崩くずす。

　それに最高速で接近したおれは、舞まい上がる塵じん埃あいの中、おぼろに浮うかび上がった黒竜の口がこちらに向かって開けられるのを目もく撃げきし、ヒヤリとする。

　しかし、ほぼ同時に紡つむがれる不思議な呪じゆ文もんの羅ら列れつを耳にして、恐きよう怖ふを振り切って突とつ進しんした。

　ゴオオオオオオオオオ！

　吐き出された劫ごう火かがもろに襲おそい掛かかるが、王子の施ほどこした魔ま術じゆつが障しよう壁へきとなり、ダメージを大きく軽減する。

　それでもじりじりと肌はだと髪を焼かれつつ、炎えん獄ごくを飛び出したおれは、ちょうど出口の真正面にあった竜神の喉元、逆鱗に大きく剣を突つき立てた。

「はあああああああああっ！」

　全身全ぜん霊れいを込めた一撃は深々と根元まで突き刺さり、直後、耳が割れるような絶ぜつ叫きようが轟とどろき渡る。

　黒竜の姿が大きく明めい滅めつを繰り返し、全身の鱗うろこがミシミシミシッ……と一いつ斉せいにひび割れていく……かと思えば、まるで脆もろいガラス細工が砕くだけ散るかのように、音もなくその全身が強い光とともに弾はじけ飛び、消しよう滅めつした。







　白く染まっていた視界が回復するや否いなや、おれは竜神の消えた跡あとに倒たおれる長身に向かって一直線に駆かけ寄った。

「魔王！　しっかりしろ！」

　胸の中央に深々と剣けんを貫つらぬかれた魔王を、抱き上げる。

「和希……いつのまに？」

　悠斗の不思議そうな声が耳に入って、女の姿に変わっていることに気付いた。

　一時間経たったんだろうな。でも、今はそれどころじゃねえ！

「魔王、目を開けろ、魔王！」

　震ふるえる瞼まぶたをゆっくりと開いた魔王は、ごぼっと大量の血を吐き出してから、こんな状態にもかかわらず、フッと不ふ遜そんな笑えみを浮かべた。

「ほう……間に合ったか。褒ほめてやろう……」

「馬ば鹿か野や郎ろう、しゃべるんじゃねえ」

　生きてた！　と安あん堵どしつつ、王子の方を振り仰あおぐ。

「回復魔ま法ほうを！　薬草でもいい！　早く、癒いやしてやってくれ！」

　しかし、王子は悲痛な面おも持もちで頭かぶりを振った。

「これだけの怪け我がになるともう……逆に、苦しみを引き延ばすだけになってしまう」

「そんな……！」

　魔王は完全に血の気を失い、ぜえぜえと荒あらい息を漏もらしている。

　ドクドクと容よう赦しやなく溢あふれる血液が、赤い池を作っていく。

　整った顔が激痛に歪ゆがみ、玉のような汗あせがしたたり落ちていた。

「和希……歌え」

　為なすすべもなく慄りつ然ぜんとしていたおれに、掠かすれる声で魔王が告げたのは、そんな一言だった。

「え？」

「約束、しただろう？」

『次会ったときは絶対聞かせてやるからさ』

　……こんな時に、何言い出すんだよ。死にかけてるのに、おれの歌なんて聴きいてる場合か？

「……最さい期ごに……聴き、たい」

「馬鹿。最期とか、言うな」

　ぐちゃぐちゃになっていた目元をぬぐって、大きく深呼吸した。







　薄うす暗ぐらい、荒あれ果てた空間に、透すき通った歌声が響き渡る。

　唇くちびるから自然と流れ出したメロディは、この世界で最初に聞いた讃さん美び歌かだった。

　この曲が祈いのりと共に紡ぐのは、痛みを越こえた先にある、未来への福ふく音いん。

　間ま違ちがいだらけの過去を洗い流して、新しい生の始まりを讃たたえる歌。




　──死ぬな、魔ま王おう。

　もう駄だ目めだなんて、おれは信じない。

　こんなところでくたばってどうする。

　おまえはまだまだ、ここからだろ……！




　瞳ひとみを閉じてありったけの祈りを込めて歌っていたけれど、ふと、妙みような眩まぶしさを感じて、ゆっくりと瞼を開く。

　柔やわらかなエメラルドグリーンの輝かがやきが魔王の体を包んでいた。

　光は細かな粒りゆう子しとなり、ゆっくりとその体に刺ささったショートソードを抜ぬき取ると、傷口に入り込んでいく。

　魔王だけじゃない、その場にいる全員が、同じ神秘的な光に覆おおわれ、不思議に心ここ地ちよい愛あい撫ぶを感じていた。

　そして、気づけば、あんなに深く抉えぐれていた魔王の傷は完全に消え去り、おれ達の怪我も全すべて、きれいさっぱりなくなっていたのだ。

　……〈勇者〉すげー……！

「……魔王？」

　おれの囁ささやきに、切れ長の瞳がぱちりと開いた。

　そして、おれの胸むな元もとに頭を預け、横たわっていたこいつが発した言葉は……

「和希。もう少しボリュームを付けた方が、寝ね心ごこ地ちが──」

「てめーはやっぱり死んでおけ！」




　魔王を蹴けり飛ばしてやれやれと脱だつ力りよくしたその時だった。パラパラと、粉のようなものが降ってきたのは。

　なんだ、と見上げると同時に、ゴゴゴゴゴ……とかすかな地鳴りのような音。

　やがて、ぐらっと地面が震しん動どうする。

「ククククク……貴様らだけ生きて帰してなるものか。全員まとめて虚きよ無むの深しん淵えんへ突き落としてやる……！」
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　狂きよう気きに彩いろどられた叫さけびに振り返ると、黒川龍吾が何かのスイッチを手に壮そう絶ぜつな笑みを浮かべていた。壊こわれたように、両手を広げて言い放つ。

「滅ほろびろ、全て滅びるのだ……ハーッハッハッハッハ、ハーッハッハッハッハ……！」

　そうだ、ここはとことんベタに彩られた世界。

　そして、ラストダンジョン攻こう略りやく後ごの典型的なパターンとくれば……

「──早く逃にげろ！　このダンジョン、崩れるぞ……！」




　　　　[image: ]




　ゆっくりと瞳を開くと、抜けるような青空と商業ビル群という光景が飛び込んできた。

　天てん井じようが崩れてきて、もう駄目だと覚かく悟ごを決めたところだったのに……どうなってんだ？

「ここは、東口ロータリー……？」

　すぐ傍そばから、よく通る耳馴な染じみのいい声が聞こえて、煌に抱きすくめられた状態であることに気づく。

「庇かばってくれたんだな。さんきゅ」

　礼を言いながら腕うでから逃れると、「助けたのは俺じゃねーよ」とやや不本意そうに煌が肩かたをすくめた。

「崩れる間ま際ぎわ、呪文を詠えい唱しようする旺眞の声が聞こえたから……あいつが咄とつ嗟さに脱出魔法かけたんだろ」

　視線で示した先には、蜜花さんを腕に抱いた魔王の姿。

　ぐるりと見回すと、瓦が礫れきの山となった新宿駅跡あと地ちを背景に、『Der Luxustod』のメンバー達も含ふくめた全員の姿が確かく認にんできた。

　……全員を、守ってくれたんだな。あの魔王が。

「魔王、助けてくれて、ありがとう」

　何だか無む性しようにうれしくなって、締しまりのない顔で礼を言うと、

「──別にこれしき、造作もないこと」

　魔王は素っ気なくそれだけ言って、フイと顔をそらした。

　おお？　てっきりもっと偉えらそうな反応を返すかと思ったのに。意外。

　その時、ずっと気を失っていた蜜花さんの瞳がぱちりと開いた。

「旺眞！　煌！　二人とも無事なのね……よかった！」と息むす子こ達にまとめて抱き着く。

「──龍吾のこと嫌きらってたのに、会い続けてたのはなんでなんだ？」

　煌の質問に、やっぱり知ってたのね？　と顔をしかめる蜜花さん。

「それもあいつの魔ま力りよくのせいで、どうしても抗あらがうことができなかったのよ。そうでなかったら誰だれがあんな奴やつと！　まあ、そーゆープレイもさりげに燃え……コホン、とにかく、非常に不本意な関係だったわ」

「……今、回復しかけた信しん頼らいが凄すごい勢いでまた地に落ちていったぞ」

　どっと疲つかれたように肩を落とす煌。ド、ドンマイ……。

　だけど続けて「やっぱあんたは、どーしよーもない女だよな……」と苦く笑しようする様子はなんとなく、吹ふっ切れたようにもみえた。

「ちょっと、親に向かって何そのいい草！　旺眞、なんとか言ってやって」

「俺は知らぬ」

　魔王はまだ距きよ離り感かん計りかねてる感じだけど、蜜花さんが屈くつ託たくがないから、長年の溝みぞも次し第だいに埋うまっていくことだろう。

「旺眞……蜜花を庇ってくれてありがとな」

　煌の言葉に、魔王は心外そうに顔をしかめて吐はき捨てた。

「和希の側には貴様がいたからな」

「あら、ちょっとそれもひどくない？　けど何、貴方あなた達、兄弟であの子を取り合ってるの？」

　おもしろそうに瞳を輝かせる蜜花さん……て勘かん弁べんしてくれ！

　雲行きが怪あやしくなったので、あわててその場を離はなれた。




　赤く濁にごっていた天には蒼そう穹きゆうが復活し、街路樹も夏らしい濃こい緑が青々と萌もえている。

　とりあえず、巨きよ悪あくは滅び、世界には平和が訪おとずれた──とみなしていいのだろうか。

「そういえば、彼はどこへいったんだろう？　風のように現れて、ピンチを救うやいつの間にか去っていったあの謎なぞの少年は……」

「ああ、忙いそがしい奴だからな～。でも一言くらい挨あい拶さつしてってもよかったのにな、ははは……」

　不思議そうな王子に、ドギマギしながらそう言い繕つくろい、

「にしてもすごい瓦礫だな～。さながら工事現場、みたいな？」

　崩ほう壊かいした新宿駅を指して、話題をそらそうとしたその時。

　陽気で軽快な電子音が鳴り響ひびいた。キユー●ー３分クッキングのテーマ……おれのケータイの着メロ。同時に、あたかも雷かみなりが落ちるように脳のう裏りに閃ひらめいた、ある一場面。

「ああーっ！」

「どうしたんだい、和希ちゃん？」

　心配そうに尋たずねてきた王子に「いや何でもねー」と誤ご魔ま化かしていると悠斗が寄ってきて、ウサギのマスコットがついたケータイを差し出してきた。

「和希。落としてたぞ。とりあえず着信はできるようだ」

　鳴らして使えるかどうか試ためしてくれたらしい。

　礼を言ってそれを受け取ると、おれは「ちょっとトイレ！」と恥はじらいも何もない一言を残し、姿が完全に隠かくれる場所へとダッシュした。

　工事現場、で思い出した。

　このウサギ、前に姉貴がゲーセンのクレーンゲームでゲットしてたやつだ！

　なんか、女性向けゲームに登場するマスコットキャラとかいう話で、そのゲームの名前は確か……えっと、なんだっけ…………そうだ！

　──『ときメロ』っ！







[image: Ending　世界の真相──「めざせ、イケメンマスター！」]




　とうとう世界の謎に近づいたおれは、ゴクリと唾つばをのみ込んだ。

　ゲームの名前とともに、このウサギの名前も思い出したからだ。

　なんでもっと早く思い出せなかったんだろう。だけど、おれの予想が正しかったとしたら、いったいこの先、どうすればいいのか、逆に途と方ほうに暮れてしまう。

　なぜならこのウサギの名前は、姉貴と同じ──

「メイ。おまえ、メイだよな」

　おれが深刻な面おも持もちで呼びかけた途と端たん。

「遅おそいわ───────！」

　突とつ然ぜんウサギがおれの顎あごに昇しよう竜りゆう拳けんをぶちかまし、「あぶっ」とおれは吹ふっ飛んだ。

「思い出すのに時間かけすぎじゃボケ！　あたしがどんだけじりじりさせられたことか！」

　腰こしに手を当て仁に王おう立だちして、頭から湯気を噴ふきそうなほど怒いかりをにじませているウサギのその口調は、まぎれもなく、長年慣れ親しんだ姉貴のものだった。

　姉貴の本名は羽鳥芽め生い。

　おれが同どう姓せい同名の『羽鳥和希』に転生したように、このウサギの名前がメイなら、彼女はこのマスコットに転生しているのではないか。

　──そう予測し、でもマスコットなら意思の疎そ通つうはできないじゃんと絶望的な気分に陥おちいっていたのだが……。

「なんでいきなり動けるようになったわけ？」

「『メイ』はヒロインのお気に入りで親友でもある、思い出のマスコットでね。ヒロインが毎日話しかけていたら、ある日本当に話し出すようになるってメルヘン設定だから、あんたがあたしに話しかけることが、自由に動けるようになるフラグになってたのよ」

「そんなのおれが知るわけねーじゃん！」

「知らなくてもメイって名前がわかれば何かはするでしょ!?　バカなのは知ってたけどここまで使えないなんて、この駄だ弟てい！　バ和希！」

　しゃべれるようになった途端この罵ば詈り雑ぞう言ごん……。

　いっそ永遠に放置しておけばよかったか、と思いかけたが、気を取り直して追及する。

「悪かったよ。だけどフラグって……やっぱりここは、『ときメロ』ってゲームの世界なのか？　なんか途と中ちゆうから勇者やら竜りゆう神じんやら、『ドキクエ』っぽくなったんだけど」

『ドキクエ』ってのは、国民的ＲＰＧ『ドキドキクエスト』の略。……小学生の時は、よく姉ちゃんのデータのレベル上げをさせられたものだ（遠い目）

「ええ、あたしが予想するに、どうやらここは『ドキクエ』と『ときメロ』がまざっちゃった世界みたいなのよね」

　まざった世界!?

「伽羅燃岳が噴ふん火かした時、ちょうどゲームの電源を入れてたでしょ？　だから、あたしのゲーム機の中にあった『ドキクエ』と『ときメロ』のデータがぐちゃぐちゃになったんじゃないかしら」

　なるほど……二つのゲームの世界観がごっちゃになったせいで、こんなトンデモ世界が生まれたってわけか。

「って待て。ここが姉ちゃんのゲームデータの世界だということは、もしかしてこのヒロインの名前も……」

「あたしがつけた」

「おまえのせいか──！」

　ブチ切れるおれに、クソ姉貴は「あたしだって被ひ害がい者しやよ」と悪びれた様子も見せず一いつ蹴しゆうする。

「もともとデフォルトでも『ときメロ』のヒロインの名前は『和希』だったから、せっかくだし苗みよう字じも羽鳥にしてみたのよね」

「なんつーことをしてくれるんだよ……！」

「あんたが知ったら嫌いやがるだろーなあと想像するのも楽しかったし」

「人の知らねーとこでまで嫌がらせすんじゃねえ、このドＳ！」

「でもさすがのあたしもたまげたわ……まさか旺眞君が本当に『魔王』になって、ガチバトルする羽目になるなんて」

「驚おどろきどころはそこかよ！　まずは異世界トリップに動どう揺ようしろ！　帰る方法を真しん剣けんに検討しろー！」

　おれの怒ど濤とうのツッコミを華か麗れいにスルーし続けていた姉貴だが、そこで初めてこちらに視線を合わせた。こともなげに、言い放つ。

「元の世界に帰る方法の予想なら、ついてるわよ」

　……マジか！

「ここがゲーム世界だとすれば、戻もどれる可能性があるのは、最後のミッションを達成した時。今こうして『ドキクエ』のラスボスは倒たおしたし、キャラ達はみんな基本的に『ときメロ』がベースになってるから、あとは『ときメロ』をちゃんとクリアしたら帰れるんじゃないかしら？」

　──確かに、やることやってハイさよなら、の図式は自然な流れの気がする。だけど。

　いや～な予感に襲おそわれつつ、「なあ……」とおれは恐おそる恐る切り出した。

「『ときメロ』ってのは、どんなゲームなんだ？」

「正式名めい称しよう『ときめきのメロディ　～遥はるかなる金色の日々』。個性あふれるイケメンたちとバンドを組んで一つずつ障害を乗り越こえて、軽音甲こう子し園えんでの優勝、並びに目当てのキャラとの両想いを目指す女性向け恋れん愛あいシミュレーションゲーム。いわゆる『乙女おとめゲーム』の一種よ」

　ズガ───────ン。

　新宿ダンジョンよりも強大な何かが、おれの中で崩ほう壊かいした。

「最初はいったいどーなる事かと思って見てたけど……大だい丈じよう夫ぶ！　あんたはたぶん天然の乙女ゲーマスターだから！」

「……う……」

「碧君との初デートの後の煌君への殺し文句とか、マジびびって震しん撼かんしたし！　旺眞君なんてもうあんたのこと気になって仕方ないって感じじゃない？」

「う……う……」

「男だってことさえバレなければ、なんとかなるんじゃないかしら。よっ、この小こ悪あく魔ま！　目指せ、全員同時攻こう略りやく！」

「うそだああああああああああああああ！」

　うそだああああああああ……うそだあああ……そだあ……ああ……あ……

　おれの絶ぜつ叫きようは、虚むなしいエコーを効かせながら、どこまでも澄すみ渡わたる青い空へと吸い込まれていった。


To be continued…?









　あとがき




　はじめまして！　もしくはネットの方でお馴な染じみの読者様には、こんにちは！

　藤と並なみみなとです。

　この度は拙せつ作さくを手に取って下さって、ありがとうございます。

　この『ときメロ』は、インターネット上の小説投とう稿こうサイトに二○一一年の春から秋にかけて連れん載さいしていた小説を基もとに、リメイクしたお話です。

　ネット連載中は、読者様からのコメントに励はげまされ、感想からネタやヒントをいただくことも数知れず……逐ちく次じ、妄もう想そうを刺し激げきされることで旧作を完成させました。

　今後、オンライン時のような即そく時じ性は失われますが、『ときメロ』はやはり読者様と一いつ緒しよに創つくっていくお話であり続けたいと思っているので、どうかお気軽にご要望や感想をいただけると嬉うれしいです。

　好きだと言っていただけるキャラの見せ場はきっと増えます（笑）逆に、あまりにも反応が悪ければ、お話自体が……これ以上言うのは悲しくなるので控ひかえますが、お察しください。（チーン）

　さて、ネット小説だった旧ときメロを更さらにさかのぼれば、中学時代以来、親友と妄想し続けてきたファンタジー小説がベースになってます。世界観や設定、名前は全すべて変わり、キャラ達も（若じやつ干かん一名の派手なドＳを除けば）また別の命を宿していきましたが、あの日々の欠片達がまさかこのような形で本になるなんて、本当に、万ばん感かんの思いでいっぱいです。

『ときメロ』を世に出すために尽じん力りよくして下さった担当様、「表紙詐さ欺ぎになりませんか!?」と作者がビビるくらいイケメン揃ぞろいのイラストを描かいて下さった南みな月づきゆう様、編集部の方々を始めとする当作品に関かかわって下さった全ての皆みな様さまに、深く御お礼れい申し上げます。

　相棒りんか、相談に乗ってくれた友人各位、ネット連載時からずっと支え続けて下さった読者様方、夢を応おう援えんし続けてくれた家族……並べたてるとキリがないけど、皆みんな、本当にありがとう。

　そして何より、大きな感謝を、読んで下さったあなたに。好みのキャラやクスリと笑える言い回し、設定や台詞せりふ等、お気に召めすものが何か一つでもあったなら、幸いです。

　これまで私がフィクションからもらってきたたくさんのエネルギーを、今度は少しでも皆様にお渡わたしできるよう、がんばっていきたいです。

　では、また、お会いできることを祈いのって。





藤並みなと　　
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和かず希き　（差出人不明の案内ハガキと看板を見比べながら）〈カフェ・メイプル〉……ここか（カランカランとドアベルを鳴らしながら、喫きつ茶さ店てんに入店）

芽め生い　いらっしゃいませ～……ってあんたか。何してるの、遅おそいわよ！

和希　姉ちゃん!?　なんでこんなとこに!?　どうしてエプロンつけてカウンターにいるの!?　いつの間に元の姿に戻もどったんだ!?

芽生　そーゆーあんたもここでは男の姿よ

和希　わっ、本当だ。元に戻ってるー♪　ええ、何、どーゆーこと!?

芽生　ここは、本編の流れは無視してキャラ達が憩いこう癒いやしのメタスペース〈カフェ・メイプル〉。でもってあたしがこのカフェのマスターってわけ

和希　（カウンター席に腰こしかけながら）卵かけご飯しか作れない姉ちゃんがマスターとか、大だい丈じよう夫ぶなのか？

芽生　食べ物は全部レンジでチン。飲み物はインスタントかペットボトルから注ぐだけだから平気

和希　とんだガッカリカフェだな……（ゴクゴク、と出された水を飲む）

芽生　ちなみにそれ一いつ杯ぱい千円

和希　（ブッと吹ふきだす）どんな高級店!?

芽生　あんた限定だから心配しないで……（カランカランとベルが鳴るや、別人のような笑え顔がおで）いらっしゃいませ！

煌あきら　　……あれ？（和希を見て目を丸くして）おまえはあの時の──月●仮面！

和希　げ、●光仮面!?　古すぎるだろ！

煌　　疾風はやてのように現れて疾風のように去っていった正義のヒーロー。おまえの正体は？

和希　そそそそれはまた本編で再会するまでのお楽しみという事で一つ！

煌　　ふーん……（和希の隣となりの席に腰かけてから、芽生に向かって）ジンジャーエール

芽生　かしこまりましたー♪（和希に向かって）お客様はいかがなさいますか？

和希　（姉の別人っぷりにドン引きしながら）おれは、水でいいです……

芽生　当店はお食事をなさらないお客様には、１ワンドリンクオーダーをお願いしております（ニッコリ）

和希　じゃ、じゃあ、カルピス……（いくらぼったくる気だ、とドキドキ）

芽生　はーい（二人の前にジンジャーエールとカルピスを出す）

煌　　じゃま、とりあえず、『ときメロっ！』刊行を祝って、乾かん杯ぱい～

和希　かんぱーい！……いや～とうとうここまでたどり着いたんだな。この本が出る頃ころ、世間はもうクリスマスモードだぜ

煌　　クリスマスの思い出とかって、なんかある？

和希　……五歳のクリスマスの朝、枕まくら元もとのプレゼントを開けたら、じゃがいもが入ってた

煌　　じゃがいも!?

和希　八つ年上の姉貴がおれが寝ねてる間にプレゼントをすり替かえてたんだけど……あれはショックだったな。頼たのんでたのはプラレールだったのに……姉ちゃんに『和希は悪い子だからだね』とか言われて、その後二時間ほど布ふ団とんの中で泣いた

煌　　鬼おにだな姉ちゃん！（爆ばく笑しよう）

芽生　それでも『サンタさんにお礼は？』て言われて、涙なみだをこらえながら必死に『ありがとう……』て呟つぶやいてたのが、お姉さん的には非常にたまらんかったそうです

煌　　超ちよういい子じゃん！（笑）

和希　煌は？

煌　　そうだな……中一のクリスマス、枕元にプレゼントが置かれてて。包みを開けたらグラビア雑誌が入ってた

和希　さすが蜜みつ花かさん……。反応に困っただろ？

煌　　いや。でもせっかくだしと思って食しよく卓たくで読んでたら『弄いじりがいのない子ね！』ってむくれられたのは理り不ふ尽じんだと思った

和希　読むなよ、親の前で！

芽生　お兄さん、モテるでしょ？　グラビアとか見る必要ないんじゃないですか？

煌　　確かにモテるけど、グラビアくらい見るぜ

和希　そこはウソでも両方否定しとけ！　少女小説のヒーローだろ！

煌　　でもぶっちゃけ女にはいまいち興味なかったんだよなー

和希　まさかホ……!?

煌　　違ちがう！　それに、過去形だし

芽生　ほうほう。それじゃ今は気になる子がいるんですねー（ニヤニヤしながら和希をチラ見）

和希　えーと、会計お願いします（逃にげるように）

芽生　はい。三千円になります

和希　ぼったくりだー！

芽生　なんちゃって。三百円です

煌　　プッ……おまえ、いちいち反応良すぎ。なんか、あいつに似てるかも

和希　似てない気のせい！　じゃーそーゆーことで！（あわてて出ていく）

煌　　……変な奴やつ（笑）

芽生　それ、お兄さん的には褒ほめ言葉ですよね？

煌　　もちろん
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ロン　いや～いいねーこの店、閑かん散さんとしてて♪　潰つぶれるまでは時々こよっかな、気が向いたら！　ヒャハハッ

芽生　はい、ご注文のエビピラフです（ニッコリと微笑ほほえみつつ額にはひそかに青筋）

ロン　（ドバドバとタバスコと胡こ椒しようをぶっかけてから、スプーンを口に運ぶ。満足げにペロリと唇くちびるを舐なめて）しかしアレだね、クリスマスってやっぱテンション上がるよねー

芽生　そうですね

ロン　どこもかしこも陽気な音楽が流れてさ、幸せそうにしてる家族やバカップルで溢あふれる街並みに、もし今空から爆ばく弾だんが降ってきたら、とか想像すると……（カランカラン、という音に振ふり向く）

芽生　いらっしゃいませ！

悠ゆう斗と　……（無言でまたドアを閉めようとする）

ロン　（ダッシュで駆かけ寄って）ちょーっと待った！　なになにその反応！　オレの繊せん細さいなハートが傷ついちゃうじゃん～まあ座って座って！　これも運命、袖そで振り合うも他た生しようの縁えん、ここで会ったが百年目ってね！

悠斗　（心底嫌いやそうにため息を吐つきながら、離はなれた席に着く）ホットカフェオレ

芽生　かしこまりました♪

ロン　なあなあ美び楠なんのクール君

悠斗　妙みようなあだ名をつけるな

ロン　じゃあ、お面君？

悠斗　却きやつ下か

ロン　めんどくせー。もうクール君でいいじゃん。クール君はなんかクリスマスの思い出ってあったりするわけ？

悠斗　（取り合うのを諦あきらめたように、出されたカフェオレを一口含ふくんでから）……中一の誕生日、父親からやけに深刻な顔で『おまえに告げなければならないことがある』と切り出されたことがある

ロン　クール君の誕生日ってクリスマス？

悠斗　いや、五月だが。父のあまりに悲ひ愴そうな様子に何事かと思えば、『クリスマスにプレゼントを置いていたのは、私だったんだ！』と

ロン　ブハッ！　で、クール君はなんて答えたわけ？

悠斗　『知ってます。それで？』

ロン　ギャハハハハッ容よう赦しやねえー！　直球ブリザード！　オヤジさんカワイソー

悠斗　病気、離り婚こん、隠かくし子、破産、出自のことから犯罪事件におよぶまで、ありとあらゆる不幸の可能性を想定し覚かく悟ごした結果がそれだ。拍ひよう子し抜ぬけもいいところだった

ロン　まー、中一になってもまだサンタ信じてる奴とかそーそーいねーよな

芽生　あたしの弟は中三の冬までは信じてましたよ

悠斗　あいつも信じてたな……

ロン　身近に二人も!?　弟クンはともかく、もう一人はもしかして和希チャン？

悠斗　（コクリとうなずく）

ロン　ウケる！　マジからかい甲が斐いあるな、あのお嬢じようちゃん。クール君も教えてやりゃーいいのに、イジワルだねえ（ニヤニヤ）

悠斗　信じられるうちは信じていればいいだろう

ロン　およよ？　クール君ってば何、こう見えて意外とロマンティストさん!?

悠斗　俺は自分の目で見たものしか信じない。しかし、存在しないことの証明は誰だれにもできないのも事実だ

ロン　フーン……（嘲ちよう笑しようを浮うかべながらぼそりと）おめでたいことで。（一気に興が冷めたように）あー、なんか怠だるいわ。帰ろ

芽生　ありがとうございましたー

悠斗　……（ふうっと小さく嘆たん息そくしてから、多少寛くつろいだ表情でカップを傾かたむけていたが、カランカランという音にドアの方へ視線を向ける）

和希　遊びに来たぜー。……お、悠斗もきてたんだ

悠斗　（無言でうなずく）

芽生　今、サンタクロースの話をしてたのよ。あんた中三まで信じてたわよねー

和希　んー……今も信じてるぜ。プレゼントを置いてるのは親だけど、本当のサンタもきっといるんだって

悠斗　……『妖よう精せいなんていない、と子どもが言うたびに妖精が一人ずつ死ぬ』ともいうしな

和希　そうそう……って悠斗、今、笑った？

芽生　！（うそっ、あたしとしたことが見み逃のがした!?）

悠斗　さあな……（無表情のままカフェオレを飲み干して）ただ、うちの父親も『サンタがいない』とは言わなかったなと思っただけだ。ご馳ち走そう様さま（お金を置いて立ち去る）

芽生　ありがとうございました～

和希　はあ～珍めずらしいもん見たなあ……（出されたお茶を飲んですぐ吹ふきだす）ちょ、姉ちゃん、これ麵めんつゆ！

芽生　あんたばっかずるい！　あたしも悠斗くんの笑え顔がお見たかったー！

和希　八つ当たりしてんじゃねえ！
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和希　ったく、なんでおれが掃そう除じとか……（モップがけ中）

芽生　文句言わないでキリキリ働く！　弟なんだからそれくらい手伝うの当然でしょ

和希　そういう姉ちゃんは座ってテレビ見てるだけじゃん……（カランカランという音に振り返り）ゲッ

芽生　いらっしゃいませ～

魔ま王おう　（店内を一いち瞥べつしてから、ソファ席に腰こしかける）ホットコーヒー

芽生　──はい、お待たせしました

魔王　……（香かおりを嗅かいでピクリと眉まゆをひそめ、一口だけ飲んでカップを戻もどす）チッ（舌打ち）

和希　うっわ、感じ悪（ぽろっと）

魔王　なんだ、貴様は？（ギロリ）

和希　あ、いや、悪い……確かに旨うまくはないよな、ここのコーヒー（インスタントだし、と思いつつ）

魔王　最悪だ。ドブ水に等しい

和希　なっ……そこまでいう事はねーだろ！

魔王　こんなものを客に出すなど正気を疑うわ。すぐに店を畳たため。愚ぐ図ず愚ぐ図ずするのなら俺が潰してやろう

和希　て、め……！（グッと拳こぶしを握にぎった時、カランカランと音）

王子　あれ、あの時の勇者くんと魔王くん。奇き遇ぐうだね（シャラララーンと謎なぞの爽さわやかな効果音）

和希　（気勢を削そがれたように）王子……

王子　（カウンター席に腰かけ、微笑ほほえみながら）アールグレイをお願いします

芽生　かしこまりましたあ。──はい、どう……熱っ（零こぼして芽生の手と王子の服にかかる）す、すみません！　染しみが！

王子　それより早く冷やして。──大だい丈じよう夫ぶですか？

芽生　あたしの方は全然……でもすみません、お洋服が

王子　気にしないでください。そんなことより、綺き麗れいな手に痕あとが残ったりしなくてよかった。降り積もったばかりの新雪のようなその肌はだが、痛々しく侵おかされる様は見たくありませんから（キラキラキラ）

芽生　あ、ありがとうございます……！（瞳どう孔こうハート）

魔王　フン、よくもまあそのような戯たわ言ごとが次から次へと口をついて出るものだ。理解不能だな

和希　そこは全面的に同感

王子　（淹いれなおされた紅茶に口をつけてから）街はもうクリスマス一色だね……イルミネーションで飾かざられた街並みは心が華はなやぐし、インスピレーションが刺し激げきされるな

和希　王子のクリスマスって凄すごそうだよな。でっかいツリー飾ったり、七面鳥食べたりしてそう。豪ごう華かなパーティー開いたりとか

王子　別に普ふ通つうだと思うけど……クリスマスは毎年家族だけで過ごすことになっているし

和希　へえ。まったりするんだ？

王子　うん。去年のニュルンベルクも素す晴ばらしかったよ

和希　……海外かよ！　もしや魔王も!?

魔王　俺はプラハだった

王子　あそこも伝統と落ち着きのある美しい街だよね

和希　このセレブどもめ……！　じゃあやっぱ子供の頃ころ枕まくら元もとにもらうプレゼントも、やたらゴージャスだったりした？　印象的なプレゼントは？

王子　うーん……あ、幼よう稚ち舎しやの頃に、赤い車が欲しいといっていたら、ポルシェをプレゼントされて戸と惑まどった記き憶おくはあるよ。本当は手に持って遊べるおもちゃが欲しかったのに

和希　部屋の中にポルシェ!?　どんだけ広いんだよ！　どう運んだんだよ！　どう遊ぶんだよ！

王子　木馬みたいな感覚かな

和希　はあ……魔王の家のサンタもそんな感じ？

魔王　サンタなど来たことがない

和希　え……あ（思い当たって表情が強こわ張ばる）悪い

魔王　なぜ謝る。別に、欲しいものは自分で買えば済むであろう。そんな回りくどいことをする意味が分からぬ

和希　……そっか

魔王　会計だ（お札を置いて席を立つ）

和希　……魔王！　次はもう少し旨いコーヒー出してやるから、また来いよ

魔王　……？（眉をひそめて、無言で出ていく）

王子　──彼とは過去にも何度かパーティーで顔を合わせたことがあったんだけど、あの頃に比べるとずいぶん物もの腰ごしが和やわらいできた気がするよ

和希　あれで!?

王子　うん。原因はたぶん……（目を伏ふせてフッと微笑む）

和希　？　なんだよ

王子　ううん、ライバルが多くて大変だなと思って。あ、こんな時間か。僕もそろそろ失礼するよ

芽生　ありがとうございました！　またのお越こしを、心よりお待ちしております！


















カバー・口絵・本文イラスト／南月ゆう

デザイン／須貝美華










ときメロっ！




異い世せ界かいでバンドと勇ゆう者しやはじめました!?








藤と並なみみなと
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